
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





  

 
 
 

計画策定にあたって 
 
 
 
 湯浅町は、海、山、川に囲まれた自然豊かなまちである

とともに、古くから聖地熊野を目指す人々の宿所として栄

えてきました。 
 また、世界中で愛される万能調味料「醤油」発祥の地と

しても知られており、その醸造業が最も盛んであった一帯

が、重要伝統的建造物群保存地区に選定されています。 
 本町は、伝統的な町並み以外にも、素晴らしい歴史文化

を有しており、例えば、京都高尾山神護寺の文覚上人に学

び、栂尾山高山寺を開いた明恵上人は、湯浅で厳しい修行

の末、悟りを開いたとされています。ほかにも醍醐寺金堂

が、もともとは本町にあり、豊臣秀吉によって移築され、

国宝、世界遺産となって現在まで受け継がれていることや、江戸時代、聖護院門跡一行が

大峰奥駈修行の帰路、本町で護摩法要を行い、休憩し、もてなしを受けたという記録が残

されており、近年、その故事に基づいて護摩法要を再開したことなど、ここ湯浅の地に、

当時、質の高い文化が存在したことを証明する事柄がたくさんあります。 
 本計画の推進により、歴史的風致の維持・向上はもちろんのこと、ふるさと湯浅を愛す

る心を育むことや住民同士の交流、ひいては地域活性化につながることができればと考え

ています。 
 本町が持つ歴史的な魅力を余すことなく発信し、一人でも多くの方に知っていただくこ

とにつながれば幸いです。 
 最後に、本計画の策定にあたりまして、ご尽力をいただきました湯浅町歴史的風致維持

向上計画推進協議会委員の皆様をはじめ、貴重な資料やご意見をお寄せいただいた皆様に

深く感謝を申し上げます。 
 
 
 平成２８年３月    
 
                  湯浅町長  
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歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上計計画画 
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序序章章  計計画画策策定定ににああたたっってて  
11..計計画画策策定定のの背背景景とと目目的的  

湯浅町は、紀伊半島北西部に位置し、自然環境に恵まれた歴史と文化が息づくまちである。 

主な産業は商業とサービス業であるが、紀伊水道に臨み温暖な気候から沿岸漁業や柑橘類

の栽培も盛んで、湯浅湾で水揚げされる新鮮なアジ、サバなどの魚介類と｢有田みかん｣など

のブランドが全国的に知られており、有田郡における政治経済文化の中心として栄えてきた。 

「湯浅」の地名が初めて歴史上の文献に見えるのは、平安時代に入ってからである。古代

から港町として機能してきたが、皇族や貴族の間で熊野信仰が高まりを見せると陸路におい

ても要衝となり、熊野参詣における宿所の役目を果たした。中世に入り熊野信仰が武士や庶

民の間に広まると、山手を通っていた参詣の道が海寄りの西側に移るとともに町場が発達し

た。近世には漁業が大きな発展を見せ、優れた操船技術を有した漁民たちが、近海から遠く

九州や関東、北海道まで漁場を開拓した。紀州みかんの栽培も始まり、本町の産業の特色が

色濃く現れてくる。とりわけ湯浅を特徴づけたのは、鎌倉時代にその起源を遡る醤油の醸造

である。紀州藩の保護を受けて湯浅の醤油醸造は興隆し、その歴史から湯浅は「醤油発祥の

地」といわれている。今日、近世から近代にかけて醤油醸造が盛んであった一帯には、醸造

業関連の町家や土蔵を代表とする伝統的な建造物がよく残されていることから、本町が平成

18 年（2006）に伝統的建造物群保存地区を決定し、同年、重要伝統的建造物群保存地区に選

定され、歴史ある町並みの維持・整備に努めているところである。 

こうした保存のための取組みを進める一方で、少子高齢化の進展による人口減少やライフ

スタイルの多様化などにより、空き家の増加や新築住宅の建築、道路整備、まちなかの駐車

場化等が進み、市街地における町並みの統一性や連続性といった湯浅らしさが失われつつあ

ることも紛れもない事実である。また、集落地域においても、担い手不足による一次産業の

矮小化が懸念される。本町においては、国から過疎地域の指定を受けるほどの居住人口の著

しい減少と中心市街地における経済活動の空洞化など、コミュニティや生活環境の弱体化に

直面していることから、この町に住む誰もがふるさと湯浅に誇りと愛着を持ち、これからも

ずっと住み続けたいと思えるよう、先人から受け継いだ湯浅固有の歴史文化を活用し、まち

やくらしの環境とその魅力を守り高め、住民にとって住みよい安心安全のまちとするための

具体的な指針を早急に定める必要がある。 

このような中、平成 20 年（2008）に「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する

法律（平成 20 年法律第 40 号。以下「歴史まちづくり法」という。）」が施行された。同法で

は、歴史的な建造物や古くから伝わる祭りや行事等、その地域固有の風情、情緒、佇まいと

いった良好な環境（歴史的風致）について、その維持及び向上を図るため市町村が実施する

歴史文化を活かした活力あるまちづくりを国が積極的に支援することとされている。 

これは、平成 23 年（2011）に策定した第三次湯浅町長期総合計画（以下「長期総合計画」

という。）のめざす将来像「誇れる郷土をともに創造 安心安全のまち 湯浅」の基本目標

である「活力に満ち、賑わいのあるまちづくり」の方向性と合致する。 

そこで、本町では、この歴史まちづくり法に基づき、歴史文化と伝統により培われた人々

の活動が根付く良好な歴史的風致を貴重な資産と位置づけ、それらを核にした歴史まちづく

りの基本的な指針を示し、歴史的風致の維持向上を図り、地域活性化を推進する「湯浅町歴

史的風致維持向上計画」を策定することとした。 
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22..計計画画のの位位置置づづけけ  
前述した背景のもと湯浅固有の歴史的風致の維持及び向上を図るため、歴史まちづくり法

第 4条の規定による歴史的風致維持向上基本方針に基づき、同法第 5条第 2項の規定による

事項を記載した湯浅町歴史的風致維持向上計画を策定する。 

本計画を長期総合計画に掲げるまちの将来像の実現に向けた計画の一つとして位置づけ、 

上位計画と調整・整合を図るとともに、本町が属する有田圏域の都市計画の方針を示す都市

計画区域マスタープランを考慮のうえ、町都市計画マスタープランなどの計画も含めて総合

的かつ一体的に施策を推進していくことで、より実現性の高いものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33..計計画画期期間間  
本計画の期間は、平成 28 年（2016）度から平成 37 年（2025）度までの 10 ヶ年とする。 

 

 
 

＜第三次湯浅町長期総合計画－まちの将来像－＞ 
誇れる郷土をともに創造 安心安全のまち 湯浅 

～これからも もっとずっとゆあさ～ 

 

 

県都市計画区域マスタープラン

湯浅町都市計画マスタープラン

湯浅町湯浅伝統的建造物群 

保存地区保存計画 

湯 浅 町 

歴史的風致維持向上計画 

協働・整合

協働・整合 協働・整合 
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44..計計画画策策定定のの体体制制  
本計画は、重点区域や文化財等の関係者、学識経験者等で構成する湯浅町歴史的風致維持

向上計画推進協議会（法定協議会。以下、「推進協議会」という。）での意見を踏まえるとと

もに、関係機関（国、県）の助言等を受けながら、まちづくり企画課（制度・企画・調整）、

教育委員会及び産業観光課伝建推進室（文化財保護）、建設課（計画に基づく各種事業）が

主担当となり策定した。 

なお、本町においては、文化財保護行政と観光行政との円滑な連携を図るため、文化財保

護に関する事務について、町長部局が教育委員会の事務を補助執行している。 

本計画の策定体制を下図に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○歴史的風致維持向上計画 

（案）の策定

まちづくり企画課 

教育委員会 

産業観光課（伝建推進室） 

建設課 

湯浅町歴史的風致維持 

向上計画推進協議会 

○歴史的風致維持向上計画 

（案）の協議、検討

・学識経験者 

・関連団体等の代表者 

・文化財等の関係者 

・行政（和歌山県、湯浅町） 

【湯浅町庁内体制】

提案 

意見 

湯浅町歴史的風致維持向上計画の策定 

【法定協議会】 

湯浅町都市計画審議会 

湯浅町文化財保護審議委員会

湯浅町伝統的建造物群 

保存地区保存審議会 

住 民 

説明 

意見 

意見 

（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）

湯 浅 町 長 

湯浅町歴史的風致維持向上計画の決定 

主 務 大 臣 

（文部科学省・農林水産省・国土交通省） 

認定申請 認定 

【外部審議会】 
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■湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会委員 

 氏  名 所  属 備  考 
 戎  和男 湯浅町文化財保護審議委員長 学識経験者 

 神吉 紀世子 京都大学大学院工学研究科教授 学識経験者 

 千森 督子 和歌山信愛女子短期大学生活文化学科教授 学識経験者 

 ○  山本 新平 九度山町教育委員会社会教育指導員 学識経験者 

 深野 英昭 区長連絡協議会会長 地元関係者 

 北村 忠治 湯浅町商工会会長 関係団体の代表 

 前田 芳宏 湯浅町観光協会会長 関係団体の代表 

 尾崎 定平 まちおこし連絡協議会顧問 関係団体の代表 

 木下 智之 湯浅伝建地区保存協議会会長 文化財等の関係者

 長尾 常民 顯國神社宮司 文化財等の関係者

 樫原 誠 國津神社宮司 文化財等の関係者

 江川 瑞峰 勝楽寺住職 文化財等の関係者

 松本 典久 湯浅町議会議長 住民代表 

 中 美二 湯浅町副町長 行政関係者 

 ◎  垣内 貞 湯浅町教育委員会教育長 行政関係者 

 水上 勇人 和歌山県文化遺産課長 行政関係者 

 飯沼 宏規 和歌山県都市政策課長 行政関係者 

 松尾 孝志 和歌山県有田振興局地域振興部長 行政関係者 

 永田 和之 和歌山県有田振興局建設部長 行政関係者 

     ※「◎」：会長、「○」：副会長 
 

55..計計画画策策定定のの経経緯緯  
推進協議会を 4回開催し、湯浅町都市計画審議会、湯浅町文化財保護審議委員会及び湯浅

町伝統的建造物群保存地区保存審議会に説明するとともに、3 省庁との協議を通じ、構想を

練るにあたって必要な助言を受けながら検討・調整を行い策定した。 

 

■計画策定の経過 
平成 26 年（2014）11 月 第 1回湯浅町歴史的風致維持向上計画策定庁内会議の開催 

平成 26 年（2014）12 月 第 2回湯浅町歴史的風致維持向上計画策定庁内会議の開催 

平成 27 年（2015） 2 月 第 3回湯浅町歴史的風致維持向上計画策定庁内会議の開催 

平成 27 年（2015） 4 月 第 1回湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会の開催 

平成 27 年（2015） 8 月 第 2回湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会の開催 

平成 27 年（2015）11 月 第 3回湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会の開催 

平成 27 年（2015）11 月～ 意見公募（パブリックコメント）の実施 

平成 27 年（2015）12 月 第 4回湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会の開催 

平成 28 年（2016） 2 月 湯浅町歴史的風致維持向上計画認定申請   
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第第 11 章章  湯湯浅浅町町のの歴歴史史的的風風致致形形成成のの背背景景  
11..自自然然的的環環境境  
1)立地特性 

湯浅町は、紀伊半島の北西部、有田郡の西部に位置し、総面積は約 20.79 平方キロメート

ルであり、和歌山県内では、30 市町村中第 28 位の小面積となっている。また、町内を湯浅、

青木、別所、山田、吉川、栖原、田の 7つの大字区に分けている。 

西は紀伊水道に面した湯浅湾に望み、北は中山丘陵により有田市と、東は白馬山脈により

有田川町と、南は広川を隔て広川町と接している。 

和歌山市からは約 20km のところに位置し、国道 42 号及び高速道路の広域交通網に接して

いる。 

 

 
■位置図 
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■湯浅町全体図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■湯浅町地域区分図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯浅町 
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2)地勢 
町域は、東西方向 6.5km、南北方向 3.5km に広がっており、中央部の山田川と南端を流れ

る広川及び湯浅湾に挟まれた地区が平野部となり、人口密集地区である市街地が形成されて

いる。また、町の北部・東部の丘陵山岳部に大別され、丘陵部に農業地帯が広がっている。 

 

 
 

■地勢図 
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3)地形・地質 
①地形 

町の地形は、北部の小起伏山地と南部の発達した中起伏山地で構成される山地、丘陵地、

台地、谷底平野、中部の河口部に発達した三角洲や砂州等で構成される低地部からなる。 

そのほか、海岸線の大部分はがけ地であるが、湯浅湾入部は埋め立てによる人工改変がな

されており、臨海市街地が発達している。 

 

 
■地形概略図 
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②地質 

町の地質は、北部の古生層（2.5 億年前）の固結堆積物、中部の山田川による運搬作用に

よって形成された第四紀沖積層の未固結堆積物（1 万年前）及び南部の中生層（6,500 万年

前）の固結堆積物に大きく分類できる。 

中生層が北部の古生層の山地から断層で落ち込んだ形で分布しており、その西方海域が湾

入部となっている。これは、中生層の堆積域が古生層に対し、相対的に沈降した結果である

といえる。 

 

 
■地質概略図 
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4)河川 
町の河川は、北から出合川、山田川、熊井川、北谷川、広川といった二級河川が町域を横

切るかたちで西流し、海に注いでいる。吉川地区を流れる準用河川の逆川
さかがわ

のみが東の方角へ

と流れており、山田川に合流している。湯浅地区の市街地の大部分は山田川水系に属してお

り、町域南端を流れる広川はこの地域最長の河川である。 

かつて、台風等の自然災害時には、これらの河川の氾濫等による浸水被害もみられた。現

在では、下流河道の改修工事が進んでおり、近年では、氾濫等による浸水被害も少なくなっ

ている、しかし、急激な都市化により、一時的な貯留可能であった水田・地道・森林等が減

少している。そのため、台風等の集中豪雨時には、低平地部における局地的な浸水被害の発

生傾向が年々高まりつつある。 

 

 
■主な河川 
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5)気候 
本町の気候は、瀬戸内気候区と南海気候区のほぼ中間に位置し、比較的温暖な気候である。

和歌山地方気象台（和歌山市）及び湯浅地域雨量観測所（湯浅町）における昭和 56 年（1981）

から平成 22 年（2010）の気候の概況を示す。ただし、湯浅地域雨量観測所は降水量のみの

観測である。 

昭和 56 年（1981）から平成 22 年（2010）の月別平均気温は、最低 6.0℃（1 月）～最高

28.1℃（8 月）である。降水量は 6 月の梅雨期に 219.8mm と最も多く、次いで 9 月の台風期

の 203.6 mm が続く、最も少ないのは、12 月の 56.3 mm である。これら温暖湿潤な気候は、

町の代表的な産物であるみかんやびわなど柑橘類の栽培に適したものである。 

 

■気温 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■降水量 
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22..社社会会的的環環境境  
1)町の成立（沿革） 

現在の湯浅町が成立したのは昭和 31 年（1956）である。 

明治 22 年（1889）に市町村制が実施され、湯浅、別所、青木、山田の 4 ヵ村が合併し湯

浅村となり、明治 29 年（1896）の町制施行により湯浅町となった。 

昭和 31 年（1956）に田栖川村（旧田村・栖原村・吉川村）を加え、現在の行政区域の基

礎が確立された。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■町の沿革 
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2)人口 
①人口・世帯 

湯浅町の人口は、近年、逓減傾向にあり、平成 22 年（2010）の人口（国勢調査）は、13,210

人となっているほか、居住人口の著しい減少により、平成 26 年（2014）4 月に国から過疎地

域の指定を受けた。 

世帯数は、平成 17 年（2005）までは、横ばいであったが、その後減少し、平成 22 年（2010）

には 4,971 世帯となっている。 

 

■人口・世帯の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

②年齢 3 階級別人口 
湯浅町の年齢 3 階級別人口（平成 22 年（2010）国勢調査）をみると、老年人口の割合は

28.0％と、和歌山県平均の 27.0％を少し上回っている。 

一方、年少人口の割合は 12.7％と、和歌山県平均の 12.8％とほぼ変わらない。 

 

■年齢 3 階級別人口の推移 
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3)交通 
本町の道路網は、山田地域を南北に縦断する湯浅御坊道路、国道 42 号、主要地方道有田

湯浅線（きららときめきロード）及び主要地方道御坊湯浅線を基幹道路とし、一般県道湯浅

広港湯浅停車場線、一般県道吉原湯浅線及び町道が接続して道路網を構成している。 

湯浅御坊道路の湯浅インターチェンジは京阪神・和歌山方面からの物流などの拠点である

が、必ずしもその効果を最大限に発揮していない。また、これまでに舗装などの道路改良は

進められてきたが、全体的に道路幅員が狭く、子どもや高齢者などの通行に対する安全性が

確保されているとは言い難い。 

本町の公共交通機関としては、鉄道（JR 西日本㈱）及び路線バス（2事業者）がある。 

湯浅駅の乗降客数の推移は、徐々に減少している状況である。また、高齢者等のためのバ

リアフリー化推進及び観光客の利便性向上に向けエレベーターの設置やプラットホームの

段差解消などの駅舎改善及び駅周辺整備がなされていない。 

路線バスについては、湯浅駅から田方面、済生会有田病院及び広川町方面に運行されてい

るが、本数も少なく、3路線とも日曜・祝日は運休している。 

 
■交通網図 
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4)土地利用 
①土地利用の現状 

湯浅町の土地利用は、約 7割が山地丘陵部で、平野部は 3割程度となっている。南北に横

断する国道 42 号、紀勢本線湯浅駅を中心とした平野部に市街地が形成されており、湯浅、

別所、青木及び栖原地区に都市計画区域（638ha）が指定されている。 

農地は周辺丘陵部、傾斜地に樹園地が開け、1,940ha が農業振興地域に指定されている。 

近年の土地利用転換の傾向としては、国道周辺、町東部インターチェンジ、東部山間地の

レクリエーション施設など、周辺部の宅地開発が進んでいる。 

 

 

■土地利用基本計画図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田村漁港
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②土地利用の変遷 

昭和 40 年代前半は、湯浅駅を中心に住宅地・商業地が集積していた。その他、栖原、田、

吉川と町域内の低地部に住宅地が点在していたが、大部分を占めるのは樹林帯・田畑・果樹

園等であった。主要幹線道路、高速道路、那耆
な ぎ

大橋等も共用されておらず、集落間の往来を

満たす程度で、広域的なネットワークという点では不十分であった。 

 

昭和 40 年代後半は、40 年代前半に埋立てられた湯浅湾沿岸地域の市街化が進んだ。それ

以外では、この期間で、田畑から果樹園、宅地への転換が行われている様子がみられ、田、

吉川では果樹園が増加した。 

 

昭和 50 年代から昭和 60 年代にかけて、町域の開発にはめざましいものがある。湯浅、栖

原、吉川間をつなぐ幹線道路が共用され町域の住宅地、商業地の占める割合は現在の状況に

近づき、町域の骨格がほぼ完成したといえる。そのほか、湯浅湾大規模埋め立てにより、臨

海市街地の形成が行われた。海南湯浅道路の計画も進み、今後の市街地化、道路の拡幅等の

整備に大きく寄与しているものと考えられる。農耕地は、水田が果樹園に変わった程度で面

積の増減は確認されない。 

海南湯浅道路開通に伴い、国道 42 号との連絡道路、道路の拡幅等が行われた。そのほか、

主要地方道有田湯浅線の付け替え道路、那耆
な ぎ

大橋等が共用された。 

 

公共施設関連では、有田総合庁舎、済生会有田病院が移転し、新しく建設された。昭和 40

年代前半から平成 10 年代までの土地利用の変遷をみると、湯浅駅を中心とする旧市街地か

らなる中心市街地から、その周辺に位置する地域で近年に宅地化が進んだ周辺市街地、さら

に国道沿線地域への商業地の集積拡大状況が確認できる。 
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■昭和 40 年代前半（昭和 41 年調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■昭和 40 年代後半（昭和 49 年調査） 
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■昭和 60 年代（昭和 60 年調査） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■平成 10 年代（平成 12 年調査） 
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5)産業 
①産業別就業人口 

近年の就業人口は減少傾向であり、平成 22 年（2010）に 6,204 人となっている。産業別

にみると、第 3次産業の比率が最も高く 59.8％、第 2次産業は 23.2％、第 1次産業は 16.2％

となっている。 

 
■産業別就業人口の推移 

 区 分 第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能 合 計  
 平成 2 年 1,208 1,883 4,213 1 7,305  
 平成 7 年 1,155 2,057 4,233 5 7,450  
 平成 12 年 1,086 1,904 4,028 7 7,025  
 平成 17 年 1,100 1,687 4,045 14 6,846  
 平成 22 年 1,005 1,438 3,711 50 6,204 〔単位：人〕

 
■産業別就業人口割合の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②農業・漁業 
本町の農業は、みかんを中心とした果樹栽培が主体となっており、大きな特徴となってい

る。三宝柑は、全国生産 9割を誇る和歌山県全体における生産量の約 2/3 を占めている。ま

た、温州みかんの「有田みかん」の生産も盛んである。しかし、農業就業者に占める 65 歳

以上の割合が昭和 60 年代と比べ 2 倍余りに拡大するなど高齢化が進み、農業後継者が十分

に確保されていない状況にある。土地利用の点でみると、耕地面積の約 95％をみかんやびわ

など柑橘類の栽培を行う果樹園が占め、農業粗生産額は大半が果樹によるものとなっている。 

漁業は、紀伊水道の入り口に位置する湯浅湾を古くからの好漁場として、アジ・サバ等の

沿岸漁業が盛んであり、特にシラスは県内トップの年間平均約 800 トンが水揚げされ、釜揚

げシラスなどに加工されている。しかし、乱獲などにより水産資源が減少するとともに、従

事者の高齢化や後継者不足、水産物の価格低迷などで非常に厳しい経営状況となっている。 

■経営耕地別面積の推移 
 区 分 田 樹園地 畑 合 計  
 平成 2 年 39 557 11 607  
 平成 7 年 35 553 8 596  
 平成 12 年 23 536 4 563  
 平成 17 年 21 553 4 578  
 平成 22 年 19 556 6 581 〔単位：ha〕 

資料：国勢調査
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③商業・工業 
本町は、醤油や金山寺味噌、新鮮な魚介類などの卸・小売を商う有田郡の中心的商都とし

て古くから繁栄してきており、製造業の中では、地場産業である醤油、金山寺味噌及び漁獲

量県下一を誇るシラスや干物の加工業が盛んである。 

近年、中心商業地では、長引く不況や大型小売店の進出といった外的要因に加え、店舗の

老朽化、経営者の高齢化と後継者不足等の内的要因、さらには消費者ニーズの多様化や消費

行動の変化により衰退が進んでいる。 

工業では、製造品出荷額（工業統計調査）の推移をみると、7,000～9,000 百万円で推移し

ており、平成 24 年（2012）には 6,708 百万円となっている。 

商業では、年間販売額（商業統計調査）の推移をみると、減少傾向が続いており、平成 19

年（2007）には 23,020 百万円まで減少した。 
 

■年間販売額及び製造品出荷額の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④観光 
本町は、西有田県立自然公園に指定された景観の優れた海岸、有田みかんの段々畑などの

豊かな自然と金山寺味噌、三宝柑、シラスや干物などの特産物、平成 18 年（2006）に、全

国初の醤油の醸造街として重要伝統的建造物群保存地区に選定された歴史的な町並みとい

った豊富な観光資源を有しており、自然と歴史に彩られた町を訪れる観光客数は年々増加し

てきている。 

観光客数（和歌山県観光客動態調査）の推移をみると、宿泊客数は減少し日帰客が増加傾

向にある。平成 25 年（2013）では、宿泊客は約 3.7 万人、日帰客は約 44.8 万人となって

いる。重要伝統的建造物群保存地区の観光客数は、平成 19 年（2007）以降、2 万人を超え、

平成 23 年（2011）以降は 5万人を超えて、推移している。 
 

■観光客数の推移 
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33..歴歴史史的的環環境境  
1)先史時代～古墳時代 

先史時代から古墳時代頃の湯浅は、今よりも海岸線が山手の方まで入り込み海が広がって

いた。青木や山田といった現在の内陸部にあたる地域の遺跡から弥生土器が出土しており、

少なくとも弥生時代にはこの辺りですでに人々が生活していたと考えられる。 

この時代における湯浅の遺跡で、注目すべきは天神山
てんじんやま

古墳跡である。場所は湯浅市街地の

東郊、現在国道 42 号と山田方面に向かう町道との交差地点の北側で、昭和 35 年（1960）頃

までは、お椀を伏せたような円い丘が存在し、江戸時代まで

は別所村の鎮守として天神社が祀られていた。明治中期の神

社合祀後は、丘上に忠魂碑が建立され、周辺は公園として、

町の人々の憩いの場所となった。しかし、昭和 35 年（1960）

忠魂碑は顯國
けんこく

神社境内に移転、また丘の土が採取され、宅地

に転用された。 

この失われた円い丘から、明治 35 年（1902）3 月、天神社

の神屋修理のため、神殿後方の土を採取したところ、偶然石

棺の一部が発見され、古墳であることが実証された。この石

棺の蓋石は緑
りょく

泥
でい

片岩
へんがん

で、掘り出された後、昭和初期まで別

所の溝渠
こうきょ

の石橋として使用されていた。現在は湯浅町教育委

員会で保管されている。 

この古墳は、5 世紀後半から 6 世紀前半に築造されたもの

と考えられ、古墳の周辺には石棺を中心にして、3 重に埴輪

が埋められていた。それは円筒埴輪・形象埴輪（家形・太刀

型・人物型）であったが、ほとんどこれらは破片状となって

出土した。その種類と数量は、県下で他に例をみない程多か

ったといわれる。明治 30 年代には高さ 15 センチメートル、

腹径 17 センチメートル、色彩は灰色で質は堅緻
け ん ち

の須恵器が

出土し、東京国立博物館に保管されている。その他、勾玉
まがたま

・

金環
きんかん

・管
くだ

玉
たま

なども多数出土したといわれるが、その所在は不

明である。 

和歌山県の考古学の権威といわれた故巽
たつみ

三郎氏は、「天神山古墳は南北の径約 100 メート

ル、高さ 30 メートル、3段築成で小高い山を人工的に形態を整えた大円墳で、中部紀州にお

いては最大古墳であろう」と述べている。昔は周囲に堀が巡らされ、江戸時代までは、その

内に足を踏み入れることが出来なかったと伝えられる。昭和 35 年頃までは、この小丘の東

と南に「めがね池」という 2つの池が存在していた。現在別所の「ふれあいプラザ」と県営

住宅の周辺である。このような規模と湯浅湾を一望する高台という場所から考え、墳丘には

当時この地方に君臨する有力な豪族が葬られていたものと考えられ、6 世紀前後には、既に

この近辺で人々が定住し、ムラと言えるコミュニティが形成されていたことを裏付けるもの

である。 

昭和 2年頃の忠魂碑 

出土した石棺 



 第 1 章 湯浅町の歴史的風致形成の背景  

26 

 

2)飛鳥・奈良時代 
飛鳥・奈良時代には、現在の湯浅の市街地の大部分は入江や潟で、歩行も困難な状態であ

ったと考えられている。そのため大和の都と南紀方面との往還などの途中には海路も利用さ

れた。この古代の道は、現代では地形も変わり確認す

るものは容易ではないが、海南市藤白峠より加茂
か も

谷
だに

に

下り、さらに蕪坂
かぶらざか

を越えて有田市宮原に出て、有田川

を渡って糸
いと

我
が

より鹿打坂
ししうちざか

を経て栖原
す は ら

海岸に到着する。 

鹿打坂の道は、斉
さい

明
めい

天皇・中大兄皇子それに有間皇

子、さらには持
じ

統
とう

天皇・文武
も ん む

両帝が牟婁
む ろ

の湯（白浜温

泉）に行かれた際、往還に利用された道である。時代

的には、斉明天皇と中大兄皇子の親子は西暦658年で、

この年の 11 月、有間皇子は謀反の疑いで、湯治中の

天皇と中大兄皇子に牟婁の湯まで呼び出され、帰り藤白（海南市藤白）で絞首されている。

享年 19 歳であった。飛鳥時代の宮廷の皇位継承で骨肉相食む葛藤や権力闘争、そこから起

こる悲劇を秘めた古道でもある。持統天皇は 690 年と大宝元年（701）の 2 度、牟婁の湯に

行幸されており、この旅の様子を詠んだ歌が『万葉集』に選出され、当時の湯浅付近の様子

を偲ぶことができる。 

紀の国の むかし猟夫
さつを

の 鳴り矢もち 鹿
か

とりなびけし 坂の上にぞある 

この歌は「ここはその昔、紀の国の猟師が、鏑
かぶら

矢
や

をもって鹿を捕えたという。その坂の

上に、今私は立っている」という内容で、持統・文武天皇の旅の従者が土地に残る武勇伝を

詠んだもので、坂の上とは鹿打坂のことと想像され、

何か「鹿打坂」の名の由来も偲ばれる。鹿打坂の峠に

は江戸時代の「役
えんの

行者
ぎょうじゃ

」の石仏が祀られている。昭

和初期までこの道は栖原と糸我や宮原を結ぶ生活道

路として利用されたのである。峠から東光山
とうこうさん

の中腹を

縫うように、ゆるやかな起伏の道が続く。昭和 20 年

頃、その路傍
ろ ぼ う

より奈良時代の通貨「和同開珎
わどうかいちん

」11 個

が発掘されている。古道の証のような出土である。

「和同開珎」は、和銅元年（708）に造幣された貨幣

で、当時の都では流通していたが、地方では未だ使用されておらず、都人が旅の安全を祈願

して埋蔵したものと考察している。1 枚 1 枚が貝殻に入れられていたため、保存状態が誠に

良好で、飛鳥・奈良時代を偲ばす貴重な貨幣でもある。 
鹿打坂は、やがて栖原に降って海岸に出る。現代の栖原の浜、当時は白上山（白神山）の

麓の海岸を「白神の磯」と呼称した。そしてこの海辺より船に乗って人々は由良に向かった。 

由良の崎 潮干
ひ

にけらし 白神の磯の浦廻
うらみ

を あへて漕ぐなり 

「由良の崎は干潮であろうか、それでも白神磯をあえて船出し、力いっぱい漕いでゆく」

と詠う。これは大宝元年（701）持統・文武両帝の行幸に供をした者の歌で、万葉集に収め

られている。盆地に住む都人にとって、海は憧れであり、そこに漕ぎだす喜びは一入
ひとしお

で、こ

鹿打坂で出土した和同開珎（個人蔵） 

栖原より見た鹿打坂 
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の歌にも躍動感がみなぎっている。大宝

元年（701）の行幸に際し『続日本紀』

によると、持統・文武両帝は「水
すい

行
こう

」に

備えて 38 艘の船を用意させたとある。

当時、湯浅湾にこれだけの船を浮かべて

航行した姿を想うと、誠に圧巻であり、

土地の人々は驚嘆したに違いない。 
栖原を出港した船上より望むリアス

式沈降海岸は、万葉人にとって心に灼き

つく別天地の光景であったと想像する。栖原の浦を出発すると船のめぐりには毛
け

無
なし

・刈
かる

藻
も

と

岩礁のような小さな島々が近づいては遠ざかり、陸地に湾入した奥には湯浅・広・白木の白砂
はくしゃ

青松
せいしょう

が望め、やがて小富士といわれる大葉山が海に影を映し、樹林に覆われた鷹島・黒島が

視界に入る。さらに海辺には西広
にしひろ

・唐
か

尾
ろ

・衣奈
え な

の苫
とま

屋
や

が遠望でき、沖には黒潮の流れが太陽

に映える。湯浅湾を航行する古代の都人の歓喜が伝わってくるような景色である。 
 

3)平安・鎌倉時代 
湯浅の地名は、平安時代の『和名抄

わみょうしょう

』に在（有）田郡五郷の中に「温
ゆ

笠
かさ

」の古名があり、

これが「ゆあさ」に転訛したものと考えられている。天
てん

仁
にん

2 年（1109）の藤原宗忠の旅日記

の中に「登ル保津々坂、次ニ由和佐、里ヲ過ギル」とあり、鳥羽上皇の熊野詣の久安 3年（1147）

の記録に「由笠御宿」とあるが、翌年の記録には同地が「湯浅御宿」となっており、次第に

「温笠・由笠」から「湯浅」に移行していくのが判る。 
平安時代中期以降、荘園の発達につれ、現地にあ

って荘務をさばき、貢
こう

納
のう

を運上する有力者が各地に

現れてくるが、有田地方では土地名を姓とした「湯

浅氏」が勃興してくる。平安時代末期に湯浅宗重は

湯浅城を築城して本拠地の守りを固め、その勢力を

広く紀北地方にまで伸ばしていった。朝廷・貴族の

熊野三山（熊野本宮大社、熊野速玉大社、熊野那智

大社）に対する信仰が厚くなり、熊野往還の交通の

要衝、物資流通の拠点として湯浅が重要視されると、

紀伊に入ってから田辺までの警備を湯浅氏が引き受

けた。湯浅氏は平家から重んぜられ、後に鎌倉幕府

の有力な御家人となった。京都の治安維持を担った

ため京都との交流が多く、京の文化や言葉が湯浅付

近に定着するようになったといわれる。別所の勝楽

寺に継承されている重要文化財の仏像群は、京の影

響を受けた湯浅に高い水準の文化が花開いていたこ

とを証明している。 

飛鳥・奈良時代には湿地帯や入江の多かった湯浅

付近は、10 世紀頃より陸地の隆起や広川・山田川の

白上山より湯浅湾を望む 

勝楽寺の仏像群 

湯浅城跡 
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堆積作用、それに海岸寄りの一部は西北の卓越風と波浪によって押し寄

せられた砂礫で砂浜や平地となり、通行が容易となる。有田市糸我の沖

集落から鹿打峠の東に位置する糸我峠を越えて吉川に降り、方津
ほ う づ

戸
と

峠を

南進して湯浅に入り、そこからさらに鹿
しし

ケ
が

瀬
せ

峠を越えて日高へと向かう

道が利用されるようになった。熊野参詣において「紀伊
き い

路
じ

」と呼ばれる

経路である。藤原
ふじわら

定家
さだいえ

の日記『名月記』の建仁元年（1201）『熊野
く ま の

御幸記
ご こ う き

』

などには糸我峠、方津戸峠のほか、熊野九十九
く じ ゅ う く

王子
お う じ

に数えられる逆川
さかがわ

王

子と久米崎
く め さ き

王子の二つの王子社の名が見え、一行が滞在する行
あん

在所
ざいしょ

が湯

浅に置かれている。現在の深専寺辺りや、御茶
お ち ゃ

殿
と

と呼ばれる場所に設け

られたと考えられている。他にも熊野古道には夜泣松、道六
どうろく

路
ろ

など逸話

や伝承が残る場所がある。 

また、鎌倉時代には、建長元年（1249）に禅僧覚
かく

心
しん

（法
ほっ

燈
とう

国師
こ く し

）が宋

に渡り、帰国後、修行の傍ら習得した径
きん

山寺
ざ ん じ

味噌の製法を人々に伝授し

た。これが金
きん

山寺
ざ ん じ

味噌の始まりで、湯浅で盛んに作られるようになる。この金山寺味噌の製造

過程において溜まった液汁を改良して誕生したのが今日の醤油であるといわれている。 

 

4)室町・安土桃山時代 
約 150 年続いた鎌倉幕府も元寇の国難を経て衰退、遂には滅亡し、南北朝の抗争の時代へ

と入る。それと共に湯浅党武士団の統制力も弱体化し、遂に文安 4 年（1447）、後村上天皇

の皇孫、義
よし

有
あり

王
おう

を奉じた湯浅掃部
かもんの

助
すけ

らが湯浅城で戦死。辛うじて九死に一生を得た者達は全

国各地に四散し、300 年余り続いた湯浅氏による支配が終わる。 

湯浅氏滅亡前より、足利幕府により紀州の管領を命ぜられ

ていた畠山氏は高城山に高城城（広城）を築城。ところが、

大永 2 年（1522）下剋上によって畠山尚
ひさ

順
のぶ

が急襲され、日高

の湯川直光
なおみつ

によって高城城は落城する。その後、畠山氏の家

臣であった白樫氏が満願寺山に白樫城を築いて湯浅を統治し

た。白樫氏は天正 12 年（1584）羽柴（豊臣）秀吉の起請文を

得て秀吉に内応し、天正 13 年（1585）紀州南征の折、その勲

功に秀吉から五千石の知行が与えられ、以来白樫氏は豊臣氏

に仕えた。元和元年（1615）大坂城が落城し豊臣氏滅亡とと

もに白樫氏も絶えた。 

朝廷の熊野御幸は、弘安 4年（1281）の亀山上皇の参詣で終わるが、その後は武士や庶民

の参詣が多くなる。室町時代中頃より、熊野三山へは「蟻の熊野詣」と例えられる程、多く

の民衆が挙って参詣するようになる。なかでも女性の参詣者が増える。当時、女性の地位が

低く、女性禁制のところさえあった時代に注目すべきことである。熊野三山は男女の分け隔

てなく、信仰のある全ての者に救いの手を差し伸べた証しであり、そのため熊野信仰は各階

層にまで浸透していった。もともと地理的な条件に恵まれていた湯浅は、次第に陸路・海路

の交通の要衝として宿場町的な発展を遂げていく。室町時代後半頃には、海岸線の退行など

で陸地が西へ広がると参詣道も西へと移り、そこで町場が発達した。天正年間（1573～1593）

には海辺に町場が切り開かれ、寺院も多く建立されて中町や濱町など市街地が拡大していっ

法燈国師像 

白樫左衛門尉像 
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た。 

慶長 5年（1600）、紀州には浅野幸長
よしなが

が入国し、領

内の田畑の検地を実施する。検地帳には「湯浅庄町」

と記され、町場として成立していたことがわかる。

また、慶長 6年（1601）には、深専寺の第 8世住職有伝
う で ん

上人により湯浅の南を流れる広川の流路が改修され

て北寄りに変更されるとともに、その河口に現在の

弁財天堀が築造され、別所の弁天山より弁財天神社

が勧請されている。 
産業の方でも漁業や醤油の醸造が盛んとなり、江

戸時代に開花する礎が出来た時代である。 
 

5)江戸時代 
元和 5 年（1619）、徳川家康の第十子、徳川頼宣

よりのぶ

が紀州徳川初代藩主となる。政治組織の

改革が行われ、郡には郡奉行、御代官を置いて地方の行政に当らせ、その配下に大庄屋、杖突
つえつき

、

庄屋、肝煎
きもいり

などがあって各組各村の行政事務を処理させた。従来の荘制を廃止して組制とし、

一組の行政区域は数荘を併せてその規模を大きくした。湯浅組は、もと湯浅荘の湯浅、別所、

青木、山田、吉川、栖原、田と、もと広荘に属した 16 ヶ村を併せた 23 ヶ村で構成された。

組には大庄屋が一人、大庄屋の下で執務する杖突一人があった。組内の各村には庄屋があり、

庄屋の下に肝煎、行司があって庄屋を補佐した。大庄屋及び庄屋の多くは村内の名族旧家か

ら選任され、人口の多い商業都市では数人の庄屋を置いた。湯浅村では地区を東西南北の４

組に分けて各組に一人の庄屋を置き、全村の事務を分担させた。村落内には、いわゆる向三

軒両隣を一組とした五人組制度をしいて相互扶助、相互監督により自治を遂行した。この頃

の湯浅は『紀伊続風土記』に「元和寛永

の頃に至りて人家千戸に及び、商買市街

をなす」と記されたように相当の市街地

に発展していた。 

頼宣入国後は、街道の整備も進められ、

紀州藩内に 38 ヶ所の伝馬所
て ん ま し ょ

を設定し、

一里塚と併せて一里松を植えた。古代か

ら続いた熊野御幸や西国巡礼の街道が

通る湯浅には道町の北に伝馬所が設け

られ、方津戸峠を南に下り西に少し進ん

だところに一里松が植えられるなど、宿

駅として陸上交通機能が発達していった。 

寛文元年（1661）、濱町の西の海岸に新しく宅地が開発され、「新屋敷
し ん や し き

」と名付けられた。

新屋敷の中心部には、海上や河川によって移出入する物品に対して課税する「口役所」が置

かれた。 

近世初頭より、畿内では綿作・菜種、それより遅れて紀州では柑橘が本格栽培されるように

なり、鰯を原料とする肥料の干
ほし

鰯
か

が大量に求められた。そのため紀州の漁民、特に加太・塩津・

弁財天堀（左）と広川（右） 

紀伊国名所図会「方寸峠眺望の図」 
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湯浅・広の漁民が鰯を求めて主に関東、

特に房総半島や三浦半島に出漁した。 

一方、鎌倉時代に起源を遡る湯浅の

醤油醸造は、安土桃山時代には大坂な

ど他国へ商品を出荷するようになって

いた。江戸時代になると紀州藩の保護

を受けてさらに隆盛し、湯浅を代表する

産業に発展した。 

また江戸時代以降は、火災や台風などによる水害、地震などの災

害の記録が残る。火災は、承応年間（1652～1654）と寛文 3年（1663）

の大火が記録されている。承応の大火の詳細は不明であるが、寛文

3 年 10 月の大火では、湯浅村の北西一帯が焼亡したと伝えられて

いる。地震と津波は、宝永 4年（1707）と安政元年（1854）の地震

とその津波による被害を受けている。安政元年（1854）の地震津波

の後、安政 3年（1856）に、宝永・安政の津波の惨状を後世に伝え

戒めるため、市街地中心部にある深専寺の惣門横に「大地震津波心

得之記碑」が建てられた。 

 
6)近代・現代 

明治 4 年（1871）7 月の廃藩置県によって和歌山県が

誕生し、有田郡民政局が湯浅に置かれ、同 12 年（1879）

有田郡役所となる。 

明治 21 年（1888）の市町村制公布に伴い、湯浅は別所

村、青木村、山田村の 3 ヵ村を合併して湯浅村となり、

同 29 年（1896）には町制を施行した。湯浅町は、有田郡

の行政・商業の中心地として栄え、人口は和歌山市街、

新宮市街に次ぐ県下第 3 の規模を誇った。このような地

位にあった湯浅では、明治以降、官庁施設、公共施設の

新設、交通機関の充実、産業構造の変化など、周辺地域

のなかでも近代化が進行し、それに伴い町の構造や景観

も少なからず変化し、近代の新たな町並みが形成されて

いった。明治 45 年（1912）に山家
や ま が

町
まち

の道路を拡幅改修し

て「大宮通り」と改称し、御蔵
お く ら

町
まち

の拡幅にも取組む。大

正 5年（1915）の有田鉄道（湯浅～金屋口 6.2 ㎞）の開

通と同時に、この大宮通りの現湯浅簡易裁判所の位置に

「湯浅駅」が開業、御蔵町の海岸に着く汽船に乗船する

人々は、湯浅の市街を往還するように計画した。湯浅港

は、明治 20 年代より有田唯一の定期航路の出入港であ

った。大仙堀の上には貨物輸送のみの「海岸駅」も置か

れた。鉄道の敷設と駅の設置の際に山田
や ま だ

川
がわ

沿いが整備さ

大地震津波心得之記碑 

有田郡名勝豪商案内記〈醤油製造所 大浦傳蔵〉 

有田郡役所及び有田郡会議事堂 

大宮通り拡幅工事 

湯浅広港の乗降場所
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れ、大仙堀の一部が埋め立てられた。 

昭和 2年（1927）には、国鉄紀勢線が「紀伊湯浅駅」

まで開通する。国鉄が整備されると、主要輸送手段は

海運から陸運に移り、湯浅港を利用する船舶は次第に

減少していった。町の構造も、国鉄開通の影響を少な

からず受けた。紀伊湯浅駅周辺は、もともと低平部は、

水田、台地とその斜面は畑地であったが、国鉄の敷設

に伴い駅周辺の開発が進み、徐々に市街地が駅周辺

に広がり、駅周辺から南部にかけて、飲食店や旅館、

さらには新しい花街まで出来て賑わった。駅の出現が

市街地を東南部へと伸張させた。 

戦災による被害をほとんど受けなかった湯浅町で

は、戦後も既存の町を継承しながら変化を遂げていき、

昭和 31 年（1956）には、田村、栖原村、吉川村の旧 3

村から成る田栖川村を加え、現在の行政区域の基礎が

確立、昭和 36 年（1961）に中町にあった役場が、湯

浅駅に近い有田地方事務所跡に移転した。昭和 35 年

（1960）には車社会に対応して市街地の東に国道 42 号線が開通し、昭和 40～50 年代にかけて

新たに海浜が埋め立てられて宅地化されるなど、湯浅は町の新しい機能を郊外に拡充すること

で近代化を果たしていった。また、昭和 59 年（1984）には、海南－吉備間に海南湯浅道路が、

平成 6年（1994）に吉備－広川間の湯浅御坊道路が建設されて、湯浅インターチェンジが置か

れ、全国の高速道路網と直結することとなった。 

平成 18 年（2006）、湯浅の古くからの市街地にあ

る醤油醸造を中心に栄えた歴史的な町並みが、重要

伝統的建造物群保存地区に選定され、歴史文化を活

かしたまちづくりの取組みが進められている。また、

平成 23 年（2011）には町内の小中学校の校舎の建替

えや耐震化を完了させ、平成 27 年（2015）には、津

波浸水想定区域内にあった役場庁舎と消防組合本部

を青木の高台に移転し、安心・安全のまちづくりを推

進している。 

有田鉄道 湯浅駅 

国鉄 紀伊湯浅駅（現ＪＲ湯浅駅） 

湯浅町役場庁舎 
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7)湯浅とゆかりの深い人々 

①湯浅宗
むね

重
しげ

（1118～1195） 

姓は藤原、その住地湯浅をもって氏とし、湯浅権守
ごんのかみ

と

称した。 

宗重は平安時代の末から鎌倉時代にかけて活躍した、

紀伊における有力な在地武士である。初めて史上に名の

現れたのは、平治の乱の時である。平治物語によると、

平治元年（1159）12 月、平清盛熊野参詣の途中、藤原信

頼・源義朝ら京都で兵を挙げたとの報を得て、にわかに

都に引き返すことになり、湯浅宗重らの警護によって

京都に入り、敵軍を破ることができた。 

永暦元年（1160）9 月、清盛が後白河上皇の院宣をうけたまわって、比叡山の堂衆を攻め

るに当り、「紀伊国の住人湯浅権守宗重を大将として、畿内近国の武士 3,000 余騎を相副え

て、東坂本へ差遣はす。云々」と、『源平盛衰記』に載せている。郷里湯浅での宗重は、青

木に湯浅城を構えて統治した。平氏滅亡後は源氏に与
くみ

して、その所領を完
まっと

うすることを得

た。 

 宗重はまた厚く神仏を崇信し、神社寺院の修造などをたびたび行った。顯國
けんこく

神社の勧請、

國
くに

主
し

（現國津
く に つ

）神社の修理を初めとして平野観音堂の建立、勝楽寺の保護などは、その顕著

なものである。また山城高雄
た か お

の上人浄
じょう

覚
かく

（行慈
ぎょうじ

）は宗重の子であり、栂
とがの

尾
お

の上人明恵
みょうえ

（高弁
こうべん

）

は宗重の外孫であり、鎌倉中期の教訓説話集『十訓抄
じっきんしょう

』の著者といわれる六波羅二郎入道が

宗重の孫湯浅宗業
むねなり

であることを見れば、彼の一族中には高僧学者があり、中央文化とも深い

交わりを持ったことが偲ばれる。 

 

②明恵房
みょうえぼう

高弁
こうべん

（1173～1232） 

鎌倉前期の僧。8歳の時、湯浅宗重の娘である母を失い、父平

重国もこの年源平の戦いにより関東で戦死する。その後、京都神
じん

護寺
ご じ

に入り文
もん

覚
がく

を師とし、また叔父上覚についても学ぶ。明恵は

当時の名利だけを求める風潮を嫌って、23 歳で湯浅に戻り、山

中で一人修養と研鑽につとめた。栖原西白上峯に入り、さらに東

白上峯に草庵を建てて修行に励んだ。その修行は誠に厳しいもの

で、一切の俗念を払拭しようとして右耳を削ぎ落とした。後に後

鳥羽院より土地を賜り、京都・高山寺を復興させる。建礼門院を

はじめ朝廷や貴族階級から庶民に至るまで、多くの人々が人柄

と教えに帰依した。仏師運慶、快慶らもその教えに傾倒した。

執権北条泰時は、貞永式目の制定にあたり、明恵の思想を支柱にしたといわれる。 

明恵は、高山寺の山内で栄西が宋より持ち帰った茶を植え育て、これが宇治をはじめ全国

に茶の栽培と文化を広めるきっかけとなった。また明恵は和歌にも長じ、「月の歌人」とい

う優美な異名をとった。 

寛喜 3年（1231）郷里の施無畏寺
せ む い じ

の落慶式に京都より下向し、翌年高山寺で寂した。 

明恵上人坐像（高山寺蔵） 

湯浅城跡 
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③栖原角兵衛 

栖原家の本姓は北村。当主は代々「角兵衛」と称し、初代（1601

～1673）は房総の漁場を開拓し、さらに 5代（1731～1793）は蝦夷
え ぞ

（北

海道）の漁場を開き、6代（1753～1817）は樺
から

太
ふと

と宗
そう

谷
や

間の定期航路

を開設、その後 10 代（1836～1918）までの角兵衛は樺太、千島まで

漁場を広げた。また函館付近の上山村
かみやまむら

の開墾、江差
え さ し

の接続地に新しい

町を開く。そのほかロシアへの防備にも努めた。江戸時代より明治初

期にかけ北海道開拓の中心となって活躍し、郷里が天災や飢饉の時は

救済金を各村に配り慈善事業にも尽くした。 

 

④須原屋
す は ら や

茂
も

兵衛
へ え

 

本姓は北圃
きたばたけ

（畠）氏。万治年間（1658～60）初代が栖原より出でて江

戸に書籍出版業を開く。4代茂兵衛恪
らく

斉
さい

（1731～82）の代、江戸日本橋に

本店を持ち、江戸市中に 11 の分店を開き江戸の書籍出版の 3割を須原屋

で占めた。分店の一つ須原屋市兵衛店から杉田玄白の『解体新書』が出

版される。玄白自身「禁止令を犯せしと罪をこうむるべきも知れず」と

後の『蘭学事始』に書く程恐れたが、本店店主茂兵衛恪斉の決断で出版

された。そこには出版業者としての使命感と信念があったからだといわ

れる。恪斉は江戸と紀州と一年ごとの生活であったが、紀州在国中は熊

野に足を運び、熊野を全国に知らせる『熊野遊記』を著した。 

 

 

⑤鎌田
か ま だ

一
いっ

窓
そう

（1721～1804） 

湯浅道町の出身の一窓は、幼い頃京都に移り、医学を学んで本業

とした。その傍ら清新な学問であった心学に傾倒して石田梅岩
ばいがん

に学

び、梅岩亡き後は旧宅の学舎を預かり監督し、心学の興隆に努めた。

湯浅に「有信舎
ゆうしんしゃ

」を設立した。その人柄と所説が人々に深く敬慕さ

れた。 

 

 

⑥紀伊国屋
き の く に や

文
ぶん

左
ざ

衛門
え も ん

（生没年不詳） 

江戸中期の豪商。江戸で材木商を営み、元禄 11 年（1698）上野

寛永寺根本中堂の造営に際し、その用材の調達を一手に請負い巨

利を得たという。この時の豪遊の数々が逸話として伝えられる。

宝永 5 年（1708）、10 文銭の鋳造を請負い大きな損失を受け、以

後材木商も廃業する。異説として富商になったのは父で、放蕩し

たのは息子という 2 代目説もあるが定かでない。暴風雨をついて

紀州みかんを江戸に船送した話など、彼の履歴に関する伝説も多
紀伊国屋文左衛門之碑 

（別所・勝楽寺境内） 

鎌田一窓の墓碑 

（湯浅町福蔵寺墓地）

栖原角兵衛（10 代目） 

解体新書 
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い。文左衛門は俳句を好み、その 2人の子も俳句をよくし、別所千江、別所千泉と号したの

で、文左衛門も「別所」が本姓で、湯浅の別所が生誕地という説が強い。上山柑翁の『実伝

―紀伊国屋文左衛門』もその説によって書かれている。湯浅町別所の勝楽寺境内に「紀伊国

屋文左衛門生誕の碑」が、松下幸之助・野村吉之助らによって建立されている。 

 

 

⑦菊池
き く ち

海
かい

荘
そう

（1799～1881） 

江戸後期の志士、儒者。寛政 11 年（1799）有田郡栖原村（現、

湯浅町）垣内
かきうち

淡
たん

斎
さい

の二男として生まれる。名は保
やす

定
さだ

、字は士固
し こ つ

、

通称孫
まご

輔
すけ

、渓
けい

琴
きん

と号したが、のち海荘と改めた。家姓は垣内と

称したが、海荘の時になって菊池と改めた。父は江戸で最も売

上高の多い砂糖商を営んでいた。 

海荘は 13 歳の時、父に従って江戸に行き、撃剣槍術を習い、

大窪天民について詩を修めたが、父の死後は家業を顧みず、大

原重徳
しげとみ

、頼
らい

山陽
さんよう

、斎藤拙堂
せつどう

、広瀬旭
ぎょく

荘
そう

、藤田東湖
と う こ

、佐久間象山
しょうざん

らの諸人士と交際した。天保 7年（1836）天下飢饉に際し、海

荘は大坂の大塩平八郎と奔走し、救済策を建議したが容れられ

なかった。そこで私財を投じて郷里の栖原坂と田村坂の切り下

げ工事を行い、由良港を開拓するなどの公共事業を実施して細民救済の一助としたので、藩

公から賞された。 

嘉永 3 年（1850）には異国船のわが国を窺うのに危機感を持ち、『海防建議』を上書して

海防の急を藩主に建策した。やがて有田、日高両郡の文武総裁に任命された。よって両郡沿

岸の村から 3,000 の壮丁を集めて訓練を始め、また嘉永 6年（1853）には野砲 3門とテレゲ

ンホイッツル砲 1門を自己負担で鋳造し、砲身に「報国忠義」の 4文字を刻み、有田郡の沿

岸に配置して事態の急変に備えたが、このため先代の残した巨財をほとんど使い果たしたと

いう。文久 3年（1863）に勝
かつ

安房
あ わ の

守
かみ

（勝海舟）や松平春嶽
しゅんがく

、小笠原長行
ながみち

ら幕府首脳が加太
か だ

友

ヶ島（現、和歌山市）を巡視の際、海荘や広村出身の濱口梧
は ま ぐ ち ご

陵
りょう

らを招き、時勢についての

意見を求めた。これに対して種々建策したので、海荘の名が天下に知られるようになった。 

明治 2年（1869）2 月、有田民政局副知局事を命ぜられ、農兵制度の実施、郷学所の設置、

養蚕製茶の奨励など、治績
ち せ き

大いに上がろうとしたが、既に 70 歳を越えていたので同年 8 月

職を辞した。明治 7年（1874）、積年の功に報いるため、銀
ぎん

盃
ぱい

と金 200 円を下賜
か し

された。 

明治 14 年（1881）1 月、東京で歿
ぼっ

した。享年 83 歳。湯浅町施無畏寺境内に「菊池海荘碑」

がある。 

著書が多く、国政、海防に関するものに随筆などを加えると 30 種に上る。 

 

 

菊池海荘肖像 
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⑧西森忠兵衛（1814～1881） 

忠兵衛は文化 11 年（1814）石屋幸右衛門の長男と

して湯浅に生まれた。石工としてその彫刻の技術は広

く郷党に知られていた。紀州藩が名勝地和歌の浦に

不老
ふ ろ う

橋
ばし

を建設するにあたって、諸方に石工を求めたが、

喜んでこれに応ずる者がなかったので、ひとり忠兵衛

は藩命を奉じて、この架橋工事に当り、ついにその完

成を遂行して、文化大名といわれた 10 代藩主徳川

治宝
はるとみ

より特にその功労を賞せられ、短刀を賜った。こ

れによって石屋忠兵衛の名声は一時に高くなった。も

とより不老橋の工事は、同業者羨望の中で進められた

だけに、業者の怨恨を買い、暗殺されんとしたことがあったという。現存の不老橋には忠兵

衛苦心の跡を止めた彫刻が、風雨にさらされながらも、華麗であった昔時の面影を残してい

る。また同橋の設計模型図は、今日なお西森家に保存されている。 

ひらがな碑文として、郡内では珍しい深専寺門前の大地震津波心得之記碑も、また忠兵衛

の刀刻になるものである。明治 11 年（1881）11 月 28 日湯浅で病死、享年 68 歳。福蔵寺墓

地に葬った。 

 

 

⑨石田冷
れい

雲
うん

（1822～1885） 

石田冷雲名は果、字を碩宗
せきしゅう

、法諱
ほ う い

を通
つう

玄
げん

（あるいは通元）と言った。冷雲はその号である。

栖原極楽寺第 13 世の住職である。文政 5年（1822）栖原に生まれた。少年期は野呂松廬
しょうろ

の槃
はん

潤
じゅん

塾
じゅく

に入って、漢籍を 5 年間学ぶ。松廬が大志を抱いて京都に去った後、冷雲もまた京都

に出て、本願寺の学林に入り、宗典を研究する。後帰って極楽寺に私塾を開いて、郷里の子

弟を教導した。塾は初め就
しゅう

正塾
せいじゅく

と云ったが、明治になって敬業社
けいぎょうしゃ

と改称した。有田郡内の

青少年は無論のこと、他郡からも栖原に遊学する者が少なくなかった。 

後年開港攘夷両論の騒がしかった幕末には、京都に出て、浪士

横行のちまたに、梅田雲
うん

浜
ぴん

・横井小楠
しょうなん

・佐久間象山らの志士と交

わりを結び、朝廷要路の公
く

卿
ぎょう

を歴訪して、海防について建策した

ことなどを考え合わすと、冷雲は僧服でカモフラージュされた憂

国の志士であったとも考えられる。冷雲が海荘とともに、京都で

国事に奔走していた間に、御所に参殿を許されたこともあったと

いう。 

詩人としての冷雲は梁川
やながわ

星
せい

厳
がん

・仁科
に し な

白谷
はっこく

・中島棕隠
なかじまそういん

・広瀬旭荘

らと交わった。明治 2 年（1869）本願寺に召されて、その後真宗

大教校の教授に就いたが、明治 18 年（1885）執務中に急逝した。 

 

和歌浦不老橋（和歌山市和歌浦） 

至誠院冷雲碑（極楽寺）
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44..文文化化財財のの現現状状とと特特性性  
1)指定文化財 

湯浅町の指定文化財は、平成 27 年（2015）4 月 1日現在で、国指定等 13 件、県指定 18 件、

町指定 46 件となっている。 

 

指定等文化財件数表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）国指定等文化財 
国指定文化財は、美術工芸品 7 件、史跡 1 件がある。

美術工芸品のうち彫刻 5件は、全て別所にある勝楽寺が

継承している仏像である。本尊の「木造阿弥陀如来坐像」

は、衣を偏袒
へんたん

右肩に着し、腹前で定印を結び右足を外に

結跏趺
け っ か ふ

坐
ざ

する阿弥陀如来で、檜
ひのき

の寄
よせ

木造
ぎづくり

、彫
ちょう

眼
がん

、布貼

り下地、漆
しっ

箔
ぱく

仕上げとする。丈六
じょうろく

という大作にもかわ

らず、これを破綻なくまとめあげた仏師の力量は賞され

るが、定 朝
じょうちょう

様
よう

の類型化があらわれており、制作は 12

世紀の末期と考えられる。「木造地蔵菩薩坐像」は丈六

の坐像で、県下で最も大きい地蔵尊である。檜材、寄木

造、彫眼の像である。現状では木肌を露出しているが、

彩色下地は古く、もとは彩色像と思われる。波打つよう

な髪際線をはっきりと刻み出し、眉目
び も く

や口唇
こうしん

の彫りも強

木造阿弥陀如来坐像 

県 町

分　類 指定 選定 登録 指定 指定

4 4 10 18

彫刻 5 2 6 13

絵画 1 1

書跡 1 1

典籍 1 5 6

歴史資料 1 2 3

工芸品 2 2

古文書 2 2 1 5

考古資料 3 3

0

14 14

1 1 2

1 6 1 8

0

0

0

1 1

0

8 1 4 18 46 77

文化的景観

重要伝統的建造物群保存地区

保存技術

計

無形文化財

民俗文化財
有形民俗

無形民俗

記念物

史跡

名勝

天然記念物

種　　別 国
計

細　別

有形文化財

建造物

美
術
工
芸
品
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く深い。その表情にはいわゆる地蔵顔にはほど遠い男性的な

厳しさがあり、肩や胸の肉付けも豊かに、堂々たる風格をそ

なえている。制作は鎌倉時代前半とみられる。「木造釈迦如

来坐像」は檜の寄木造、漆箔仕上げ、彫眼、白毫
びゃくごう

に水晶を

はめる。均整のよくとれた像で、肉身部は適度な量感と張り

をもち、衣文は比較的簡略化の傾向をみせている。鎌倉時代

前期の南都系の名のある仏師の手になるものと思われる。

「木造薬師如来坐像」は、一木割矧造
いちぼくわりはぎづくり

、彫眼、漆箔仕上げ

の像である。四天王像に次いで古く、作風は表現や胴長の姿

態に古様を残しながら、浅く流れるような曲線を描いてたた

まれる衣文に定朝様の影響があらわれている。「木造四天王

立像（持国天・増長天・広目天・多聞天）」は各 1メートル

前後の小品であるが、当寺に現存する仏像の中で最も古く、

11 世紀前半とみられる。4躯
く

のうち、広目天像は、頭部を体部に矧
はぎ

付
つ

けており、他の 3 躯は、

頭・体一材である。4 躯ともに体幹部の柱状性があきらかで、細部の彫りも低平化が目立つこ

とから古様を残した平安後期の作例と考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

古文書 2 件は、栖原にある施無畏

寺が所蔵する。「紙本
し ほ ん

墨
ぼく

書
しょ

置
おき

文
ぶみ

」1

巻は、寛喜 3年（1231）、湯浅庄内巣
す

原
はら

（栖原）村地頭湯浅景基
かげもと

が、明恵

閑居の遺跡である白上峰の麓に寺を

建立、施無畏寺と名付けて明恵に進

めたときの寄進状である。景基は明

恵から外題と裏花押を受け、湯浅一

族に連署を求め、本願を改めること

のないよう誓約させている。この文

木造四天王立像（左から持国天・増長天・多聞天・広目天） 

木造地蔵菩薩坐像 

紙本墨書置文 
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東白上遺跡 

書から明恵が入寂の前年病をおして一

族のため故郷に向かったことがわかる。

また、明恵の親族であり後援者であっ

た湯浅党の全貌を連署から知ることが

できる。施無畏寺建立の翌年の貞永元

年（1232）に明恵はこの世を去り、施

無畏寺には湯浅景基の弟慈眼房
じ げ ん ぼ う

幸応
こうおう

が

住持として入っていた。天福元年

（1233）、幸応は明恵の高弟高信
こうしん

に高

信が刻んだ「先師之真影」を施入され

んことを請うた。高信はそれに答えて、自刻真影とともに「三部華厳経各一部」、明恵が加持

に用いた「光明真言加持土砂一箱」、明恵制作の「光明真言具書一合」を施無畏寺に施入した。

「紙本墨書施入状
しほんぼくしょせにゅうじょう

」1 巻はこれらの品に副
そ

えられた施入状である。 

 

 

史跡は「明恵紀州遺跡
みょうえきしゅういせき

率
そ

都
と

婆
ば

」が指定されている。明恵の没後嘉禎 2年（1236）に、弟子の

喜
き

海
かい

等がその遺徳を偲んで、明恵が修行した草庵の跡 7ヶ所と生誕地に木製の卒都婆
そ と ば

を建立し

た。康永 3年（1345）に弁迂
べ ん う

が一族を勧進して、石造の卒都婆に改めた。湯浅には西白上・東

白上遺跡があり、建久 6年（1195）明恵が最初に草庵を結び修行の場としたところである。約

30 年後の寛喜 3年（1231）この地の地頭湯浅景基が、白上峰の麓に寺を建立し明恵に寄進した。

これが施無畏寺である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国選定の文化財は、重要伝統的建造物群保存地区が 1 件ある。平成 18 年（2006）8 月 18 日

に本町が地区決定した「湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区」は、平成 18 年（2006）12 月 19

日に重要伝統的建造物群保存地区に選定された。湯浅の旧市街地の北西部に位置し、東西約 400

ｍ、南北約 280ｍ、面積にして約 6.3 ヘクタールに及ぶ。16 世紀末期頃に開発されたといわれ

る北町
きたまち

、鍛冶
か じ や

町
まち

、中町
なかまち

、濱
はま

町
まち

を中心とする醤油醸造業が最も盛んであった一帯にあって、「通

り」と「小路
しょうじ

」で面的に広がる特徴的な地割と、醸造業関連の町家や土蔵を代表とする近世か

ら近代にかけての伝統的な建造物がよく残されている地区である。地区内にある伝統的な建物

西白上遺跡 

紙本墨書施入状 
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の敷地は、一般的に間口に対して奥行きが深く、敷地正面に主屋
お も や

が建ち、庭を介して離れや土

蔵などの付属屋
ふ ぞ く や

が配置される。主屋の基本形式は切妻造平入
きりづまづくりひらいり

で瓦葺
かわらぶき

とする。古いものは建ち

の低いつし二階で、大壁
おおかべ

漆喰
しっくい

塗
ぬり

の 2 階には虫
むし

籠
こ

窓
まど

が開けられ、1 階には片引大戸や格子などの

建具がたてられる。屋根は本瓦葺の伝統が大正時代頃まで残る。また、軒下の仕上げや袖壁
そでかべ

、

庇に下げられる幕板
まくいた

など、建築年代等による伝統的な細部の意匠が数多く見られる。平成 27

年（2015）4 月 1日現在、湯浅の伝統的建造物群の諸特性を有し、築 50 年以上経過した伝統的

建造物（建築物）は 133 棟で、町家など主屋のほか、土蔵、付属屋、寺院、神社、浴場などが

あり、また、醤油積出港として賑わった大仙堀や石積などの工作物 51 件、樹木や前栽などの

環境物件 5件が一体となって湯浅独特の歴史的景観を形成している。 
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 湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区の範囲と伝統的建造物（建築物・工作物）環境物件の位置 

北町通りの町並み 大仙堀 
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国登録有形文化財は、「湯浅小学校講堂」と、「栖原角兵衛屋敷主屋、土蔵、土塀」がある。 

湯浅小学校講堂の建築は、大規模な講堂の建築を要望した児童生徒や地域住民による「一銭

貯金」から始まり、昭和 11 年（1936）に完成した。建築面積 978 平方メートルの講堂は、当

時の県内の小学校では最も大きな規模であった。鉄骨造平屋建、切妻造の大屋根は瓦葺で、正

面の玄関には三連アーチのポーチを設ける。左右の側面は柱型を見せた横板張に出目地を走ら

せ、上部は平坦なモルタル塗りとする。凹凸のあるリズミカルな側面と荘重な正面の対比で特

徴的な外観を見せる。講堂は、学校施設以外

にも地方の公会堂や劇場的な役目を担った

時期もあり、昭和 20 年代後半から 30 年代に

は、青年団の演劇や楽団演奏、ダンス場、の

ど自慢、また、ボクシングや大相撲、歌謡シ

ョーの興行にも使用された。何度かの修繕や

補修を経て、平成 21 年（2009）度には耐震

補強工事も施された。昭和初期の学校建築の

特徴を伝えながら、現在も現役の小学校講堂

として機能している。 

栖原角兵衛屋敷の栖原家の当主は、代々角兵衛と称した。初代は房総の漁場を開拓し、さら

に 5 代目は蝦夷（北海道）の漁場を開き、6 代目は樺太と北海道・宗谷間の定期航路を開くな

ど歴代が日本北洋漁業の発展に貢献した。その間の本宅は常に栖原にあり、現在は、敷地面積

約 660 坪に主屋、土蔵などが残る。主屋は、棟札より寛政 9年（1797）の建築である。切妻造

本瓦葺つし二階建て、桁行 5 間、梁間 5.5 間の規模で、主屋正面には下屋庇が付き、1 階を黒

漆喰塗りの真壁、2 階を白漆喰塗りの大壁とする。平面は、向かって右手を通り土間とし、式

台付きの玄関、中の間、背面に突き出した炊事場と並ぶ。西側には棟を落とした片側入母屋造
いりもやづくり

の座敷が張り出している。 

土蔵は、主屋東側に建ち、切妻造平入本瓦

葺で、桁行方向 7.43m、梁間方向 5.43m の規

模である。年代は、江戸期のものと思われる。

土塀は､敷地南側及び西側に総延長約 42ｍ

が残る。本瓦葺きの土塀の一部には、一段高

い虫籠窓付き土塀が残る。年代は、主屋と同

時期のものと思われる。 

 

 

湯浅小学校講堂 

栖原角兵衛屋敷主屋・土塀 
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（２）県指定文化財 
県指定文化財には、建造物 4件、美術工芸品 7件、史跡 6件、無形民俗文化財 1件がある。

建造物は施無畏寺と、深専寺
じ ん せ ん じ

の本堂等が指定されている。「施無畏寺本堂、施無畏寺開山堂、

施無畏寺鐘楼、施無畏寺鎮守社」の建物は、17 世紀から 18 世紀にかけ再建された一連のも

ので、それぞれ趣の異なる様式

と特徴をもち、小規模ながらす

ぐれた建築群を構成している。

本堂は三間
さんげん

四方入母屋造の一

般的な建物であるが、内部は変

化に富んでいる。 貞
じょう

享
きょう

3 年

（1686）の棟礼がある。開山堂

も三間四方の建物であるが、本

堂とは異なり屋根は宝 形 造
ほうぎょうづくり

、

柱も角柱で簡素な建物である。

明暦
めいれき

元年（1655）の棟礼がある。鐘楼は方一間の一般的なもので、鬼瓦に正徳 3年（1713）

の刻銘がある。鎮守社は覆屋
おおいや

に収められた向
むこう

唐
から

破風
は ふ

付の春日造
かすがづくり

社殿で、建立は 18 世紀と見

られ、手の込んだ架構や彫刻などに見所がある。また、室町時代初期の「石造宝篋印塔
せきぞうほうきょういんとう

」1

基は、全体が砂岩で造られ、総高 2.4 メートル余りで、相
そう

輪
りん

・笠
かさ

石
いし

・軸部・台座ともほぼ完

存している。台座の正面には勧進者
かんじんしゃ

と思われる名が、裏面には観応
かんのう

2 年（1351）の造立銘が

刻まれている。 

深専寺の県指定建造物は、「深専寺本堂」と「深専寺惣門、深専寺庫裡
く り

及び玄関、深専寺書

院」である。当寺は行基
ぎょうき

の開基といわれ、寛正 3年（1462）に明秀上人が再興して深専寺と改

称した。近世初頭の大火の後、徳川氏の寄進で堂宇が再建された。本堂の建立年代は棟札から

寛文 3年（1663）である。惣門は桁行 3.6 メートル、梁間 3.0 メートルの木造四脚門
しきゃくもん

で南面し

て建ち、左右に脇門を備える。瓦銘により元文
げんぶん

2 年（1737）の建立が知られる。庫裡は南面す

る本堂の東に妻を見せて建ち、両者を繋ぐ渡り廊下の前面に唐破風造の玄関を設ける。瓦銘に

よ り 文 化 4 年

（1807）の建立が

明らかで、玄関の

唐破風造の部分は

天保の頃の造営と

考えられる。庫裡

の北西に建つ書院

は「聖護院御殿」

と称し、棟札により

文政 9年（1826）の

建立であることがわかる。 

 

 

施無畏寺開山堂 施無畏寺本堂 

深専寺本堂 深専寺惣門 
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美術工芸品 7件のうち彫刻は 2件ある。青木にある興福寺
こ う ふ く じ

所蔵の

「木造阿弥陀如来坐像」は、衣を偏袒右肩に着し、上品下生
じょうぼんげしょう

の

来迎印
らいごういん

を結び、左足を外にして結跏趺坐する阿弥陀如来像で、檜材、

彫眼、彫出螺
ら

髪
ほつ

、漆箔仕上げの像である。本像の特色は、個性の強

い面相と一見すると金銅仏を思わせる硬い質感をもつ衣文の彫り

である。12 世紀の作と考えられる。 

施無畏寺の「明恵上人坐像」は、法衣を着け袈裟を掛け、念珠を

執って畳座に座す上人像である。施無畏寺には明恵の弟子高信自刻

の影像が伝わっていたはずであるが、戦乱により失われたなどの理

由で、高山寺像等を参考として制作されたものと思われる。像容に

は若々しさ、力強さがあらわれ、白上峰における修行時代を思わ

せる。像底には桃山から江戸前期の慶派の流れをくむ仏師康
やす

温
はる

の

銘がある。 

残りの 5 件は、書跡 1 件、典籍 1 件、歴史資料 1 件、古文書 2

件で、全て施無畏寺が所蔵する。古文書の一つ、「施無畏寺文書」

37 通は、施無畏寺に伝わる中世の文書群である。湯浅景基寄進状

と高信施入状は国指定となっており、他の「明恵上人遺跡卒塔婆

尊主銘注文」1 通とこれを除いた 36 通を 4 巻本にまとめた中世文

書である。寺辺の所領の支配や安堵、置文・法式など、明恵の教え

を受け継ぐ上で、この地域の中核となり、湯浅一族の菩提寺として

の機能も果たした施無畏寺の、中世における存在形態をうかがわせる貴重な史料を含んでい

る。古文書にはもう一つ「崎
さき

山家
や ま け

文書
もんじょ

」がある。書跡の「高山寺明恵上人行状」4 冊は、明恵

の誕生から入寂までを漢字と片仮名で記した編年体の伝記である。明恵に関する伝記の内でも

っとも古い形を留める。上巻は「暦応四年(1341)五月八日教誉書写」の識語が第 77 丁の糊代

にあり、下巻はそれより古く鎌倉中期の書写と思われる。別本は室町時代の副本である。粘
でっ

葉装
ちょうそう

で、上下とも同じ体裁の表紙を付けるが、時代・書写者を異にする取合い本である。両方とも

中巻を欠く。原本の作者は明恵の高弟喜海と考えられる。他に歴史資料の「紙本淡彩施無畏寺

境内絵図」と典籍の「貞元華厳経」がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施無畏寺文書 高山寺明恵上人行状 

明恵上人坐像 

木造阿弥陀如来坐像 



 第 1 章 湯浅町の歴史的風致形成の背景  

45 

史跡の「明恵上人遺跡 刈
かる

藻
も

島
じま

」は、栖原から湯浅

湾内南西約 2 キロメートル沖合にある北刈藻島と南

刈藻島である。白上で修行していた建久の末頃、明

恵は道忠と喜海をともなって、刈藻島に渡り、洞穴

に板を差し渡して草庵に擬し、西向きに釈迦像を懸

けて、5日間その前で読経・念誦の修行を行った。建

暦 3年（1213）、白崎からの帰りにも刈藻島に渡り、

島峰において宝
ほう

楼閣
ろうかく

陀羅尼
だ ら に

を誦
ず

している。国指定の

「明恵紀州遺跡率都婆」の関連遺跡として明恵上人を

知る上で貴重である。 

「大地震津波心得之記碑」は、深専寺の山門の脇に建つ石碑で、

台石と碑面は和泉砂岩を使用し、基礎と石柵は花崗岩（石柵は当

初砂岩）でつくられている。安政元年（1854）突然起こった大地

震は津波を伴い、近畿地方を中心に大災害を引き起こした。湯浅

でも被害が大きかったので、後世にこのような被害を最小限に留

めるための心得を残すべきだということで、深専寺の 26 世承空上

人の首唱で、有志が発起して安政 3年に建立したものである。 

このほかの史跡は、熊野参詣道 紀伊路に関連するものとして指

定されている「糸我峠」、「逆川王子」、「久米崎王子跡」、「勝楽寺

境内」である。熊野参詣道とは、古代より中世にかけて隆盛し、

近世以降にまで至る熊野信仰において、熊野三山への参詣のため、天皇をはじめ武士や庶民な

ど多くの者が往来した道のことである。熊野へ向かう参詣の道はいくつかあり、紀伊半島の西

岸を通る道は「紀伊路」と呼ばれる。その道中、現在の

湯浅町と有田市に跨る中山丘陵を南北に越えるのが糸我

峠で、古くからその名がみられる。逆川王子と久米崎王

子跡は熊野三山への参詣道に設けられた熊野九十九王子

の一社で、『中右記
ちゅうゆうき

』や『後鳥羽院熊野御幸記』に見られ

る。重要文化財の仏像群を所蔵する勝楽寺境内は、広川

右岸の「白
しら

潟
かた

（白方
しらかた

）」とよばれる低地を望む高台に位置

する。久米崎王子に程近く、土豪湯浅宗重と彼の子孫に

より、平安時代後期から鎌倉時代前期にかけて大規模な

堂塔
どうとう

伽藍
が ら ん

が整えられ、熊野参詣において上皇や貴族の宿

所として機能するなど重要な位置を占めていたと考えら

れている。 

無形民俗文化財の「顯國神社の三面獅子」は、湯浅の

総鎮守である顯國神社の 7 月 18 日の夏祭（若宮祭）と

10 月 18 日の秋祭（湯浅祭）の祭礼で奉納される獅子舞

である。締太鼓の音に合わせ、神の使いであるオニとワ

ニが魔物である獅子を退治する所作を演じる。 

刈藻島（北刈藻島） 

勝楽寺境内 

大地震津波心得之記碑 

顯國神社の三面獅子 
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（３）町指定文化財 
町指定文化財は、建造物 10 件、美術工芸品 20 件、史跡 1件、有形

民俗文化財 14 件のほか、民俗芸能 1件がある。町指定文化財の建造物

で最も古い年代のものは、吉川の弥勒寺
み ろ く じ

にある「石造宝篋印塔」であ

る。砂岩製で、形態は相輪、笠、塔身、基部から成り、塔身四方には

金剛界曼荼羅四方仏を表す種子が刻印されている。銘文等が存在しな

いため明確な造立年代を知ることができないが、作風から本塔の造立

年代は 13 世紀後期から 14 世紀前期の鎌倉時代後期に遡るものと推測

される。 

社寺建築では、17 世紀末から 18 世紀初期に建立された浄土真宗の

寺院が挙げられる。中町にある「本勝寺
ほんしょうじ

本堂」は、桁行 13.3 メート

ル、梁間 15.7 メートル、入母屋造、向拝
こうはい

一間、背面
はいめん

葺降
ふきおろ

し張
はり

出付
だしつき

、

本瓦葺、錣葺
しころぶき

の小規模な真宗本堂である。平面は正面にのみ広縁を設け、正面入側柱より後

方は左右とも間口を広縁
ひろえん

より約 70 センチメートル広げ、これより後方は軒周りを漆喰塗り籠

めとしている。広縁上部を化粧垂木とし虹
こう

梁
りょう

上の大瓶束
たいへいづか

で受ける方式は、下津
し も つ

の長保寺
ちょうほうじ

本堂

など県内で中世以来用いられた外陣
げ じ ん

架構の方式と通じる。内陣
ないじん

まわりに中古の改造の手が入っ

ているものの、全体的に他に例の少ない技法が用いられている。建立は、寺伝では宝永 2 年

（1705）と伝えられていたが、修理の際に本堂の鬼瓦に元禄 7年（1694）の銘があることがわ

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本勝寺と同じく中町にある「真
しん

楽寺
ら く じ

本堂」は、桁行 12.7

メートル、梁間 12.5 メートル、入母屋造、本瓦葺、錣葺

で本勝寺よりわずかに小さい真宗本堂である。過去帳によ

って元禄 16 年（1703）に入仏式を行ったことが知られ、

その頃の建立であろう。正面に広縁を設け、それより後方

は間口を広げたり、両側面では内外に腕木を出して出桁で

軒と天井部分を受けたりするなど、本勝寺と類似した技法

が用いられており、同じ大工の手によるものと考えられる。

全体的に本勝寺よりも凝った工夫が認められる。 

栖原にある「極楽寺本堂」は、桁行 19.0 メートル、梁間 14.7 メートル、寄棟造、向拝一間、

背面軒下張出付、本瓦葺の中規模の真宗本堂である。平面は三方に広縁を廻し、内部を奥行 4

間の外陣と奥行 2 間の内陣に分けている。建立は元禄 15 年（1702）で、本勝寺・真楽寺と共

通点も多いが、作風にやや差異がある。本堂の東に位置する「極楽寺表門」は、桁行 2.6 メー

石造宝篋印塔 

真楽寺本堂 

本勝寺本堂 
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トル、梁間 2.3 メートル、切妻造、本瓦葺の簡素な四脚門で、古風な蟇
かえる

又
また

など中世らしい正

統的技法である。室町時代末期のものと思われ、湯浅城北門ともいわれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

深専寺には本堂を始めとする県指定建造物のほか、町指定の建造物が４棟ある。「深専寺鐘

楼」は本堂に見合う大規模な一間鐘台で、木柄が太く、装飾を用いず簡素な建物で妻部の蟇又

のみが目立っている。棟札に正徳 4年（1714）の銘がある。「深専寺鎮守堂」は文政 7年（1824）、

「深専寺観音堂」と「深専寺地蔵堂」は嘉永年間頃（1850 年前後）の建立と考えられ、書院な

どと同じく江戸時代末期に伽藍の整備が進められたことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県指定の三面獅子が伝わる顯國神社の社殿は「一夜
い ち や

の森」と呼ばれた鎮守の森を背後に鎮

座する。「顯國神社本殿」は大型の一間
いっけん

社
しゃ

隅木入
す み き い り

春日造
かすがづくり

で、拳
こぶし

鼻
ばな

等の絵様や構造材の風食か

ら江戸中期の建築と考えられる。旧来の構造や絵
え

様
よう

をよく遺
のこ

し古式を伝える堂々たる建物であ

る。「拝殿
はいでん

」は様式と擬宝珠
ぎ ぼ う し ゅ

金具の刻銘から元文 2 年(1737)の建築であり、木太く良質で古式

を伝え、本殿構えの正面を飾るにふさわしい建物である。「祝詞
の り と

殿
でん

」は棟
むな

札
ふだ

により、明治 21 年

(1888)の建築が明らかである。これら 3棟は同時期に建立されたものではないが、一揃えの社

殿を構成する質の高い建築群である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

極楽寺本堂・表門 

深専寺鐘楼・鎮守堂・観音堂・地蔵堂 

顯國神社本殿・拝殿・祝詞殿 
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町指定されている彫刻、絵画、典籍、歴史資料、工芸品、古文書、考古資料の多くは施無畏

寺が所蔵する仏像や文書などである。「大日如来坐像」「愛染明王坐像」（彫刻）、「文殊菩薩像」

（絵画）、「五鈷
ご こ

杵
しょ

」（工芸品）など鎌倉時代のものを中心に、古くは平安時代から室町時代、

江戸時代のものまである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施無畏寺以外のものでは、「證
しょう

大寺
だ い じ

石造板碑」（考古資料）、「顯

國神社手水鉢」（彫刻）、「白樫氏関係資料」（歴史資料）がある。 

「證大寺石造板碑」は、高さ 138 センチメートル、幅 44 センチメ

ートルの砂岩質の石製板碑である。阿弥陀三尊を表す梵
ぼん

字
じ

と至徳 4

年（1387）の銘文が陰刻されており、死者の供養と建立者の極楽往

生を願って建立されたものと推測される。 

「顯國神社手水鉢」は、高さ 75 センチメートル、長さ 182 センチ

メートル、幅 92 センチメートルの石造の手水鉢で、顯國神社に備え

られている。関東上総
かずさの

国
くに

の御宿浦・天王台・六軒町・岩和田・岩船

浦に移住した漁民が故郷を思い、寛延元年（1748）に産土神である

顯國神社に寄進したもので、湯浅と房総半島との間に深い繋がりが

あった確たる証である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「白樫氏関係資料」は、室町時代末期から江戸時代最初期にかけて湯浅を統治した白樫氏に

関する資料で、深専寺に納められている「白樫左衛門尉
さえもんのじょう

像及び洛東禅林住果
らくとうぜんりんじゅうか

空
くう

賛語
さ ん ご

」と「白樫

左衛門尉位牌」である。江戸時代末期に編纂された紀伊国の地誌『紀伊
き い の

国
くに

名所
めいしょ

図会
ず え

』において、

深専寺の願主として白樫左衛門尉の肖像と賛が挿絵で紹介されている。 

顯国神社手水鉢 

證大寺石造板碑 

大日如来坐像 五鈷杵 文殊菩薩像 愛染明王坐像 
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史跡は「熊野街道道標」がある。大字湯浅字道町を通る熊野街道

沿いの四つ辻の南西に位置し、約 2.3 メートル四方の敷地に高さ 235

センチメートル、幅 30×30 センチメートルの方柱の上部に枡形を設

ける塔婆
と う ば

形の花崗岩製道標が建ち、「立石」と呼ばれている。天保 9

年（1838）に建立され、四面に東西南北の方角を示し、その下に「す

ぐ熊野道」「きみゐてら」「右いせかうや道」など巡礼地名を彫り込

んでいる。敷地の一部は「護摩壇跡」といい、京都の聖護院三宝院

門跡の熊野入峰の途中、護摩をたく行事が中世より江戸時代まで続

いた場所で、今も井戸跡が残る。 

 

民俗文化財のうち有形のものは、重要伝統的建造

物群保存地区内で現在も営業を続ける老舗醤油醸造

元の「角
かど

長
ちょう

」が所蔵する「醤油醸造用具」がある。

醤油作りではそれぞれの工程にあった専用の道具が

用いられ、江戸時代や明治時代に使われていた道具

14 点（甑
こしき

、平釜、ぶんじ、足踏式小麦割砕機、麹
もろ

蓋
ぶた

、

仕込み樽、櫂
かい

、すくい、ならし棒、締木
し め き

、三州
さんしゅう

釜
がま

、

半役
はんやく

、本かすり、平かすり）を始め、これらを含む

醤油醸造に関する道具や資料が、角長の敷地に建つ

醤油仕込み蔵を改装した「湯浅醤油職人蔵」や「醤

油資料館」に展示されている。 

民俗芸能としては、田の國津神社で毎年 10 月 15 日

の秋の大祭に奉納される「國津神社三面獅子舞」があ

る。神の使いであるオニとワニが、災厄や悪しきもの

の象徴である獅子を退治するものといわれ、オニ・ワ

ニ・獅子の三面とお多福も登場する。 

 

 

白樫氏関係資料：白樫左衛門尉像及び洛東禅林住果空賛語、白樫左衛門尉位牌 

熊野街道道標 

國津神社三面獅子舞 

醤油醸造用具（湯浅醤油職人蔵） 
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2)指定文化財以外の文化財 
指定文化財以外にも今日まで継承されてきた建造物や遺跡、民俗文化財などがある。 
 

広保山城跡 熊野参詣道で糸我峠を下り、逆川王子を過ぎるとすぐに方津戸峠（方寸
ほ う ず

峠
とうげ

）

の坂道にかかる。方津戸峠の東方は広保山といい、平安時代に湯浅権守宗重が築いた山城「広

保山城」の城跡である。別名「岩崎谷城」とも呼ばれる。頂上付近の本丸を中心に、北西部に

三段ほどの小さい曲
くる

輪
わ

の遺構が残る。麓は開墾されて畑となり、北半分は土砂採石のために削

り取られている。城として機能した期間は短いと考えられており、ここより南東の方角に築い

た湯浅城を本城とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
湯浅城跡 市街地より東方の平野部にある「青木山」に湯浅権守宗重が築いた山城跡である。

東西 300 メートル、南北 200 メートル、標高 77.6 メートルの小高い丘で、本丸に相当する曲

輪からは湯浅と広の町並みや湯浅湾が一望できる。北側は急傾斜で、本丸に当たる曲輪から東、

西、南方にのびる尾根上に付属の曲輪を配して防備

を固めている。東西の曲輪には土橋を兼ねた土塁が

渡されている。南と東の尾根筋に挟まれた谷部には、

今は竹薮になっている平坦地と枯れ池があり、第二

次大戦中は畑地として利用されていたという。湯浅

城の築城年代は明確ではないが、平安時代の終わり

頃と考えられており、康治 2 年（1143）とする説も

ある。廃城は南北朝時代で、2 世紀半の永きに亘り

湯浅一族の拠点となっていた。 

 

高城
たかしろ

城
じょう

跡（広
ひろ

城
じょう

跡） 高城城は、紀伊国守護職畠山

氏の本城である。応永 8年（1401）頃、畠山基国は南朝

の残党を鎮圧するために、湯浅と広の境にある「高城山」

に城を築いた。標高 136 メートルの西の郭
くるわ

は、丘陵突

端部の頂部と、ここより四方にのびる稜線上に平坦な曲

輪を造成し、尾根を切る堀切を設ける。ここから標高

147メートルの東の郭に続く馬の背状の尾根との境には、

箱堀状の堀切が設けられている。東の郭は東西に長い形

状で、城郭要部は横矢折れの大規模な堀切で東西に区切

られている。西の郭が段階状に並ぶ曲輪の中世山城の典型であるのに対し、東の郭は迷路のよ

方津戸峠（左）と広保山城跡（右） 

湯浅城跡 

高城城跡 
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うな複雑な構造を持つ。高城城は、基国から数えて 5代目の城主となる尚
ひさ

順
のぶ

が湯河
ゆ か わ

氏ら国人領

主によって淡路に追い出され、永正 17 年（1520）（湯浅町誌では大永 2 年（1522））に落城す

る。 
 

白樫城跡（満願寺
ま ん が ん じ

城
じょう

跡） 室町時代、伊賀国より当地に移り高城城主畠山尚順に仕えた白

樫実則
さねのり

が、満願寺の廃寺跡に居住した。高城落城後、実則の子実房
さねふさ

が満願寺跡背後の丘に居城

を築き、当地を押領した。これが白樫城である。城山の

大部分は畑地となっているが、東西 14 メートル、南北

18 メートルの曲輪を最高にして北側 2 メートル下った

ところに東西 20 メートル、南北 15 メートルの曲輪があ

る。城跡の面影はこの曲輪にわずかに残っているが、南

側は墓地となっているので原型は崩れてしまっている。

豊臣秀吉による紀州南征の折、実房の子只光
ただみつ

が秀吉に内

応し、以来豊臣氏に仕えた。元和元年（1615）豊臣氏

滅亡の後、只光は二人の娘を知人に托し、自らは湯浅

湾沖の鷹島で自刃した。 

 

弁財天堀の中波止 湯浅町の南、広川町
ひろがわちょう

との境を流れる広川
ひろかわ

は、深専寺第 8世住職の有伝
う で ん

上

人が流路の変更を紀伊国主浅野氏に申請し、慶長 6年（1601）に工事が竣工した。その際、河

口北側に堀割りを造り、石堤を築いて南川港を築造した。この築堤には別所の弁財天神社を勧

請し、水神として祭祀した。弁財天神社で行われる７月７日の七夕祭りは「祇園
ぎ お ん

さん」と呼ば

れる。江戸時代に何度か改修され、昭和 6年（1931）には堀の一部が埋められたが、現在、弁

財天堀と呼ばれるこの内港には今も石積みの中波止が残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸
さいわい

神社三面獅子舞 國津神社の三面獅子舞に習い、昭和 27

年から栖原（旧田栖川村 栖原地区）にある幸神社で毎年 10 月

16 日の秋祭に地元小学校の児童により奉納されている。天狗、

鬼、獅子のほか、お多福とひょっとこも加わり、見物人を扇子

で扇ぐなど愛敬を振りまく。獅子舞の所作は國津神社の三面獅

子舞を踏襲している。 

 

 

 

白樫城跡 

石積みの中波止                 弁財天神社 

幸神社三面獅子舞   
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《コラム》醍醐寺金堂（国宝） 

京都市伏見区にある醍醐寺の金堂は、湯浅から

移築されたものであることが知られている。醍醐

寺に伝わる『義演准
ぎ え ん じ ゅ

后
ごう

日記』には、慶長 3 年（1598）

から慶長 5 年（1600）の間に「紀州湯浅ノ本堂」

を解体し醍醐寺に運んで再建したということが記

されている。現在の金堂は、桁行七間、梁間五間

の平面規模で、一重、入母屋造、本瓦葺の屋根を

持つ。建築年代は細部の様式から平安時代後期に

遡り、鎌倉時代には大規模な改修を受けている。

内部の礼堂部分の架構には、「和歌山式架構」と称

される独特な外陣の構造が見られる。醍醐寺金堂は、平安時代後期に建立され、改修時の鎌

倉期の様式も示す大規模仏堂建築として、国宝に指定されている。 

 

 

醍醐寺金堂（国宝）       
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第第 22 章章  湯湯浅浅町町のの維維持持・・向向上上すすべべきき歴歴史史的的風風致致  
11..湯湯浅浅町町のの維維持持・・向向上上すすべべきき歴歴史史的的風風致致  
 
歴史まちづくり法において「歴史的風致」とは、「地域におけるその固有の伝統を反映した人々の活

動とその活動が行われる歴史的価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してき

た良好な市街地の環境」と定義されている。 
本町は、古代から大和や京の都と紀南地方にある信仰の聖地などを結ぶ往還の重要な役割を果たし、

その後の人々の生活や生業においても陸路・海路の要衝であった。大勢の旅人や商人、様々な物資が行

き交う殷賑な商業都市として発展を遂げる一方、醤油の醸造や漁業、みかん栽培などの地域特有の産業

が大いに隆盛した。 
こうした本町固有の歴史と伝統文化が築き上げてきた歴史的な建造物が、周辺を含む市街地環境とと

もに今日まで残されており、そこで受け継がれてきた伝統産業や祭礼などの人々の活動と相まって本町

の特徴ある歴史的風致を形成している。 
本町におけるこれらの維持・向上すべき歴史的風致は、次のとおりである。 

 
 

1) 醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致 

2) 熊野古道に見る歴史的風致 

3) 明恵の足跡に見る歴史的風致 

4) 顯國神社の祭礼に見る歴史的風致 

5) 國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致 

6) 海辺の営みに見る歴史的風致 

7) みかん・三宝柑・びわ栽培に見る歴史的風致 
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22..維維持持・・向向上上すすべべきき歴歴史史的的風風致致のの内内容容  
1)醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致 

醤油・金山寺味噌のはじまり 

醤油と金
きん

山寺
ざ ん じ

味噌
み そ

発祥のきっかけは、鎌倉時代の僧覚心
かくしん

（法
ほっ

燈
とう

国師
こ く し

）が修行のために宋に渡っ

たことに遡る。建長元年（1249）、南宋
なんそう

五山の一つ、径山寺
き ん ざ ん じ

において修行を行った覚心は、当所で

作られていた径山寺味噌を好み、その製法を習得した。建長 6年（1254）の帰国後、湯浅に近い由良
ゆ ら

興国寺
こ う こ く じ

に住した覚心は、この味噌の製法を人々に伝えたという。それはやがて周囲に広まり、湯

浅では山田川の伏流水が醸造に適していたことから盛んに作られるようになっていった。これが、

金山寺味噌のはじまりである。そして、この味噌の製造過程において、槽底に沈殿する液汁に着

目し、少しずつ改良を重ねて調味料としたものが醤油のはじまりであるとされている。 

平安時代より、肉や魚、野菜や穀物などの食品を麹と塩で漬けて発酵させる「醤
ひしお

」と呼ばれ

るものがあったことは文献により知られているが、醤は嘗
な

め物として直接食べられるものであっ

たことから、大豆と小麦、塩を原材料とし、麹菌や酵母の働きによりできた諸味
も ろ み

を搾って作られ

る現在の醤油の製造方法では湯浅が最も古いとされ、湯浅は、「醤油発祥の地」と言われている。 

当初は、主に自家用に作られる程度であったが、天文

4 年（1534）赤桐右馬太郎
う ま た ろ う

が、魚や野菜を運送する便船

に託して醤油 100 石余を大坂に送り出して以降、商品と

して広く流通するようになっていく。天正 19 年（1591）

には、赤桐三郎四郎
さぶろうしろう

が、豊臣秀吉の小田原攻めの際に兵

糧米を献上した恩賞として、大船一艘の代々相伝を許さ

れ、この船等を利用した醤油の積み出しが益々盛んにな

っていった。 

一方、金山寺味噌の製造については、江戸時代を通じ

て、大坂屋三右衛門店（玉井醤本舗 北村家）がその製法

を一子相伝のものとして伝承していくことになる。 

 

 

玉井醤本舗（北村家） 

大船一艘代々相伝（赤桐家所蔵） 

有田郡名勝豪商案内記〈玉井醤 北村三右エ門〉 
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醤油醸造の歴史 

湯浅の醤油の名声は、江戸時代に入ってますます広まりをみせる。湯浅や南隣の広村の醤油醸

造業者は、遠く上総
か ず さ

（現在の千葉県中部）での製造をはじめ、関東に販路を拡大していった。 

この背景には、紀州藩の特別の保護がある。醸造家各戸に

「御仕入醤油屋」と書いた標札を掲げ、壷型の看板を掛ける

ようにさせて、運送船には○キの徽章
きしょう

を染め抜いた旗を掲げ御

用船同様の特権を与えた。また代金等の不払いに対しては、

租税不納者と同様の取扱いで徴収させた。『湯浅醤油沿革史』

によると、文化年間（1804～18）には湯浅地方の醤油業者は

92 名を数えた。 

明治に入って、紀州藩の保護が解かれたことにより、輸送

や取引、代金回収等、様々な変化を迫られ、全国の産地との

市場競争に飲まれていくことになる。明治 4 年（1871）の湯

浅の醤油業者の数は 20 数軒にまで落ち込んだ。 

この危機に際し、湯浅の醤油業者たちは、明治 20 年（1899）

頃から海外への輸出を開始する。明治 32 年（1911）には湯浅

醤油同業者組合を結成、また大正 11 年（1922）には 3名の醤

油業者が湯浅醤油株式会社を設立する等、品質の向上や販路

の開拓に力を注ぐものの、近代化の波に乗り遅れた感は否め

ず、早くに企業化した他の産地との競争に敗れ、戦後の不況

も重なって、昭和 31 年（1956）には、湯浅醤油株式会社も廃

業した。 

しかしながら、現在でも、湯浅町内には 6店舗の醤油業者

がある。重要伝統的建造物群保存地区内の北町で文化年間

（1804～18）より醤油醸造業を営む戸津
と つ

井
い

醤油醸造場（戸津井家）もその一つで、現在も昭和 11

年（1936）建築の主屋を店舗としている。主屋の西隣には通りに面して樽蔵が建ち、重要伝統的

建造物群保存地区の歴史的景観を構成する重要な建造物である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幕末～明治期の醸造家の分布

湯浅醤油株式会社 

明治 43 年（1910）頃の戸津井家 現在の戸津井家主屋と穀蔵 
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今に薫る醤油醸造 

重要伝統的建造物群保存地区の中で、濱町
はままち

が北町
きたまち

に突き当たる三叉路の一角に、角長
かどちょう

（加納
か の う

家）

がある。天保 12 年（1841）創業と伝える老舗であり、3街区に及ぶ約 850 坪の敷地には、江戸末

期頃から明治、大正にかけて建築された店舗兼住宅の主屋や、生産の場である仕込蔵
し こ み ぐ ら

、室
むろ

、詰場
つ め ば

な

どがひしめきあうように立ち並んでいる。主要な施設がある北側の敷地の後方は大仙堀
だいせんぼり

に面して

おり、かつてはここから材料を搬入し、製品の醤油を舟に積み出していた。 

 
 

 
 

醤油の製造は、原材料である大豆と小麦の下処理から始まる。水

に浸して圧力釜で高圧かつ短期間に蒸しあげられた大豆と、煎って

砕いた小麦は、種
たね

麹菌
こうじきん

を混ぜ合わせて、麹室
こうじむろ

に入れられる。角長

では、温度等の室内条件が管理された麹室で、数回の攪拌
かくはん

作業をし

ながら、4日間寝かせて、醤油酵母を醸成させる。 

その後、塩水を混ぜて仕込桶に貯蔵し、1年から 1年半をかけて

攪拌作業（櫂
かい

入
い

れ）を繰り返しながら熟成させていく。この原料に

塩水を混ぜたものを諸味
も ろ み

と呼ぶ。 

醤油本来の色合いや香りを得た諸味は、仕込桶から取り出し、搾

有田郡名勝豪商案内記〈醤油醸造所 加納長兵衛（角長）〉 

角長（加納家） 

仕込蔵での「櫂入れ」の様子

角長配置図 
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りにかける。搾り出された液汁は、生醤油
き じ ょ う ゆ

（生揚げ）と呼ばれ、

その後、釜で約半日かけて炊き上げられ（火入れ）、醤油が完

成する。角長では、江戸時代から続く仕上げ方法で和釜を使用

し、松材の薪を燃料として火入れを行っている。 
こうして、現在も伝統的な製造方法が受け継がれ、湯浅の

醤油は醸造されている。仕込蔵には、天井や梁に「蔵
くら

酵母
こ う ぼ

」と

呼ばれる酵母が付着していて、それが仕込桶に降り注ぐことに

よって、特徴ある諸味が醸成されると言われている。 
 

 

金山寺味噌の製造 

金山寺味噌とは、大豆、米、大麦に塩と麹を混ぜ、瓜や茄

子、生姜、紫蘇といった野菜を漬け込んで作られた、いわゆ

るなめみそ、おかずみその一種である。もともとは、夏野菜

の保存食であったが、味噌の部分もそのまま食べる。調味料

としてではなく、ご飯にのせたり、酒の肴にしたりと、おか

ずとして食されるもので、このあたりでは、茶粥（ほうじ茶

でつくるお粥）と一緒に食べる風習がある。鎌倉時代に、由

良興国寺の僧覚心が径山寺味噌の作り方を広めたことに始ま

るが、商品として流通を始めたのは江戸時代に入ってからである。江戸初

期より、大坂屋三右衛門店が玉井醤
たまいびしお

として、その製造方法を一子相伝のも

のとして受け継いできた。嘉永 4年（1851）発行の『紀伊国名所図会』に

は、「玉井醤、村中（湯浅）大坂屋三右衛門店にて製す、経山寺味噌の類

なり、…諸国に運送し、国産の一種とす、実に未曾有の味なれば、紀州経

山寺の称遍く他邦にも聞えたり」とあり、紀州の特産品として出回ってい

たことが知られる。紀州藩の保護奨励もあり、盛時には尾道に支店を置い

て、中国・四国地方にも販路を拡張した。夏季の仕込み期には、「御用」

と大書きした提灯を家の内外に立てて、厳重な警戒のもとで製造したとい

う。大坂屋の家伝によると、江戸の紀州藩邸には、江戸室町の小田原屋を

通じて、御用船で輸送したという。紀州徳川家第 10 代当主の徳川治宝
はるとみ

から、自筆の画幅を送られ

ていることからも、紀州藩の姿勢がうかがえる。現在も、湯浅における最も古い町家の遺構とし

て江戸後期まで遡ると思われる主屋で営業を続けている。 

明治以降になると、金山寺味噌は大坂屋以外でも製造販

売されるようになり、重要伝統的建造物群保存地区内におい

て江戸末期頃に建てられた主屋や土蔵で製造販売を行って

いる太田久助吟製（太田家）や、旧市街地の中町の南におい

て明治前期頃に建てられた土蔵で製造しているあみ清
せ

（数見

商店 数見家）のように、かつて醤油醸造業を営んでいた家

が金山寺味噌を主力商品に切り替える動きもあって、現在で

は大坂屋も含めて 7店舗が町内で製造販売を行っている。 

「火入れ」の様子 

金山寺味噌 

仕込みの様子（太田久助吟製） 

金山寺味噌を製造する土蔵（あみ清） 
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近年、金山寺味噌の材料に欠かせない茄子の生産を地元

で増やしていこうとする動きがある。古くから湯浅で作られ

ていた「湯浅なす」と呼ばれる茄子で、形は丸く、大きいも

ので直径約 10 センチメートル、重さ約 400 グラム近くに成

長し、一般的な茄子の、2～4倍程の重さになる。元々から金

山寺味噌用に作られていたため、水分が少なく甘みのある実

がしっかり詰まっている。生産量が著しく減少していたが、

平成 21 年（2009）から金山寺味噌の製造業者と生産農家、

商工会、行政が連携し、伝統野菜の再興に取組んでいる。 

また、金山寺味噌は、特産品として製造販売されるだけ

でなく、地域の伝統料理として家庭でも作られている。家

庭で作る際には、茄子等の具の種類や量、大きさを調整し

て、好みの食感を楽しんだり、甘めにしたければざらめ等

を入れたり、塩の量を加減したりして好みの味付けにした

りと、それぞれの家庭の味の金山寺味噌が受け継がれてい

る。  
 
 

醸造町の防火と防災 

湯浅における火災の記録は、承応年間（1652～1654）と寛文 3 年（1663）の 2 回の大火が記録

されているのみで、その後は大火と呼ぶべき火災はない。承応の大火は、深専寺の被災が当寺の

記録に記されているが、詳細は不明である。寛文 3年（1663）10 月（旧暦）の大火は、中町にあ

る福蔵寺と真楽寺の縁起に出ており、北西風に煽られた炎は湯浅村の北西一帯をなめつくしたと

推測されている。また、地震や津波、台風などによる水害など、過去に多くの災害にも見舞われ

ているが、今後高い確率で発生するといわれている南海トラフの巨大地震や、近年多発している

激しい集中豪雨など、これまで経験したことのないような災害の危険性が高まっている。 

寛文の大火以後、商工業地である湯浅に大規模火災が発生

しなかったのは、密集市街地であることの都市防災機能の弱

点を住民がよく理解し、火災を恐れ、防火の意識を常に持っ

ていたからにほかならない。また、明治年間までは、火入れ

作業などで火を取り扱う醤油製造工場には、蔵若衆による私

設の消防隊が組織されていて、各字の消防組織とともに迅速

な消火活動に当たっていたという。大正 4年（1915）になっ

てこれらの消防組織は「湯浅消防組」に統一され、現在活躍

している「湯浅消防団」へと引き継がれている。 

家庭での金山寺味噌づくり 

湯浅なす 

火消し車など消防用具（角長所蔵） 
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比較的防火や防災の意識が高いのは、古くからの市街地に

住む住民たちで、火の用心や津波からの避難の心がけを代々

徹底されてきたという。各自治会での取組みを見ても、平成

18 年（2006）には、住民が連帯協同して火災や災害から身を

守り、被害を軽減させるための自主防災組織が設置されるよ

うになったが、最初に設立されたのは醤油醸造の町並みが残

る重要伝統的建造物群保存地区にある自治会区であった。町

並み保存と防災について考える機会が増えたことにより重要

伝統的建造物群保存地区内にある自治会から設立の広まりを見せ、今では町内の他の自治会区で

も活動が広がっている。自主防災組織では、消火訓練や避難訓練、救護の訓練、防災資機材の点

検などを定期的に行っている。 

 

 

醸造の香りに生きる町 

現在、町内では、湯浅の醤油産業の伝統を守る手づくり醤油や、現代人にアピールするこれま

でにない醤油開発など、それぞれに創意工夫を凝らした醤油業者が活躍している。これは、金山

寺味噌においても同じで、各店舗でそれぞれの特徴を磨いた味を作り続けている。 
新たな店舗や製造工場を造る場合は幹線道路沿いや郊外に構えるようになってきたが、古くか

らの市街地で昭和前期までに建てられた建造物を営業の拠点とし続ける業者もいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そのような中、平成 19 年（2007）には、前年の重要

伝統的建造物群保存地区選定を契機に、「第 1回醤油サミ

ット」を開催した。醤油発祥の地とされる町で、かつ、

醤油醸造で栄えた町並みが評価された町で、全国の醤油

産地から多くの醸造家が集まった。この醤油産地同士の

つながりは現在も続き、平成 26 年（2014）12 月には兵庫

県たつの市で「第 6回全国醤油サミット」が開催された。 

防災訓練（消火訓練） 

第 1回全国醤油サミット 

醤油・金山寺味噌製造販売業の分布 

醤油   金山寺味噌   両方 

湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区 
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町内の醸造家たちは、醤油や金山寺味噌の伝統を学習しようとする児童・生徒に向けた活動も

行っている。作業場の見学や説明など、児童・生徒への対応に快く応じてくれている。町内の小

学校では、児童による手づくりの醤油作りに励み、中には原料となる大豆の育成から始めている

学校もある。故郷の歴史を体感して学習するとともに、次代を担う醸造家を育成しようとする取

組みである。 

 
近世から近代にかけて醤油醸造業を中心とする産業で栄え

た古くからの市街地の一帯には、「通り」と「小路」で構成さ

れる特徴的な地割と、白漆喰塗りに板張りの醤油蔵や、虫籠

窓、格子、幕板といった伝統的な意匠が見られる醤油醸造家

の主屋など、醸造の歴史を今に伝える歴史的建造物が数多く

残されている。その町並みを歩き、重厚な本瓦葺の屋根を見

上げると、煙突からは釜で生醤油を焚きあげる煙が立ち昇り、

台車に載せられて運ばれる醤油ビンがこすれあう音が通りに

響く。港町や熊野古道の往来で賑わった醤油醸造町という湯

浅固有の歴史が造り上げてきた市街地には、醤油や麹の香り

が潮風に乗って漂い、そんなかけがえのないまちを住民たち

は自らの手で守ってきた。 
醤油醸造町として全国で初めて重要伝統的建造物群保存地

区に選定された湯浅の町並みは、その歴史ある伝統産業が現在

も継承されていることが高く評価された。「醸造の香りに生きる町」とは、公募により選ばれた湯

浅伝統的建造物群保存地区のキャッチフレーズである。伝統的な町並みが残る市街地において今

もなお醤油や金山寺味噌が作られ、その芳香の中で人々の暮らしが続けられていく様子を表して

いる。日本の食文化を語る上で外すことのできない我々日本人の味覚の根幹といえる醤油の伝統

と文化は、この町で暮らす人々の強い思いとともに受け継がれている。 
 

小学生の醤油作りの様子 

湯浅伝統的建造物群保存地区の町並
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醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致の範囲 

玉井醤本舗 

戸津井醤油醸造場 

太田久助吟製

角長 

湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区

昭和 30 年頃以前に建築された町家や土蔵などの建造物 

あみ清

伝統的な建造物で醤油・金山寺味噌を製造又は販売する醸造家
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2)熊野古道に見る歴史的風致 
熊野古道と湯浅の関わり 

湯浅は、急峻な山地が連なる紀伊半島の沿岸に位置しており、山と山の間に囲まれた僅かな平地

が海に面した地形をしている。地理的条件から陸上交通における休息地であり、海上交通における

発着地として適した場所であった。飛鳥・奈良時代の天皇の行幸では、紀伊国牟婁
む ろ

の湯（現在の白

浜温泉）へ向かう一行が陸路を辿って山を越え、栖原の海岸に降り、そこから海路を進んでいる。

また、延長 5 年（927）にまとめられた『延喜式
え ん ぎ し き

』に「湯笠駅馬八疋」と記されており、湯笠とは

湯浅の古名であるとされることから、少なくとも一時期において、南海道の宿駅となり、陸上と海

上の交通の結節点として機能していたことがわかる。 

紀伊半島における人の往来は、熊野参詣の隆盛により一層活発になる。古来より、修験
しゅげん

道
どう

の行場
ぎょうば

とされた熊野は、阿弥陀信仰が広まり浄土教が盛んになるとともに、本地
ほ ん じ

垂迹説
すいじゃくせつ

によって熊野三神

がそれぞれ阿弥陀・薬師・千手観音と結びついたことから、上皇・法皇をはじめ貴族を中心に熊野

詣が頻繁に行われるようになった。 

熊野への道として利用されたものを総称して熊野
く ま の

参詣
さんけい

道
みち

と言う。熊野参詣道は、京から紀伊半島の西岸

を進み田辺へ至る紀伊路
き い じ

（紀路
き じ

）、田辺から東へ折れて

山中を進む中辺路
な か へ ち

、田辺からさらに海沿いを進む

大辺路
お お へ ち

、東からは紀伊半島の東岸を海沿いに進む

伊勢路
い せ じ

、霊場高野山から紀伊半島の中央部を進む

小辺路
こ へ ち

といったルートがある。 
この熊野参詣道紀伊路が通る湯浅は、熊野参詣の際

に宿泊地として利用されていた。その様子は、藤原定家
さだいえ

が建仁元年（1201）に後鳥羽上皇の熊野参詣に随行し

た際に記された『熊野御幸記
ご こ う き

』にも書かれている。 

湯浅を通るルートは、定家らが通ったと推測される

道を熊野道
く ま の み ち

（熊野
く ま の

御幸
ご こ う

街道）、近世に整備された街道を熊野街道と称することがあるが、湯浅では

それらを総称して熊野
く ま の

古道
こ ど う

と呼んでいる。したがって、これらの道について本計画では、熊野古道

という呼称を用いることとする。 
 

熊野参詣を支えた湯浅氏 

貴族らの熊野参詣が盛んになってきた頃、豪族の湯浅氏が勃興してくる。湯浅氏は、藤原氏の出

自であるとされ、湯浅宗重
むねしげ

（1118～1195）の時には、有力な地方豪族として力を誇っていた。平治

元年（1159）、平清盛
きよもり

が熊野詣で留守中の京都で、源義朝
よしとも

と藤原信頼
のぶより

が挙兵した平治の乱の際には、

熊野三山（左から、熊野本宮大社・熊野速玉大社・熊野那智大社） 

● 
湯浅町 

熊野三山と熊野参詣道 位置図 
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京に戻る清盛を、湯浅宗重が兵 30 余騎を出して護衛し

たことが知られている。源平合戦で平氏が敗れた後、屋

島から落ち延びてきた平重盛
しげもり

の子、忠房
ただふさ

を擁して防戦す

るも、文覚
もんがく

上人（京都・高尾の神
じん

護寺
ご じ

の僧）の仲介の元

に争いの鉾をおさめ、以後は鎌倉幕府の有力御家人とし

て、京の警備を任されるなど、一目置かれる存在であっ

た。あわせて文覚上人の神護寺に、宗重の四男上覚
じょうかく

や、

孫の明恵
みょうえ

を送り込むなど、京都の寺院とも関係を深め、

政治、経済、文化など多方面で京都との繋がりを持った。 

宗重は、熊野古道が通る方津戸
ほ う づ と

峠に程近い広保山に広保山城を、その東方の青木に本城の湯浅城

を築いた。また、湯浅氏は、周辺に顯
けん

國
こく

神社や若宮神社を勧請し、平野には観音堂を建立している。

源氏が何度攻めても落とせなかった要害の城は、平安時代の末期から、文安 4年（1447）に落城す

るまでの約 280 年間、湯浅氏の本拠として存在した。 

この湯浅城は、戦いのための砦としての要素を持った山城であり、湯浅本家（総領家）は岩崎に

住すと言われることから、現在の小字岩崎に館があったと考えられている。熊野古道に近接し、こ

の付近一帯が湯浅氏や家臣の屋敷地であったと同時に、町場として発展し、宿泊施設等もあって賑

わっていたと推定される。また、さらに南に行くと、御茶殿
お ち や と

と呼ばれる場所があるが、そこは南西

に広がっていた入江を見ながら上皇などが休息した行在所に使われたところだと言われている。前

述の『熊野御幸記』には、熊野詣の帰路に湯浅宿所に泊まって、湯浅氏より接待を受けたことが記

されている。 

このように、湯浅近辺を強力に支配していた湯浅氏の存在は、中世の熊野参詣において、安全な

往来を確保し、京との繋がりによる文化的な発展は、貴族らの接待に大いに寄与したといえる。 
 

熊野古道の変遷と旧跡 

『熊野御幸記』の頃の熊野古道は、今よりも東を通っていたようである。熊野参詣が盛んになっ

ていった平安時代末期に創建されたとされる別所の勝楽寺
しょうらくじ

は、往時はその境内もしくはすぐ横を熊

野古道が通っていたとされる。時代を経て、湯浅の町場が西へと発展していく中で、熊野古道も西

側にルートを変えた。 

藤代
ふじしろ

（藤白）峠、蕪坂
かぶらざか

を越えて有田に入ると、宮原で有田川を渡って糸我
い と が

峠にさしかかる。糸

我峠を登り詰めると、湯浅に入る。逆川
さかがわ

王子を経て、方津戸峠を越えると道町
どうまち

を通って広川を渡っ

て広川左岸を南進し、鹿ヶ瀬
し し が せ

峠に至る、というのが、有田地方における熊野古道のルートである。

古くは、方津戸峠を越えたあと、現在の飛越橋の付近で山田川を越え、そのまま南に下がって勝楽

寺を通過し、広川右岸を南下したようである。 
糸我峠から広川を越えるまでの湯浅町内の熊野古道沿いには、様々な旧跡が点在し、今も信仰の

対象となっているところもある。 

湯浅城跡 
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熊野古道と湯浅氏関連文化財の位置図

顯國神社 

若宮神社 

平野観音堂

糸我峠 

鹿打峠 

広保山城跡

逆川王子

湯浅城跡 
字宮川 

方津戸峠

字岩崎

飛越橋

伝馬所跡

一里松跡

深専寺 

熊野街道道標（立石） 

鹿打坂 

平安・鎌倉初期の熊野古道 

中世後期以降の熊野古道 

飛鳥・奈良時代の道 

御茶殿

海路 

施無畏寺 

勝楽寺 

久米崎王子跡 

白潟

勝楽寺旧伽藍 
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糸我峠を下りきったところにある逆川王子は、熊野

九十九
く じ ゅ う く

王子
お う じ

の一つである。熊野九十九王子は、京から熊野

三山に至る紀伊路、中辺路沿いにあり、熊野参詣の途中で

儀礼を行う場所である。天保 10 年（1839）に編纂が完了し

た『紀伊続風土記』によると、逆川王子社は吉川村一村の

氏神であると記されており、現在は逆川神社と称して、明

治 43 年（1910）に田の國津
く に つ

神社に合祀されて以降も、飛地

社として旧来の位置に社地を構えている。地元自治会の吉

川区が地縁団体となって敷地を所有し、日常の管理を行っ

ている。現在の社殿や石段は、昭和 12 年（1937）に建立されたもので、10 月 18 日には祭礼の神前

式がここで執り行われる。このように、逆川王子は熊野参詣の巡礼地の一つであるとともに、地域

の信仰の拠り所としても大切に守られている。 

また、町内には、逆川王子の次の九十九王子社として、久米崎
く め さ き

王子跡がある。古くは白潟
しらかた

と呼ば

れた入江があった地に突き出た高台にあり、現在は昭和 39 年（1964）に建てられた王子跡を示す

石碑のみが残る。 

道町の四叉路の北西にある

深専寺
じ ん せ ん じ

は、奈良時代の高僧行基
ぎょうき

が開

創した海
かい

雲院
うんいん

を前身に持つと伝え

られ、寛正 3年（1462）に明 秀
みょうしゅう

上

人によって再興された浄土宗寺院

である。皇室の熊野御幸では行在所

にあてられたと考えられ、また

聖護院
しょうごいん

門跡
もんぜき

の熊野入峯の際の宿泊

所としても利用された。文政 9 年

（1826）に建立された書院は、聖護

院御殿とも呼ばれ、欄間に菊の紋章

の透刻が施されている。境内には、

寛文 3年（1663）建立の本堂を始め、江戸時代からの建造物が多く残っている。 

四叉路の南西隅には、天保 9年（1838）に建てられた立石
たていし

と呼ばれる道標がある。北面の「すぐ

熊野道」の「すぐ」とはまっすぐという意味であり、南下してきた人々にまっすぐ進むように伝え

ている。東面には、右（北側）を人差指で指し、「きみゐてら」と彫られている。紀三井寺は、西

国巡礼の第二番札所であり、この道が西国巡礼に使用さ

れていたことを裏付ける。また、南側には「右いせかう

や道」と刻み、ここから東に向く道が高野山に至る道で

あることを示している。 

嘉永 4 年（1851）に刊行された『紀伊
き い の

国
くに

名所
めいしょ

図会
ず え

』に

は、この四叉路の様子が描かれており、深専寺の境内や

立石とともに、往来を賑わす人々の様子や、宿屋、料理

屋といった往来の人々相手の商売の様子もいきいきと描

かれている。 

逆川神社（逆川王子）の祭礼 

紀伊国名所図会〈湯浅旅舎深専寺〉 

熊野街道道標（立石） 
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かつて広川右岸に広がっていた低地、白潟
しらかた

（白方
しらかた

）

を望む高台に、勝楽寺がある。平安時代後期に創建され、

当時の熊野古道は勝楽寺の境内、もしくはその傍を通っ

ていたと考えられている。湯浅氏の庇護の下に隆盛を極

め、荘厳な伽藍を誇っていたことが、大門坂や踊堂とい

った地名からも推測される。京都醍醐寺
だ い ご じ

の金堂（国宝）

は、この近辺にあったお堂を移築したとする説が有力で、

その建築様式からは平安時代後期に建立されたことや、

鎌倉期の改造による紀州独特の構造が見られること等

の特徴が表れている。勝楽寺に伝わる仏像群からも、その歴史と往時の繁栄を知ることが出来る。 

承元 4 年（1210）、明恵が熊野参詣の道中であった藤原長房
ながふさ

と面会した「白方宿所」や、建保 4

年（1216）に熊野に向かう藤原頼資
よりすけ

が宿泊した「湯浅白形堂僧房」は、ともに勝楽寺を指すと考え

られ、熊野参詣との関係がうかがえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝楽寺境内 

勝楽寺近辺の寺院との関連性が考えられる地名の広がり 
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「道」が果たしてきた役割 

修験道の修行の場として

の熊野は、貴族の熊野参詣

へと繋がり、それはやがて

庶民へと広がっていった。

湯浅では、湯浅氏の隆盛を

背景に、町としての発展の

基盤が造られた。近世に入

ると、紀州藩によって街道が

整備され、一里塚と一里松を

設置し、伝馬所
て ん ま じ ょ

を各所に置いて官吏の往来や官用荷物書状の運搬にあたらせた。熊野古道は西国三

十三所巡礼の道と重なり、多くの人や物資が行き交った。道町の立石が卒都婆型をしているのは、

西国巡礼の途中に行倒れた者への追善供養のためとも言われている。 
近世は、伊勢へのお蔭参りに象徴されるように、

多くの庶民が、寺社参詣を表立った理由としながら、

物見遊山としての旅を行うようになっていった時

期でもある。『紀伊国名所図会』には、糸我峠の茶

店で楽しそうに茶菓子を食べて休憩する旅人の様

子が描かれている。ここでは特産物のみかんを貯え

て盛暑の頃に販売し、旅人がその美味に感嘆したと

ある。人々の旅の目的は少しずつ変化をしていった。 

明治維新を経て近代になると、鉄道が導入され

るようになる。有田地方では、大正 4 年（1915）に

私鉄の有田鉄道が山田川河口にあった海岸駅と金屋口駅の間に開通し、さらに昭和 2年（1927）に

は国鉄紀勢
き せ い

線
せん

が、紀伊湯浅駅（現在の湯浅駅）まで繋がった。現在の湯浅駅駅舎は、一部改変され

ているものの、開業当時からのものである。 

国鉄紀伊湯浅駅の開業は、湯浅の市街地の構成に

も変化を与えた。中世から近世までの時代には、熊

野古道の街道筋に町場が発達し、それが海に面しな

がら市街地が広げられ、そこでは醤油醸造業が発展

するとともに沿岸部では港の施設が整備された。鉄

道の開通に前後して、今度は熊野古道の東の山側へ

市街地が広がっていった。有田郡役所、湯浅税務署、

湯浅町役場などの主要な官公庁施設が、当時の市街

地の中心に位置する字道町や字中町から駅に程近い

字南道 1055 番地周辺に移転していることが、その顕著な例である。熊野古道を町の中心軸に据え

たまま、新たな移動輸送手段と官公庁施設をその傍らに設けることで繁華街が形成され、より多く

の人々の往来と賑わいを生み出した。昭和という新しい時代の幕開けに相応しい近代的な市街地が、

熊野古道と駅を結ぶ界隈に開かれたのである。 

有田郡名勝豪商案内記〈青物干物売捌所 山下藤助〉 

ＪＲ湯浅駅（旧国鉄紀伊湯浅駅） 

紀伊国名所図会〈糸我峠〉 
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現在、幹線道路としての役割は昭和 35 年（1960）に郊外に新設された国道 42 号線にゆずったも

のの、市街地の中を通り抜けている湯浅の熊野古道は、人々の生活道路として、今なおその往来は

活発である。また、糸我峠を越えて王子社などに参拝し、その歴史を学びながら市街地の熊野古道

へと進入してくる来訪者の姿もよく見られ、熊野古道は町内外の多くの人々から親しまれ続けてき

たのがわかる。平成 16 年（2004）の「紀伊山地の霊場と参詣道」世界遺産登録によって熊野への

注目が再び高まってから 10 年の節目を越え、紀伊山地にある霊場と、そこに向かう参詣の道は、

国外からも注目を集めるようになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

市街地

形成の

経過 

（凡例） 

①中世以降、熊野古道の街道筋として市街地が発達   

②海岸の埋め立てなどにより市街地が海の方へ拡大（醤油醸造で栄えたエリア）  

③近世初頭に港湾施設と臨海市街地を造成（海との関連の強いエリア）  

④国鉄の開通により熊野古道と駅との界隈に市街地が開発  

糸我峠を歩き、逆川王子に参拝する人々 

昭和 35 年（1960）頃の航空写真で見る熊野古道を主軸とした市街地形成の経過 

国道 42 号線 

紀伊湯浅駅

熊野古道 

山田川 

広川 

近世までの市街地の拡大 
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また近年には、江戸末期まで続いていた行事が再開された。

平成 24 年（2012）に深専寺で営まれた京都の聖護院
しょうごいん

門跡
もんぜき

によ

る護摩焚きは、熊野や大峰
おおみね

での修行の帰路、熊野古道を行く

聖護院門跡一行が立石の脇で護摩法要を行い、深専寺にて休

息し、もてなしを受けたという史実にちなんだものである。

平成 27 年（2015）にも、大峰奥駈
おくがけ

修行を終えた聖護院門跡の

山伏行列が熊野古道を行進し、深専寺で山伏問答や護摩法要

が行われた。護摩壇から立ち昇る白煙は人々の祈りとともに

空へとたなびき、熊野古道の道町周辺には山伏たちの法螺貝

や鈴の音が鳴り響いた。 
 
熊野古道における人々の往来は、古くは参詣の旅であったものが、中世から近世、近代へと移る

につれて商いや観光を目的とするものが盛んに行われるようになり、徒歩や馬での移動は、やがて

自動車など動力を持った乗り物へと変化してきた。熊野古道を取巻く周辺も、港や鉄道の整備が進

み、それぞれの特色ある市街地が形成されていった。 
時代が移り変わり、旅の目的や移動手段が多岐にわたるようになっても、熊野古道を歩き、王子

社に手を合わせる人々の根底には常に「信仰」があり、それは絶えることなく今も続いている。住

民にとっても、峠を越え市街地の中を抜けていく熊野古道は特別で、他の道路と比べてその存在は

明らかに別格との思いがある。時代の旅人たちが歩んできた「道」を通して見えるまちの変遷とそ

の重層性には、熊野三山へと繋がる信仰を源流とする熊野古道の往来が、まちの誇りとともに連綿

と受け継がれている。 
 

聖護院門跡による護摩法要 
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熊野古道に見る歴史的風致の範囲 

糸我峠 

逆川王子

 

方津戸峠

久米崎王子跡 

勝楽寺 

深専寺

熊野街道道標（立石） 湯浅駅 
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3)明恵の足跡に見る歴史的風致 
明恵と湯浅との関わり 

明恵
みょうえ

（明恵房
みょうえぼう

高弁
こうべん

）は、華厳宗
けごんしゅう

再興の祖

とも言われる鎌倉時代前期の高僧である。父

は平 重 国
たいらのしげくに

、母は湯浅宗重
むねしげ

の第四女で、承安

3 年（1173）に有田郡石垣庄東吉原（現在の

有田川町歓喜寺）で生まれた。幼くして両親

を相次いで亡くし、9 歳の時に叔父である

上覚
じょうかく

上人に預けられ、京都・高雄の神護寺
じ ん ご じ

に

入った。そこで、文覚
もんがく

上人のもとで華厳宗の

修行に努めたが、折しも奈良や比叡山では僧

たちの横暴ともいえる姿が溢れ、仏教界が荒
すさ

んでいた時代であった。神護寺においても僧たちの怠

惰は著しく、戒律を破る者が目立った。 

そこで明恵は、建久 6 年（1195）に高雄を出て、

故郷であり、母方の祖父が治める地である紀州湯浅

の栖原白上
しらかみ

に入って庵を結び、ここで修行を始める

こととなった。木々の隙間から刈藻島
か る も じ ま

や鷹島
たかしま

が浮か

ぶ栖原の海が望めるこの地で、坐禅や写経に明け暮

れた。明恵が修行中に詠んだ歌に「糧絶えて山の東

を求むとてわ町へ行けぬことぞ悲しき」という歌が

ある。「わ町」とは、我が町という意で、湯浅の町場

を指している。食糧が尽きたので托鉢に行きたいが、

一族がいる湯浅の町ではいとも容易く食糧を得るこ

とになってしまい修行にならないので、行くことが出来ない、という意である。明恵が、湯浅を故

郷と理解していたことがわかるとともに、当時の湯浅が「町」と言えるほど栄えていたことがうか

がえる。 

この地は、麓の栖原に住む人々の生活音が聞こ

えて修行の妨げになるとして、ほどなくして谷を隔

てた東の奥に修行の地を移している。最初の修行地

を西白上、移動した後の地を東白上と呼ぶ。明恵は

ここでの修行中、仏に身を捧ぐため自らの右耳を削

ぎ落としている。明恵の仏道への深い思いを伝える

エピソードである。 

建久 9年（1198）、神護寺に呼び戻されるも、再

び白上の峰に戻って修行を続けた。この年の暮れに

は、白上から望める刈藻島
か る も じ ま

で５日間の修行を行

った。島内の波に削られて出来た洞窟に板を渡

し、人々の喧騒からほど遠く離れたこの地で、明恵はひたすら読経に明け暮れたという。後年、「島

殿」にあてた手紙を書いて弟子に託したという逸話が残るほど、明恵はこの島を愛していたようで

ある。 

明恵上人像 （高山寺 蔵） 

西白上遺跡 

施無畏寺境内から見た刈藻島 
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明恵はこの年のうちには、白上を離れ、有田地方の各地で修行を続けた。この頃、釈迦の教えに

深く帰依していた明恵は、釈迦への憧れのあまり、その足跡をたずねてインド（天竺）への渡航を

計画している。春日明神の神託や自身の病により断念したが、『大唐天竺里程書』には綿密な行程

が記されておりインドへの強い思いを表している。なお、春日明神の神託の逸話は能「春日龍神」

の題材となっており、嘉永 4年（1851）の『紀伊国名所図会』にもその場景が描かれている。建永

元年（1206）には後鳥羽上皇より、神護寺の奥、栂尾
とがのお

の地に高山寺
こ う ざ ん じ

を賜り、その教えを広めていっ

た。承久の乱の際には、敗れた上皇方の兵を高山寺にかくまったとして捕らえられ、鎌倉幕府の執

権、北条
ほうじょう

泰時
やすとき

の尋問を受けたものの、明恵の話を聞いた泰時は深く感銘を受け、以降たびたび政治

や仏教を問うようになるなど、時の権力者にも影響を与える人物となった。 

晩年には、栖原の領主で明恵の叔父にあたる湯浅景基
かげもと

より、かつての修行地である白上峰の麓に

建立した伽藍の開山として招かれた。寛喜 3年（1231）4月、明恵が 59 歳の時であった。この寺こ

そ、現在も同地に開かれている施無畏寺
せ む い じ

である。明恵は、その翌年の 1月、栂尾高山寺において入

滅した。 

このように、鎌倉時代初期の仏教界における激動の中、戒律を重んじる旧来の勢力である華厳宗

の教えを極め、その中興の祖とも言われる明恵は、母方の出身である湯浅一族との繋がりのもと、 

「わ町」と呼ぶ湯浅との間に深い関わりを持っている。 

 
  施無畏寺と白上遺跡 

施無畏寺は、湯浅一族の支えにより白上山一帯に寺領

を持ち隆盛を極めたが、湯浅一族が滅亡し、後の豊臣秀吉

の南征で伽藍の多くが兵火にかかり、灰燼
かいじん

と化した。現存

する建物は全て江戸時代以降に再建されたものである。施

無畏寺に残る室町時代の境内の様子を描いた絵図には、白

上の峰から刈藻島までの範囲に、本堂や開山堂などのほか、

多宝塔、大門、六坊といった現存しない堂塔も伽藍配置に

見られる。また、東西の白上峰には卒都婆も描かれている。

この卒都婆は、明恵の死後 4年目にあたる嘉禎 2年（1236）

に弟子の喜海
き か い

が、有田地方における明恵の修行地等に建て

た木造の卒都婆を、康永 3年（1344）に石造に改めたもの

である。現在もなお同地に建つ東西の白上遺跡は、史跡に

指定されている。 

現存する堂宇のうち、本堂・開山堂・鐘楼・鎮守

社は、それぞれ和歌山県指定文化財となっている。

これらは、室町時代の境内絵図と位置関係は同じで

ある。本堂は貞享 3 年（1686）、開山堂は明暦元年

（1655）、鐘楼は宝永 4年（1707）の再建であり、鎮

守社は 18 世紀の再建と見られる。このほか、施無畏

寺には明恵と関係の深い古文書や寺宝が数多く残さ

れており、東西白上遺跡や刈藻島の景観とともに、

明恵縁
ゆかり

の証を大切に守り伝えている。 

施無畏寺境内絵図 

施無畏寺本堂（右）と開山堂（左） 
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  明恵上人遠忌
お ん き

法要 

明恵が入滅してから 50 年に一度、遠忌法要が営

まれる。施無畏寺に残されている『明恵上人五百五

十回遠忌開帳絵図』には、明恵没後 550 回忌の安永 9

年（1780）に営まれた法要の様子が描かれている。

芝居小屋がかかり、幟や提灯が並んで、大勢の参拝

者で賑わっている様子が見て取れる。 

最も近い法要は、昭和 55 年（1980）に「明恵上

人七百五十回遠忌大法要」が営まれている。栖原の

集落から施無畏寺まで稚児行列が練り歩き、大勢の

参拝者で溢れかえった境内での餅撒きなど、盛大な

法要が執り行われた。 

次の八百回遠忌法要は、平成 42 年（2030）頃に

執り行われることとなる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

明恵上人五百五十回遠忌開帳絵図 

明恵上人七百五十回大遠忌法要の様子（写真右：餅撒き） 

明恵上人七百五十回大遠忌法要の様子（写真右：稚児行列） 
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シガサンニチと施無畏寺開山忌に営まれる法要 

施無畏寺では、明恵の月命日にあたる毎月 19 日に住職による

勤行
ごんぎょう

が行われているが、明恵に関するものでは毎年 4月 3日の「シ

ガサンニチ」と呼ばれる日に行われる「明恵上人会式」がある。シ

ガサンニチは、元は農業を営む際のいわゆる農事暦
の う じ れ き

の一つで、集落

全体の休日であり、山や海などに出掛けて休息を楽しみながら英気

を養うとともに、その年の豊作を神仏に祈願するものである。旧暦

では田植え前の時期であったが、新暦では桜の開花時期と重なり、

お花見などが行われる。桜の名所としても名高く、境内や参道に多

くの桜が咲く施無畏寺には、毎年多くの花見客が訪れる。 

シガサンニチの「明恵上人会式」は、施無畏寺の本尊を祀る本堂

ではなく、明恵が祀られている開山堂で営まれることからも、明恵

に対する会式であることが明らかである。会式の前日から檀家が集

まり、開山堂周辺の清掃や、会式に使用する餅をつく。会式当日、開山堂には檀家たちや参拝者が

集まり、健脚な者は桜並木が続く山道を登って白上遺跡に参拝する。開山堂で法要が営まれた後、

集まった参拝者に餅撒きが行われるのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
シガサンニチのほか、施無畏寺が開かれた 4月 17 日

には開山忌法要が営まれる。それは境内地だけにとどま

らず、明恵が厳しい修行を積んだ刈藻島でも行われる。

明恵自身が、単なる修行の地では片付けられない心惹か

れる思いを抱いていた刈藻島は、明恵を尊敬し慕う者た

ちにとっても特別な場所である。昭和 57 年（1982）8

月には、施無畏寺の檀家をはじめ町民が中心となって、

明恵の石造の坐像が刈藻島の西側、はるか彼方にある

インドの方角を見据える位置に安置された。それまで

は、檀家や有志たちが数年に一度の頻度で刈藻島に船で渡り、島の清掃と法要を勤めていたが、坐

像を安置した翌年からは、毎年草刈りや清掃を行い、法要を勤めるようになっている。 

こうしたシガサンニチに行われている会式や刈藻島での清掃活動などは、最初に始められたのが

いつなのか正確にはわからないが、施無畏寺の記録によると、シガサンニチの会式は昭和の初めに

施無畏寺参道の桜並木 

シガサンニチに開山堂で営まれる明恵上人会式 

刈藻島での清掃活動と法要 
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はすでに行われており、刈藻島でのお勤めも、昭和７年（1932）の七百回大遠忌法要の際に住職ら

が船で島に渡り、法要が営まれている。 
 

シガサンニチに行われる明恵上人会式は、明恵を敬愛してやまない人々の思いと土俗の風習が合

わさり、「シガサンニチ」の言葉の響きとともに咲き誇る桜の時季の風物詩となっている。桜並木

の参道を登り、若き日の明恵が厳しい修行に身を投じた西白上に立つと、春の陽光に輝く穏やかな

海が眼下に広がり、栖原の集落とその沖にある刈藻島や鷹島が一望できる。刈藻島でのお勤めもま

た、明恵が抱いていたインドへの憧憬と、この島に注がれた愛情に共感を覚える人々によって今日

まで続けられている。施無畏寺を擁する白上峰と湯浅湾に浮かぶ刈藻島には、明恵が残していった

足跡を自然の息吹とともに感じる歴史的風致が今なお息づいている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 西白上から望む湯浅湾の景色（刈藻島、鷹島、栖原の集落） 

刈藻島 

鷹島 

栖原 
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明恵の足跡に見る歴史的風致の範囲 

西白上遺跡 

東白上遺跡 

施無畏寺 

刈藻島 
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4)顯國神社の祭礼に見る歴史的風致 
顯國神社の由来 

湯浅の古くからの市街地とその周辺で執り行われる伝  

統行事に「顯國神社の祭礼」がある。顯國神社は、旧湯浅村

（現湯浅町大字湯浅、別所、青木、山田）の総鎮守として地

元では「大宮さん」と呼ばれ、氏子らの崇敬を集めてきた社

である。社伝によれば、顯國神社の創祀
そ う し

は、延暦 20 年（801）

に坂上田村麻呂が有田郡霧崎
きりさき

菖蒲
あ や め

の里（現湯浅町大字田字

小濱
お ば ま

ないし大字栖原字下地
し も じ

）に到って同地の神々を崇敬し、

社殿を造営して大國主明神として祀ったのが始まりとされ

る。その後、天養元年（1144）には、この地の土豪湯浅宗重によって当地に勧請され「顯國明神」

と改称して、湯浅一族の信仰を集めた。江戸時代の寛文 8年（1668）12 月には、徳川頼宣より「顯

國大明神」の社号を授与され、これが先例となって歴代藩主の参詣または代参があるなど紀州藩に

も篤く崇敬された。近世以前の顯國神社の社役は、深専寺（浄土宗西山派）の支配に係り、寺中の

東の坊が社僧を勤めたという。現在の本殿は江戸中期のものと考えられ、拝殿
はいでん

は元文 2年(1737)、 

祝詞
の り と

殿
でん

は明治 21 年(1888)の建築である。 
 

顯國神社の祭礼 

顯國神社の祭礼は、毎年 7 月 18 日の若宮祭（夏祭）と、

10 月 18 日の顯國神社の例祭（秋祭・湯浅祭）である。若宮

祭は、明治 44 年（1911）に顯國神社に合祀された若宮神社

の祭礼で、7月 17 日の夕刻に顯國神社境内にある若宮社での

宵宮祭、翌 18 日には本祭が行われ、御旅所である南恵比須

神社までの神輿渡御と、オニ・ワニが獅子を退治する三面獅

子舞が奉納される。若宮神社は、社伝によれば、後鳥羽院熊

野御幸の際に湯浅宗方
むねかた

に下賜した神社で、以後、宗方が崇敬

して鎮守神として祀り、宝治元年（1247）に青木の花園山に

遷し若宮神社と号したという。青木の旧社地には今も社殿が残る。 

10 月 18 日の湯浅祭は、顯國神社で最も大きな祭礼であり、多くの氏

子が参加して神輿渡御行列や三面獅子舞の奉納が行われる。湯浅祭では、

かつては「流鏑馬
や ぶ さ め

」と称する各町から出された「組馬（箱馬、町
ちょ

馬
んま

とも

いう）」による駆け馬などの行事が盛んに行われたが、これは、昔、田

中九郎助（生年不詳～1651）という者が社前に馬を集めて流鏑馬をした

のが馬寄せの始まりであると伝えられる。田中九郎助が住んでいたとい

われる界隈の町組は、今も「九郎助」という町名で祭礼に参加している。 

江戸時代の湯浅祭の様子は、嘉永 4年（1851）の『紀伊国名所図会』

に描かれており、「湯浅祭礼神輿渡御の図」では、沿道の家々は格子を外

し、幔幕
まんまく

を張って飾りつけ、見物人が町を埋め尽くし祭一色となった当時

顯國神社 

若宮祭（宵宮） 

天保五甲午九月 

流鏑馬仲間定 御旅町 
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の華やかな祭の様子がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
行列の先頭を行くのは湯浅の各町組から出された組馬であり、そ

の後ろに連なる列は顯國神社から出される神幸行列で、その中には三

面獅子舞も見られる。「湯浅町々より駈
かけ

馬
うま

を出す図」に描かれている

ように、各町組は馬の飾りや武者の鎧、母衣
ほ ろ

、幟、矢取りの子どもや

口取りの衣装に贅を凝らした。古くは祭前日の神社前の馬場や、祭礼

当日は、御旅所からの還りに北の松原より北町筋を馬場に見立て、組

馬や近郷より参加した客馬が疾走する駆け馬の行事が行われた。明治

24 年（1891）の祭礼では、組馬、客馬合わせて 90 頭にものぼり、か

つての湯浅祭は、豪華な馬具や衣裳を飾り付けた組馬の行列や駆け馬

が行われる有田地方最大の馬祭りであった。 

このように、顯國神社の秋の祭礼では、かつては湯浅の

町組ごとに華麗に仕立てた騎馬武者を渡御行列に参加さ

せるのを古例とした。町内には単独の町や数ヵ町の連合、

同業仲間など大小 20 ほどの組（箱組）とよばれる組織が

存在し、現代にも受け継がれている。組の組織は、時代

によってその数が増減し、戦後に出来た新しい組もある

が、現在ある組の多くは古くからある組が時代ごとにそ

の範囲を少しずつ変えながら継続している。 

湯浅祭の基本的な形態については、少しずつ形を変えな

湯浅祭礼神輿渡御の図

湯浅町々より駈馬を出す図

組馬（昭和 15 年 濱町） 
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がらも昭和戦前の頃まで引き継がれ、その華やかで勇壮な湯浅祭の組馬の評判は県内外に広く知れ

渡っていた。しかし、戦後になると馬中心の祭りの様相は徐々に変化し、昭和 30 年代後半からは、

農耕や荷役に従事し「馬力
ば り き

」と呼ばれた馬が減少して手配

が難しくなったことと、大勢になった子供たちが祭りに参

加できるようにと、組馬に替わって子供神輿を出す町組が

増えていった。 

祭礼の準備は、10 月初旬頃からそれぞれの組で世話役

を中心に始められ、組内の家からの掛金集めや、宿の飾り

付けをおこなう。組の拠点となる宿は、祭りの一週間ほど

前に飾り付けられ、祭り当日まで組の者が集まって交代で

番をする。組によって年ごとに家の周り番である場合や毎

年同じ集会所などの場合がある。宿のしつらえは組ごとに異なり、組馬から各町の神輿などに変わ

るにつれて「馬宿」が「神輿宿」へと様子が変化した町組もあるが、伝統的な馬宿のしつらえは、

表には組名を書いた赤い羅紗
ら し ゃ

地の幟を立て、宿の提灯を飾り幔幕を張る。注連縄を回らした座敷に

は、組馬の騎馬武者が着る甲冑を中心に、馬具、金銀の刺繍柄の入った赤母
ほ

衣
ろ

、矢取り・口取りの

衣裳を飾り、御幣
ご へ い

、神
しん

札
さつ

、鏡餅、懸け鯛、御神酒
お み き

などを供える。 

渡御の出し物に鳴り物を出す組では、夜になると太鼓などを練習する音が聞こえ、神輿を奉納す

る組も、祭礼前日や当日の朝に、太鼓や笛を鳴らしながら山車に乗せた神輿を引いて町内を練り歩

く。こうして馬宿を起点に祭りの準備が始まり、その周辺から祭り気分が高まっていくのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駆け馬（昭和 27 年） 

馬宿（神輿宿）〈北町〉 馬宿（神輿宿）〈九郎助町〉 

前日に町内を神輿が練り歩く〈本町〉 市街地を練り歩く山車〈王城〉 
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湯浅祭の本宮当日の朝には、各宿では祭を支える町

組の家々に対する御礼のため、的入れの行事が行われ

る。かつて組馬が出ていた頃には、町ごとに豪華な飾

りをつけた組馬の騎馬武者が町を練り、介添えが持つ

柄の付いた板の小的を扇根で打って礼をし、宿に供え

た鏡餅を切り分け家々に配ったが、現在は鎧武者が歩

いて的入れを行う場合や、山車を出して町内を練り歩

き、餅を配布する町組も多い。そんな中、重要伝統的

建造物群保存地区内にある古くからの町組の一つであ

る北浜町では、失われつつあった湯浅祭の伝統を守ろ

うという思いから、平成 21 年（2009）の祭礼から古式に則った騎馬武者による的入れを再開させ

た。この的入れは「チョンマ」と呼ばれ、町内の男性が鎧武者として騎乗し、縮緬の法被を着て化

粧前垂れを着けた口取り二名が、馬の手綱を取って町内を回り、通りに面した家には玄関先で的を

2つずつ打ち、小路にある家の場合には、小路口から家の

軒数につき 2 つずつ的を打って、祭り運営への返礼とす

る。伝統的な町並みを闊歩する騎馬武者の勇姿に、集ま

った北浜町の氏子たちからは拍手と歓声が上がる。 

湯浅祭の本祭は、正午から本社神前において神事が執

り行われ、その間に、各町組の子供神輿などの渡り物が

鳥居前に集まってくる。その後、神社境内の拝殿前の参

道において三面獅子舞の奉納があり、これが終了すると、

いよいよ行列が神社を出発して神輿渡御が始まる。 

現行の行列順は、三面（オニ・ワニ・獅子）→神輿・

祭礼にかかる市街地や集落の範囲と馬宿（神輿宿）の分布図（平成 27 年） 

騎馬武者の的入れ（チョンマ）北浜町 

鳥居の前に集まる氏子たち 

顯國神社 

若宮神社

湯浅城跡 
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榊・御供箱・供物→神職→宝剣→氏子総代会が続き、各町の

組馬や子供神輿、提灯屋台、時代行列、太鼓組などの趣向を

凝らした行列が、本神輿一行の前と後ろにくじで決められた

順番により配される。行列の順番や渡り物は時代によって一

様でなく、戦前には御所車なども列した。湯浅祭の神輿渡御

の道のりは、途中までは夏の若宮祭の場合と変わらず、大宮

前の道を西進し、字馬
うま

出
で

・馬止
うまどめ

を経て南道
なんどう

に入る。この辺り

は大正から昭和初期にかけて市街化が進んだ界隈で、湯浅醤

油株式会社の跡地や湯浅小学校講堂の前を通る。南道から本

町通りを西に進んで熊野街道の立石道標が建つ道町に至る。

若宮祭の渡御ではここから道町を南進するが、湯浅祭では、

行列は立石の四辻
よつつじ

を直進し、深専寺の門前を横切って鍛冶町

通りを北に折れて進み、御蔵
お く ら

町
まち

を越えて醤油醸造で栄えた町

並みへと入る。ここまで来る間に何度か休憩を取りながら行列

は進む。また、途中では三面獅子舞も披露される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北町に至り、さらに北町通りを西へと進み、旧市街地の北西にある御旅所の北恵比須神社に到

着する。なお、行列に参加する町組が増加したことにより、昭和 57 年（1982）からは本渡御行列

に並行した別の順路も設けられ、町組の半数はこちらの順路を進む。 

北恵比須神社では御旅所祭の祭典が執り行われる。その後、埋立地にあるなぎ公園に移動して三

面獅子舞が披露され、三面獅子舞が終われば餅撒きが行われ、祭りの役員が懸け鯛や、お供えの餅

や菓子を投げ、参列者が拾い合う。これらが済むとお戻りとなり、祭りは一連の行事を終える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三面獅子舞の奉納 

神輿渡御行列 

御旅所での祭典 餅撒き 
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7 月 18 日 若宮祭及び 10 月 18 日 湯浅祭 神輿渡御順路図（平成 27 年） 
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顯國神社の三面獅子 

祭礼の形態が時代の流れにより変化しても、顯國神社の

三面獅子は、以前と変わらぬ形で今も神幸行列において重

要な役割を担っている。顯國神社の三面獅子がいつごろか

ら伝わっているかは不明であるが、嘉永 4年（1851）の『紀

伊国名所図会』にその姿が描かれていることから、少なく

ともその時代の祭礼に奉納されていたのは間違いない。か

つては町組の北王城
きたおうじょう

と南 王 城
みなみおうじょう

の若衆によって受け継が

れており、双方の若衆が隔年交代で獅子舞を奉納したが、

昭和 38 年（1963）に北栄
ほくえい

精華
せ い か

青年団が加わり三交代で獅子

を奉納するようになり、その後、昭和 53 年（1978）に「顯

國神社三面保存会」を発足させ、獅子舞の芸能が保存・伝

承されている。 

顯國神社の三面獅子は、オニ、ワニ、獅子が一つの締太

鼓に合わせ動作する。オニは鼻が高く、ワニは牙がある。

いずれも鳥兜に袴装束で草履を履き、左手に鈴の付いた鉾

を担ぎ右手には紙
し

垂
で

を持つ。獅子は二人立ちで、前垂れが

白黒の縞模様で裾が白い緋色の胴幌に、木を削り出して作

られた獅子頭は約 10 キログラムもの重量がある。 

三面獅子の舞は締太鼓の早打ちを合図に始まる。すぐに重々しい調子に変わると、オニ、ワニは、

紙垂を祓うように振り、踊りながら筵
むしろ

の上まで獅子を誘う。獅子は進みながら、時折オニが持つ

鉾の鈴を狙って咬み付く動きを見せる。筵に着いた獅子の鼻先にオニが鉾を突き立てると途端に獅

子は怒り、縦横無尽に暴れ狂う。その間もワニは周囲を踊り続け、オニは鉾を突き立てた姿勢を崩

さず獅子と対峙する。やがて獅子は静まり、オニの鉾先に顎を乗せて恭順の姿勢を示す。ついには

寝てしまった獅子の頭をオニが紙垂で叩いて起こし、最後は紙垂を回しながらオニ、獅子、ワニの

順に並んで駆け去ってゆく。 

この舞が披露されるのは、毎年 7月 18 日の若宮祭本宮
ほんみや

とその前日の宵宮、10 月 18 日の例祭の本

宮である。祭礼時は神前式の後と渡御の道中においても披露される。また、三面獅子が現れると、

氏子たちが「鈴を頂く」光景が見られる。これは、オニ、ワニが持つ鉾に付いた鈴を頭上で振り鳴

らしてもらい、お得を頂く風習である。また、獅子に頭を噛んでもらうと病気にかからず、頭も良

くなるという言い伝えもある。獅子にお願いすると、パクパクと歯を打ち鳴らし、氏子の頭上で大

きな口を開けて頭
かしら

に付いている鈴を振り鳴らす。小さな子供はあまりの怖さに泣き出すが、親た

ちは泣きながらも頑張った我が子をなだめて褒め、健やかな成長を願う。 

昭和 5年頃の三面獅子（北王城） 

三面（左からオニ・獅子・ワニ） 
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顯國神社の三面獅子は、暴れ狂う魔物である獅子をオ

ニとワニが退治するもので、五穀豊穣、商売繁盛、無病

息災の願いを込めて奉納される。祭礼には欠かすことの

出来ない伝統的な民俗芸能であり、氏子である町民に永

く親しまれ、敬われてきた。平成 10 年（1998）には、湯

浅町の民俗芸能として湯浅町指定文化財に、さらに平成

21 年（2009）には、当地域の獅子の芸能の変遷と地域的

展開を考える上で貴重な存在であるとして和歌山県無形

民俗文化財に指定された。 
 

お祭りに欠かせない伝統の味「ナレズシ」 

顯國神社、國津神社、幸神社の秋祭りに欠かせない

ものに「ナレズシ」がある。有田地方を中心に、北は

海南市から南は日高辺りまでの和歌山県の中部地域

で作られる郷土料理で、祭礼行事に直接使われるもの

ではないが、秋祭りの時期にだけ作られて食す風習が

ある。鯖の押し寿司のように見えるが、酢を使わずに

乳酸発酵させており保存が効く。室町時代に開発され

たスシの原型といわれ、「近江のフナズシ」「秋田津軽の

ハタハタズシ」と並んで日本三大くさり寿司の一つといわれている。 

作り方は、先ず開いた鯖を 1 ヶ月程塩漬けにする。祭り

の 10 日程前に取り出して、水で晒してわずかに塩味が残る

程度に塩抜きし、小骨を取る。炊きたてのご飯に塩を振り

込んで冷まし、枕木状に固く握る。これに先ほどの鯖を被

せて握り、アセ（ダンチク）やバランの葉で巻いたらシュ

ロの葉などでほどけないように縛る。これを専用の木箱や

樽などにぎっしりと並べてふたをし、重石や締木をかけて

7 日～10 日経てばナレズシが出来上がる。ただし、ご飯に

は塩を入れず、樽などに並べてから塩水を少量、全体に回しかけるなど、各家によって作り方に

オニ・ワニの鈴を頂く氏子 獅子に頭を噛んでもらう氏子 

三面獅子舞の奉納 

ナレズシ 

鯖とご飯をアセの葉で包む 
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違いもある。食べるときはそのままの状態で切り分けるか、

アセやバランを外してから適当な大きさに切り、土ショウ

ガを添えて食べる。発酵した鯖が放つ独特の臭いから苦手

な人もいるが、熟成された鯖の旨味が塩味と酸味で引き立

たされ、酢を使った寿司とは全く異なる深い味わいを持つ。

よく漬け込んで風味が増したものは酒の肴になるほどであ

る。 

祭りの時期には親戚やご近所・知人などの間で自家製のナ

レズシのやり取りがあり、塩加減や漬け込む環境の違いから

各家によって風味や味わいが異なるナレズシを品評しつつ

食べるのも楽しみの一つである。近年は店舗やスーパーなど

で購入したり、酢を使って作る「早寿司」で代用したりする

ことも珍しくなくなったが、手間隙をかけ「我が家の味」を

守る家庭もまだまだ多い。 

 

 

 

 

顯國神社の秋祭りは、有田地方で古くから最も盛況な祭礼として知られ、今も多くの参拝客や聴

衆で賑わう。勇壮な騎馬武者行列が減少するなど、時代の移り変わりとともに変化を余儀なくされ

たところもあるが、現在も、歴史ある神社の社殿で執り行われる神事をはじめ、チョンマの的入れ

や神輿渡御行列、民俗芸能の三面獅子舞などが継承され、醤油醸造の町並みや熊野街道、湯浅城跡

といった固有の歴史的景観を有する市街地や集落の中で繰り広げられている。顯國神社の祭礼は、

神事にまつわる慣わしに食文化も一緒になって町民の生活に広く深く根ざしており、これら全てが

相まって地域独自の歴史的風致が形成されている。 

 

 

重石を乗せ発酵させる 

木箱にぎっしりと詰める 
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凡例

神社、御旅所、主な三面獅子奉納場所  

平成 27 年（2015）の馬宿  

平成 27 年（2015）の神輿渡御順路  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

顯國神社の祭礼に見る歴史的風致の範囲 

顯國神社 

湯浅城跡 
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5)國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致 
田の國津神社と栖原の幸神社 
國津神社が祀られている現在の田（旧田村）と、幸神社が

祀られている栖原（旧栖原村）は、『湯浅町誌』によると、

その昔、田と栖原は一体で「多須原
た す は ら

」と呼ばれていたこと

もあるという。どちらもみかんの段々畑が広がる山々に囲ま

れ、リアス式海岸の海に臨む小規模な農漁村集落である。農

業を主な生業としてきた北東部の「里」と呼ばれる地域と、

漁業を主とする南西部の「浜」と呼ばれる地域に地区内

の生活文化圏が大別される点も共通している。なお、田

の字出雲
い ず も

の集落は独立した場所に存在するが、祭礼では「里」

に含まれる。また、栖原の東には「団地」と呼ばれる新興住

宅地も形成されている。 

田と栖原は、市町村令が発布された明治 22 年（1889）から、

吉川（旧吉川村）を加えた旧 3 村が合併して出来た田栖
た す

川
かわ

村

に属した。田栖川村が誕生した当初は、田の國津神社以外に

も旧村社として栖原の國
く

主
ぬし

神社と吉川の逆川神社が祭祀され

ていたが、明治 40 年（1907）に國主神社が、明治 42 年（1909）

には逆川神社が、村内にある他の神社共々、國津神社に合祀

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みかん畑と海に囲まれた集落〔栖原〕

小浜海岸〔田〕 

田と栖原の「里」と「浜」の範囲図 

田

國津神社 

栖原 

幸神社 
里 

浜 

団地 

國主神社跡 

出雲 
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國津神社は、社伝によれば、素盞鳴
す さ の お の

命
みこと

・大己
おおなむ

貴
ちの

命
みこと

・建
たけ

御名方
み な か た の

命
みこと

が、田の小浜海岸の沖にある澳
おき

津島
つ し ま

（曽
そ

加美
が み

）で

魚釣りをし、その後、小浜海岸の大蛇
おおへび

島
じま

に移り、大己貴命

（大國主命）が巌窟に鎮座し、元正
げんしょう

天皇の御宇（715～723）

にその場に祭祀されたという。後に小浜の巌窟から神物
かんもの

原
はら

（今は物原という）に遷祀
せ ん し

し、文永 7 年（1270）9 月、現在

の地である宇賀
う が

の森に遷座して今日に至るという。 

天保 10 年（1839）刊行の『紀伊
き い

続風土記
し ょ く ふ ど き

』には、当社は、

もと久
く

豆
づ

呂
ろ

の宮（久豆とは國津のことで、呂はその助語）

といわれ、その後國
くに

主
し

大明神社といったが、やがて國津神

社と称されたと記されている。また、湯浅にある顯國神社

は、湯浅の土豪湯浅権守宗重が当社より勧請したとある。 

当社は、久豆呂ヶ岡という小高い丘の上にあり、境内へ

入るには丘の東側にある参道の石段を上る。丘の西側は崖

になっていてその向こうに久豆呂の浜が広がる。社殿は、本

殿は天保 10 年（1839）に再建され、拝殿と祝詞殿は明治 29

年（1896）に再建された後、昭和 14 年（1939）に大掛かりな修理がされていることが棟札などの

記録から判っている。社殿の背後に控える宇賀の森は、大きな松や楠・柏槙・アコウなどが鬱蒼

と生い茂る鎮守の森である。境内は南向きに開けて陽光が降り注ぎ、海からの潮風が吹き抜ける。

主祭神は大己貴命と少名彦
すくなひこの

命
みこと

で、配祭神は伊弉冉
い ざ な み の

命
みこと

・天
あま

照
てらす

大神
おおみかみ

・奇
くし

御気
み け ぬ

野
の

命
みこと

・速玉之男
は や た ま お の

命
みこと

・

事
こと

解男
ときおの

命
みこと

である。 

 
一方、幸神社は、江戸時代に房総、蝦夷、樺太、千島の漁

場を 10 代にわたり開拓した栖原（北村）角兵衛が、自らの

所有地であった現地に祀ったものと伝えられている。幸神

社は、明治 10 年（1877）に栖原村村社の國主神社の境内に

移され、明治 40 年（1907）には國津神社境内神社の稲荷神

社に合祀された。しかし、その直後、栖原で腸チフスが流

行したこともあり、地元の希望によって國津神社から字前

山の現地に戻されて祀られている。樹木に覆われ昼尚暗い

参道を登ると、山の中腹に西向きに開けた境内がある。社

殿の本殿や参道の石段は、昭和 11 年（1936）に氏子たちに

よって寄進されたものである。祭神は猿田彦
さるたひこの

命
みこと

で、地元で

は「さいのかみさん」と呼ばれて敬愛されている。 

 

 

 

 

國津神社本殿 

幸神社拝殿 

國津神社拝殿 

幸神社本殿 
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國津神社の祭礼 

國津神社の祭礼は、4 月 15 日に春祭、7 月 15 日に夏祭、10 月

15 日に秋祭、12 月 15 日に冬祭が執り行われる。最も盛大なのは

秋祭で、神輿渡御行列や、太鼓を載せた山車
だ し

、オニとワニが獅子

を退治する三面（神楽
かんぐら

）と呼ばれる獅子舞の奉納など、古式に則

り、氏子総出で豊作・豊漁を祈願する。祭礼が始まった明確な時

期はわかっていないが、祭礼に使用する幟を収めていた文政の木

箱が残っていることから、少なくとも江戸時代のこの頃には、現

在のような形で行われていたと考えられる。 

田には、神社の総代とは別に祭礼の世話役を担う「頭屋
と う や

」の制度

が残っており、里と浜にそれぞれ頭屋を置く。浜では 40 軒、里で

は 50 数軒の名乗りを挙げた家の中から、抽選でその年の「当たり

頭屋」を決めている。里と浜はそれぞれ山車一台を所有しており、

祭りが近づくと、青年たちが毎晩頭屋の家に集まって、太鼓と笛の練習を

行う。里と浜では、太鼓の打ち方や笛の旋律がそれぞれの形で伝承されて

いる。里の山車は毎年その年の干支の作り物を上に載せることになってい

て、太鼓や笛の練習で頭屋に集まる青年たちが、練習の合間に手作りで作

っている。また、浜は、山車とは別に三面獅子舞を伝承しており、獅子舞

は夜に神社の境内で練習が行われる。里と浜、それぞれの青年たちによっ

て、山車及び三面獅子舞が代々受け継がれている。 

祭り当日は、朝 9時頃から、里と浜の若衆は、大小二つの太鼓を乗せた

山車を押して各家々を門付で回り、太鼓と笛で囃し、祝儀をもらう。11

時、神社の境内に宮総代と田、栖原、吉川各区の役員らが

集まり祭典が始まる。本殿での祭典を終えると社務所で

直会
なおらい

が行われ、祭典に出席した役員たちは食事をとる。13

時を過ぎると、神社の参道前には保育園児らが引く練り物

が到着し、またその頃には、その年の浜の頭屋前の路上で

三面獅子舞が披露される。三面と里、浜の山車はそれぞれ

神社へと向かい、参道前に到着した山車は、太鼓を打ちな

がらほかの屋台とともに待機する。14 時、宮司が御神体を

二基の神輿に移し、境内で三面獅子舞の奉納が始まる。こ

の奉納を終えると、オニが獅子を先導し、ワニが後を追いな

がら境内から出ていく。境内から延びる参道の石段を降りた

オニ、ワニ、獅子は、参道前にて家廻りのときに踊る演技を

披露する。 

三面獅子舞の奉納が終わると、渡御行列が出発する。渡御

行列は、「ワッショイ、ワッショイ」の掛け声とともに、船

形神輿(保育園児) → 俵神輿(小学 1～3年生) → 太鼓 → 

神輿(小学 4～6年生) → 幡(里、浜) → 吹き散り(里、浜) → 

参道前で太鼓を打ち、笛を奏でる 

神輿渡御 

文政の幟箱（里若連中） 

子供神輿 
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山車(里、浜) → 宮司 → 巫女 → 榊 → 御幣 → 宝刀 → 
御幣(金) → 鉾 → オニ → 神輿 → ワニ → 各役員(御幣

(金)・榊持ち) → 法螺貝の順に行進していく。神輿は、順路

どおりになかなか行こうとせず、脇道に逸れるのをオニが連

れ戻す。この行列は途中、田村みかんの出荷組合などの広場

や路上で休憩をとる。このとき、里、浜の各山車では若衆だ

けでなく、過去に太鼓や笛の奏者として鳴らした者もこぞっ

て参加し、それぞれの技を見せあう。 

渡御行列は、かつて大己貴命（大國主命）が國津神社に

遷祀される前に祀られていたという、物原と呼ばれる場所

に到着する。ここでは神輿を据え、宮司による祝詞奏上と

巫女舞を奉納し、祭典を行う。これが終わると御旅所に向

けて行列が動き出す。物原を出発した一行は、いよいよ小

浜海岸の御旅所に到着する。神輿は到着しても何度も練り

まわしや押し合いをし、なかなか御旅所に据えられない。

ようやく御旅所に神輿が据えられると、直ちに祭典が執り

行われ、三面獅子舞が奉納される。演者の体力は限界を迎え

ているが、ここでの三面獅子舞は最後ということもあり、か

つて獅子舞を演じた先輩たちからの激励の声を受けながら、

力を振り絞り、非常に熱の入った演技が披露される。 
獅子舞の奉納が終わると、氏子たちは小浜の砂浜に降り、

堤防の上から餅撒きが行われる。餅撒きでは懸け鯛も投げら

れ、盛り上がりを見せる。この餅撒きが終了すると神輿は國

津神社まで運ばれ、還幸が速やかに行われて祭礼は一切終了

となる。 
 

國津神社三面獅子舞 

國津神社の三面獅子舞は、オニ・ワニと呼ばれる異形の者が獅子

を退治するこの地方特有の芸態を有しており、特に胴幌の内に 4 人

が入る獅子は、有田地域の有田川流域の集落に見られる獅子舞の形

態である。獅子舞の形態には類似性があっても、その演技は國津神

社独自のもので、静と動の動きの中でオニとワニが獅子と激しく対

峙し、約 25 分にも及び切れ目なく連続する貴重な芸態をよく伝えて

いる。信仰の上においても、祭礼の場を清浄に保ち、神輿の先導を

務め、祭礼の進行に大きく携わる重要な役割を持っている。 

現存する國津神社の三面獅子舞の記録で古いものは、明治 29 年

（1896）調製の『寳物古文書什器臺帳』に祭典具として「獅子頭（幕

添）」「假面（装束付）」と記載されているが、顯國神社と同じく少な

くとも近世に遡るものと思われる。オ二は鼻高面を付け、ワニは口の

御旅所での三面獅子舞の奉納 

餅撒き 

國津神社三面獅子舞 

物原での神事 
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大きく裂けた面を被り、頭に緋色の鳥兜を付ける。濃い緑色の上下の

装束に、緋の上着を重ね着る。右手に演者が「カンピョウ」と呼ぶサ

イハイ（紙垂の付いた棒）を持ち、左手で肩に鈴の付いた鉾を担う。

獅子の胴幌は緋色で全体が覆われていて、頭の下の前垂れのみが白黒

の横縞模様である。また、國津神社の三面獅子舞にはお多福も登場す

る。お多福は、白っぽい上下の装束に緋色の袴を着用し、お多福面を

付ける。頭には薄黄色の被り物を被り、手には扇子を持つ。獅子の胴

幌の乱れを整えたり、寝ている獅子が尻尾や耳を動かすのを諌めたり

するなど、演技における補助や道化的な役割を担っている。 

三面獅子舞は、祭礼前日の朝から晩までの一日中と、祭り当日の午

前中に、地区内の全戸をまわる「家回り」と称する門付
かどづけ

を行う。まず、

お多福が各家の門戸をたたき、家人に声を掛けて獅子舞を行う。門付

では 2人立ちの獅子と、オニかワニのどちらか一方で家廻りの演技を

演じる。太鼓の合図で獅子が玄関から中へ入り、オニあるいはワニに

よって鉾で鎮められると家から出て行く。終了するとお多福が祝儀を

もらう。 

祭礼当日は、浜の頭屋の前と、神社の境内、そして小浜の御旅所で

三面獅子舞を奉納する。境内拝殿前での奉納は、締太鼓の調子に合わ

せ、オニ、獅子、ワニの順に入場する。獅子が中央の筵に寝そべると、

その周りでオニ・ワニは獅子に気付かれないように、身体を反らすよ

うにして獅子の様子を伺う。やがて鉾を獅子の前に突き立てると、獅

子は暴れだしトグロを巻いて立ち上がり、上体を大きく反らして回す。

獅子が立ち上がるこの所作は「天狗の舞」と呼ばれ、獅子頭を遣う者を残りの演者たちが肩車で支

える。「天狗の舞」という呼称は、ここ十数年程でそう呼ばれるようになったもので、元は肩車を

指す「天車（てんぐるま）」と呼んでいたのが転訛したものである。オニとワニは体勢を戻した獅

子と激しく対峙し、ついに獅子を倒し鎮める。締太鼓が打ち鳴らされ、オニは獅子を起こして境内

から連れ出し、神社参道の石段を、サイハイを振り、片足で跳ぶ所作を繰り返しながら下りていく。 
参道前では、引き続き家廻りの演技が披露される。このときは、オニ・ワニ両者と 4人立ちの獅

子で踊る。寝獅子の前に進んだオニは、頭を貫くほどの位置まで鉾先を素早く 4回突き刺す。獅子

は鉾先をかわしつつ、これに咬みつこうとする。オニは鉾をゆっくりと大きく後ろにまわして地面

に突き立てる所作を 2回繰り返し、最後は顔を近づけるよう

にして獅子と強く対峙する。その間獅子は、歯咬みしながら

ゆっくりと起き上がるが、やがて再び寝る動きをみせる。こ

れらは境内で奉納された演技の単なる省略ではなく、まった

く別の所作である。短いながらも緊張感溢れ、オニ・ワニと

獅子との対決色が凝縮されている。オニが所定の位置まで戻

ると締太鼓が打ち鳴らされ、ワニがサイハイを振りながら獅

子の方へ跳ねてゆく。オニは獅子の頭をサイハイで打って起

こし、起こされた獅子はオニ・ワニと共に退場する。舞い終

えると、神輿のお渡りの開始となる。 

境内から獅子を連れ出す 

家廻りの様子 

参道前で家廻りの舞を奉納 
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國津神社の三面獅子舞の伝承は、現在は保存会が組織されてはいるが、実際は昔から変わらず浜

の若者たちが仲間に声を掛けて演者を募り、祭礼時に奉納されている。浜の若者だけでは演者の人

数が揃わない年は、里から助っ人に来てもらう事になっている。練習の際には、三面獅子舞を経験

した先輩が代々演技を指導しており、國津神社の三面獅子舞は、田に住む若者たちが受け継いでき

た伝統によって永く守られている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸神社の祭礼 

幸神社の祭礼は、7 月 16 日に夏祭、10 月 16 日に秋

祭が執り行われる。秋祭での神輿渡御や太鼓の演奏、

三面獅子舞の奉納が行われるようになったのは、昭和

27 年（1952）からである。その当時の田栖川村の村社

は國津神社で、栖原に祀られていた幸神社では祭礼の神

事だけが執り行われていた。そこで、村の商工会の役員

たちが相談し、栖原のお祭りを盛り上げようと企画した

のが現在の栖原祭りの始まりである。祭礼には神輿が用

意され、國津神社に伝わる三面獅子舞が採り入れられた。

いずれも主役は子どもたちである。太鼓は田の里から習い、青年団が受け持った。それから現在ま

で毎年、神社総代会の世話役たちが祭の準備を進め、子供や青年が中心となって祭礼が執り行われ

ている。 

10 月 15 日 田村祭 神輿渡御順路図（平成 27 年） 

神社参道上り口での三面獅子舞奉納 
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栖原祭りの祭典は、祭当日の正午から幸神社の境内で

執り行われる。神社の下、参道の上り口付近では、青年

団による太鼓が演奏されている。神前式が終わると、神

輿が石段を降りて参道の上り口に据えられ、三面獅子舞

が奉納される。三面獅子舞が終わると、神輿渡御が始ま

る。前半は神輿と担ぎ手、三面獅子舞を車に乗せて東の

方角へ移動する。栖原の東側は「団地」と呼ばれ、昭和

50 年代から宅地造成が始まり、人家の増加に伴って渡御

の順路に組み入れられてきた。山車は、神輿一行が到着する

場所へ常に先回りし、太鼓をたたいて神輿が来ることを知ら

せる。それぞれの要所では三面獅子舞が披露され、神輿の練

りまわしも行われる。 
団地での獅子舞を終えた行列は再び車で神社前に戻り、そ

こから神輿は徒歩で田栖川小学校へとむかう。小学校に到着

すると三面獅子舞が披露され、神輿の練りまわしも行われる。

ここでしばらく休憩をとってから一行は行列を組んで再び

来た道を戻り、江戸時代の豪商の栖原角兵衛の屋敷や、江戸

で砂糖商を営み、幕末の志士であり儒者でもあった菊池海荘

の屋敷跡の目前を通り、南の堀へと向かう。南の堀はかつて

浜の集落内の広場にあたる場所で、ここでも三面獅子舞が披

露される。 
南の堀での獅子舞を終えた一行は栖原漁港内に設けられ

た御旅所に到着する。御旅所では先に到着していた太鼓が打

ち鳴らされている。神輿が到着すると練りまわしを行い、所

定の場所に据えて洗米、水、酒、二重の餅、鯛、乾物、野

菜、果物などを献撰し、祭典がはじまる。傍らで、青年

団の仲間同士による海への落とし合いが始まると、水し

ぶきと歓声が上がる。祭典が行われている後方では三面

獅子舞も同時に奉納される。 
祭典が終了すると、漁港の荷捌所の屋上から餅が撒か

れる。餅撒きでは懸け鯛も投げられ、大いに盛り上がる。

餅撒きが終了すると神輿は神社へと運ばれ、神社では宮

司によって御神体が本殿へと戻されて、祭礼は一切終了

となる。 
 

 

菊池海荘屋敷跡の前を通る神輿渡御 

漁港の御旅所へ向かう神輿 

餅撒きで投げられる懸け鯛 

餅撒き 
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幸神社三面獅子舞 

國津神社の三面獅子舞の所作を習い、昭和 27 年（1952）

に当時の栖原の小学五年生の男子児童によって奉納された

のが最初である。その後、三面獅子舞は六年生の男子児童が

演じるようになり、神輿は五年生と四年生の男子児童が担い

だ。昭和 55 年（1980）には初めて六年生の女子児童も神輿

を担ぎ、女子も祭りに参加するようになった。近年は少子化

が進み、六年生だけで獅子舞をするのは困難になり、下級生

も演者に加えている。三面は栖原の三年生以上の男子児童全

員で構成し、神輿の担ぎ手は六年生から三年生までの女子児

童が務めるようになり、平成 27 年（2015）からは六年生と

五年生の女子も三面獅子舞を演じるようになった。 

毎年 10 月初頭に三面獅子舞の練習が始まる。練習は夜に

1時間半ほど行われる。練習期間は演技の完成度などでも変

わるが、休みも入れて 10 日ほどである。子供たちが獅子舞

の練習をする間、神社の総代たちによって注連縄
し め な わ

が作られる。 

祭り本番の 4～5日前から村廻りが始まる。三面獅子舞は、

祭り当日までの間に栖原地区内の家を一軒ずつ、その年に不

幸事のあった家を除いて全てまわる。三面一行は、玄関先で

獅子頭をパクパクと鳴らしてご祝儀をもらい、要所で村廻り

の演技を披露する。村廻りは連日、放課後から開始し、日が

暮れてすっかり暗くなるまで続けられる。村廻りなどで見ら

れる光景として、國津神社と幸神社の三面獅子舞では、頭が

良くなり、無病息災でいられるようにと氏子が獅子に頭を噛

んでもらう風習があるが、顯國神社の三面獅子のようにオ

ニ・ワニの鈴をいただく風習はない。 

幸神社の三面獅子舞では、國津神社の三面でいうところの

オニの役割を天狗、ワニの役割を鬼と呼ぶ。天狗は高い鼻の

面を付け、鬼は二本の角が生えた面を付ける。緋色の上下の

装束を着用し、両肩に水色のタスキを掛ける。右手に白色の

サイハイを持ち、左手と肩で鈴のついた鉾を担う。獅子の頭

は木製で、小学生が扱うには少々重い。胴幌の全体は緋色で

中に 3名が入る。お多福は、ほおかむりをし、お多福面を付

ける。水色の上着に緋の袴を着用し、手に扇子を持つ。幸神

社の三面獅子舞には、國津神社の三面には無いひょっとこが

登場する。ひょっとこも、ほおかむりにひょっとこ面を付け

る。水色の上着に白の股引を着用し、手に扇子を持つ。彼らは、観客を扇子で扇いで愛嬌を振りま

きつつ、獅子の乱れた胴幕を直すなど演技を助ける役割を担う。演技の始まりと終わりに打ち鳴ら

される締太鼓の演者は、天狗・鬼と同じ装束で、頭に水色の鉢巻を巻いている。 

幸神社三面獅子舞 

注連縄作り 

村廻りの様子 

愛嬌をふりまくひょっとこ 
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幸神社の三面獅子舞は小学生が演じているため、獅子が肩

車で起き上がるところを立ち上がるだけにしたり、所作のた

めが短く演技のテンポが速くなったりしているが、天狗・

鬼・獅子の基本的な所作は國津神社の三面獅子舞をきちんと

踏襲している。神社下での最初の奉納から、神輿のお渡りと

ともに順次地区内を廻り、最後にお旅所である栖原漁港で大

勢の氏子たちに見守られながら踊り終える。幸神社の三面獅

子舞は、子供が演じることにより、栖原固有の変容を遂げつ

つ、地域に溶け込み、独自の愛らしい三面獅子舞として人々

に愛好されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田と栖原は、かつては同じ田栖川村に属し、國津神社を村社としてまとまっていた集落である。

國津神社の祭礼とそこで奉納される三面の獅子舞は、小浜海岸など自然環境に恵まれた環境で古式

をよく伝えており、子供からお年寄りまで地区住民総出で祭りに参加している。幸神社の祭礼と子

供たちによる獅子舞も地域に定着し、栖原角兵衛屋敷や菊池海荘屋敷跡など歴史的な建造物が残る

環境で執り行われている。 
豊かな自然を身近に感じながら暮らしてきた集落の人々にとって、神社は信仰の対象であり、祭

礼を通じ、地域への愛着心の拠り所でもある。神社もまた氏子を思いやり、いずれの祭礼でも、獅

子舞が集落内の全戸へ神徳を与えに回る。國津神社と幸神社の祭礼には、沿岸部の集落における

人々の暮らしと信仰が反映された歴史的風致が集落全体に受け継がれている。 

力を合わせて獅子舞を奉納 

10 月 16 日 栖原祭 神輿渡御順路図（平成 27 年） 



 第 2 章 湯浅町の維持・向上すべき歴史的風致  

100 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

凡例

神社、御旅所、主な三面獅子舞奉納場所  

平成 27 年（2015）の頭屋  

平成 27 年（2015）の神輿渡御順路  

國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致の範囲 

田 

栖原 

國津神社 

幸神社 
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6)海辺の営みに見る歴史的風致 
海とのつながり 

紀伊水道に臨む湯浅湾に面する湯浅町は、豊

富な海の幸に恵まれ漁業が盛んである。栖原と

田にはそれぞれ漁港があり、大字湯浅では湯浅

広港の港湾の一部を漁港として利用している。

鰯の稚魚であるシラスや、タイ、イカ、タチウ

オ、アジ、サバといった近海の魚介類が獲れ、

中でもシラスは和歌山県で最も多い漁獲量を誇

り、水揚げされたばかりの新鮮なシラスを使っ

た加工業も営まれている。また、自然が豊かで

風光明媚な栖原と田の海岸は、西有田県立自然

公園に指定されている。 
周囲を山に囲まれ、海に開けた地理的条件で

ある湯浅は、古来より海との強い繋がりを持っ

てきた。『万葉集』の「由良の崎潮ひにけらし白

神の磯の浦廻を…」の歌にもみえるように、湯

浅湾には古代から船が行き交う姿があった。こ

の白神の磯とは、栖原の施無畏寺
せ む い じ

が建つ白上（白

神）山の麓に広がる磯のことで、嘉永 4年（1851）

の『紀伊国名所図会』にも描かれている。 

平安時代末期から隆盛していた湯浅一族はま

た、優れた造船・操船技術を有する水軍を配備し、海上にもその支配権を広げていたとされる。そ

の技術は、やがて湯浅の人々の海での活躍へと繋がっていく。彼らは、醤油をはじめとした産品の

大坂や江戸方面への移送、房総方面や五島列島近辺への漁業者の進出と、全国各地の海に繰り出し

ていった。 

 
湯浅町の漁民の活躍 

近世初頭より、鰯
いわし

が農作物に対する良質な肥料として価値を見出される。慶長年間（1596～1615）

の頃からは、畿内では綿作・菜種が、それより遅れて紀州では柑橘栽培が、阿波（徳島県）では染

物の原料である藍作が、商業的農業として本格的に栽培されるようになると、それまでの草肥・糞

尿が主とした施肥
せ ひ

では到底需要が賄いきれなく

なってきた。そこで、鰯を干して肥料とする干鰯
ほ し か

が、良質で、かつ豊富な肥料として需要が急増

し、紀州の漁民は鰯を求めて出漁した。湯浅沿

岸は漁業区域が狭小であるため、遠く房総半島

や五島列島に向けて出漁していったので、地元

には記録が乏しいところではあるが、1660 年頃

から幕末に至る加子米
か こ ま い

（紀州藩が漁獲量に応じ

て港ごとに課した課税）の石高は、湯浅が 270 石で紀州一であったことからも、湯浅の漁民の活躍

白神磯眺望の図 

顯國神社手水鉢 

醤油蔵が見える湯浅広港の漁船係留施設 
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をうかがい知ることができる。 

房総半島は、湯浅をはじめとした紀州漁民との関わりが深く、その交流の痕跡が多く残っている。 

湯浅の顯國神社の鳥居の側にある手水鉢には、「産子中、在関東上総国・御宿浦・天王台・六軒

町・岩和田・岩船浦」との刻がある。房総半島の御宿との繋がりを示す貴重な資産である。 

房総半島の東端、銚子
ちょうし

の外川
と が わ

浦は、明暦 2年（1656）に広村の崎山
さきやま

次郎右衛門
じ ろ う え も ん

に率いられた、主

に広・湯浅の漁民が拠点を置き、町や港を築いたことが知られている。『湯浅町誌』によると、外

川浦の宝満寺
ほ う ま ん じ

には、「宝永 2 年（1705）六月日紀州有田郡湯浅瓦屋四郎兵衛」と刻まれた古瓦が伝

わるといい、また、宝暦 4 年（1754）の『宗門改印形帳』には湯浅出身

の人名が多く残されている、と記載されている。 

房総半島南端の館山
たてやま

市にある船越
ふなこし

鉈切
なたぎり

神社に伝わる鰐口
わにぐち

（館山市指定

有形文化財）には、紀州栖原村の住人である「垣内太郎兵衛、前田六右

衛門、芦内佐平次」らが元禄 10 年（1697）に奉納したということが刻ま

れていて、この当時における交流を伝えている。 

他にも、房総半島の漁民の使う方言には、湯浅付近の方言と似た言葉

やアクセントがあるという指摘が『九十九里町誌』でなされる等、「マ

カセ」と呼ばれた紀州漁民との交流は様々な形で残されている。マカセは、一説には網を引く「ヨ

イトコマカセ」という掛け声に由来するとも言われ、マカセ網と呼ばれる鰯網は強靭なものであっ

た。この網の製造技術は、醤油の諸味
も ろ み

を搾る袋を編む技術を導入したものといわれ、湯浅の製網業

は一時、湯浅の主要産業のひとつであった。 

房総からさらに北方へと漁場開拓を進めた者もいる。栖

原村の栖原家初代角兵衛
か く べ え

は、元和 5 年（1619）に栖原に移

住して漁業をはじめ、房総方面で漁場開拓を行った。2代目

以降（栖原家は代々角兵衛と名乗った）は、江戸に出て漁

業のかたわら薪炭や材木問屋を経営し、さらには蝦夷地の

開拓を行って、漁場経営や、蝦夷地での産物の取引を行っ

て、北海道経済界の先駆的役割を果たした。栖原角兵衛屋

敷は、寛政 9 年（1797）に建てられた主屋と土塀、土蔵が

現存し、国の登録有形文化財となっている。内部の意匠からは、往時の財力が偲ばれる。 

このように、湯浅近辺の漁民たちは、優れた造船・操船技術と、製網技術をもって、広く全国で

活躍したのである。 

船越鉈切神社鰐口 

栖原角兵衛屋敷 
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海の整備 

湯浅では、寛文元年（1661）、狭小になってきた市街地を拡大すべく、濱町
はままち

の西側に新屋敷
し ん や し き

が拓

かれた。その様子は、『在田郡湯浅浜丑ノ新屋敷絵図』に詳細に描かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南北の通りから西側の海へ向かう小路
しょうじ

は、それまでの

湯浅の小路が 1.8 メートル程度、狭いものでは 0.9 メー

トルに満たないほど狭いのに対し、新屋敷では 3 メート

ル前後の幅員で作られている。これは、最初から海に出

ることの利便性を意識した町割であることが明らかで、

現在もその当時の町割が維持されている。中心付近に描

かれている「口前屋敷」は、海上や河川を利用して移出

入される物品に対する口前（張口銀）と呼ばれる課税を

徴収する屋敷であり、湯浅における海上輸送を監視して

いた。また、絵図の右端、つまり北端には、「えびす屋敷」

との記載があるが、これは現在の北恵比須神社である。 

湯浅市街地の南を流れる広川では、慶長 6年（1601）に深専寺
じ ん せ ん じ

第 8 世住職である有伝
う で ん

上人によっ

て、流路が変更された。今より南を流れ、河口部に広漠たる河原が広がっていた広川を、高城
たかしろ

山の

西隣にあった塹壕を利用して湯浅寄りに移し、あわせて河口北岸に堀割を造り、石堤を築いた。石

堤には、別所の弁天山から水神として弁財天神社を勧請
かんじょう

して祭祀した。今に伝わる弁財天堀である。

堀割面積は大きくないが、近海を帆走する和船にとっては重要な内港として機能した。 

弁財天堀は、現在も漁船の係留地として使用されてお

り、一部改修はされているものの、慶長 6 年（1601）の

石積みである中波止が残っている。また、弁財天神社で

は、毎年 7 月 7 日に「ぎおんさん」と呼ばれる祭礼が行

われる。当社は明治 40 年（1907）に顯國神社に合祀され、

昭和戦前から戦後しばらくの間、当地に社殿が無かった

時期があった。その期間は、祭礼の当日に顯國神社から

神輿を運んできて社殿の代わりにしたという。祭礼は七

夕の日に行われることから、願い事を書いた短冊をつる

した笹を納めにくる多くの参拝者で賑わう。 

 

在田郡湯浅浜丑ノ新屋敷絵図 

弁財天堀 石積みの中波止 

弁財天神社の祭礼の様子 
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恵比須神社に伝わる漁民の神事 

本町における神社の祭礼では懸け鯛が供えられ、神のご利益を与えられる最たるものとして氏子

たちが鯛投げの神事でそれを奪い合う。田の國津神社の由来では、釣りに来ていた大己
おおなむ

貴
ちの

命
みこと

が当

地に祀られたとあるなど、町民の信仰には海や漁業の伝統が深い関わりを持っているが、さらに強

い結びつきのあるものに、えびす神がある。 

えびす神は、古くから漁民の信仰を集めた神で、各地の漁業地で祀られている。湯浅町内には、

旧市街地西端の新屋敷の南北と、田、栖原の 4箇所にあり、事代
ことしろ

主
ぬしの

命
みこと

、蛭子
えびすの

命
みこと

、大綿積
おおわたつみの

命
みこと

など

を祭神とする。それぞれ、現在に至るまで地元の漁師を中心に崇敬され、漁の無事や大漁を祈念す

る祭事が執り行われている。なお、新屋敷の南北にある恵比須神社は、元は中町に祀られていた元
もと

恵比須
え び す

神社から勧請されたもので、元恵比須神社の社殿の跡地には石積みが今も残っている。 

旧市街地の新屋敷の北端にある北
きた

恵比須
え び す

神社は、寛文元年（1661）の新屋敷開発の際に、漁民た

ちが相談して当地に勧請したといわれている。現在は埋め立てにより海岸線から離れているが、前

述の『在田郡湯浅浜丑ノ新屋敷絵図』にもその位置が記されており、当初は浜に面していたことが

わかる。石灯籠が文政 6年（1823）の寄進であり、建築様式から見て本殿もその頃の建立であると

考えられる。毎年 7月 22 日には、漁師たち参列者がお供え物を持ち寄り、神事が執行されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯浅地区の恵比須神社と弁財天神社の位置及び活動の範囲図 

北恵比須神社

南恵比須神社

元の海岸線 

弁財天堀と中波止

弁財天神社 

元恵比須神社跡 
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新屋敷の南端、北恵比須神社と対を成すような位置には、

南恵比須神社があり、ここでも 7月 22 日に神事が行われ、賑

わいをみせる。詳細な由緒は不明だが、おそらく北恵比須神

社と同じような時期に成立したと推測される。境内には寛保

2年（1742）の手水
ちょうず

鉢
ばち

がある。社殿は平成 11 年（1999）に再

建されたものである。 

この南北の恵比須神社では、1 月か 2 月の休漁日に潮直
しおなお

し

神事が行われる。これは、もともと不漁続きの時に、数々の

興行とともに行われた浦
うら

汐
しお

祭
まつり

が、毎年行われるようになった

もので、南北の恵比須神社で神事を行ったあと、海水を釜で炊き上げ、海を祓い清めて安全と豊漁

を祈願するものである。もとは、浜の中央で行われていたが、現在では漁港にある市場で執り行わ

れている。 

田の恵美須神社は、國津
く に つ

神社の境内にある。元は大綿積
おおわたつみ

神

社と称し、境内の別の場所で祀られており、明治 40 年（1907）

に田と栖原にそれぞれ祀られていた恵美須神社と住吉神社を

合祀した。その後、明治 44 年（1911）に許可を得て恵美須神

社と改称している。社殿は、明治 39 年（1906）に再築した恵

美須神社のものが使われていることが棟札から判る。毎年 1

月 9日と 7月 22 日の 2回、地元の漁民が集まって神事が行わ

れている。栖原の恵美須神社は、明治 40 年（1907）に田の大

綿積神社に合祀されたものの、まもなく地元の願いにより元の場所に還された。ここでは、1月 10

日と 7 月 20 日に神事が行われている。また、恵美須神社と同じく一度は合祀されて後に栖原に還

された神社に、江戸時代の漁師で豪商の栖原角兵衛の私有地に祀られていた幸神社があるが、ここ

には江戸時代に栖原角兵衛（北村家）が寄進した石灯篭が大切に残され、水神である市
いち

杵島
き し ま

姫
ひめの

命
みこと

を

主祭神とする厳島神社が昭和 11 年（1936）に再建された社殿に祀られており、今も漁民から崇敬

されている。 

町内にあるえびす神を祀る神社での神事は、神社が勧請されたときから行われているものと推測

され、昭和 42 年（1967）発行の湯浅町誌には漁民の旧習に関する故事として掲載されている。漁

業の神様であるえびす神は、地元の漁民に篤く信仰され、毎年の神事では、多くのお供え物や参拝

者が見られる。大海原に出て漁を行う人々にとって、その信仰心は、昔も今も変わらず続くものと

して、良好な歴史的風致を形成している。 

北恵比須神社 北恵比須神社の祭礼の様子 

賑わう南恵比須神社の祭礼 

田の恵美須神社の祭礼 
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広川のシロウオ漁 

湯浅における海辺の営みとして特筆すべき

ものとして、広川河口で行われているシロウオ

の四つ手網漁があげられる。シロウオは、ハゼ

科の仲間で、早春になると産卵のために河川下

流域に遡上してくる。その習性を利用して、毎

年 2月中旬から 3月下旬にかけて、浅瀬に櫓
やぐら

を

組んで四つ手網を下ろし、群れが網の上を通過

する頃合で引き上げて獲るのが、この辺りでの

漁の方法である。『紀伊国名所図会』には、海部
あ ま

郡方
かた

村
むら

（現在の海南市

下津町）の河口でのシロウオ漁の様子が描かれており、広川の条にも

「海口に白魚多し」との記述があることから、少なくとも江戸末期に

はこの漁法によるシロウオ漁が行われていたことが推測される。なお、

湯浅ではシロウオのことを、「シラウオ」あるいは「シラオ」 と呼ぶ

のが一般的である。シラウオというキュウリウオ目シラウオ科の魚が

あるが、まったく別の種類である。 

現在では、県内で、櫓を組んで漁をする漁法でのシロウオ漁が見ら

れるのは、広川河口だけである。獲れたシロウオは、地元の料理店で

吸い物やかき揚げなどに調理されて出されるほか、生きたまま二杯酢に漬けて食べる「おどり食い」

が有名である。 

吹き抜ける風のまだ冷たい季節、早春の陽光に照らされて白く輝く網が川面に映り、ゆっくりと

したのどかな時間が流れる。シロウオの四つ手網漁は、昔から変わることなく本町に春の訪れを告

げる風物詩である。

紀伊国名所図会 〈方の川口にて白魚を取る図〉拡大 

シロウオ 

田の恵美須神社の位置と活動の範囲図 栖原の恵美須神社の位置と活動の範囲図 

田
村
漁
港 

國津神社 

恵美須神社

栖
原
漁
港 

栖原角兵衛屋敷

幸神社 
（厳島神社）恵美須神社
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古来より港町としての側面を有してきた本町において、海

での営みは、漁業をはじめ、醤油醸造の伝播や、江戸等で活

躍する豪商を輩出するなど、全国各地へと繋がっていった。

近代以降は、本来の沿岸漁業に回帰し、漁船の装備や漁具、

漁港施設の近代化が進み、漁のスタイルも現代的になってゆ

く。そうした時代の流れにあっても、湯浅、栖原、田のそれ

ぞれの「浜」と呼ばれる界隈には、海を意識した町割や、大

いなる海と人々を繋いできた神社があり、そして古くからの

市街地には、水揚げされたばかりの新鮮な魚を扱う鮮魚店が、

伝統的な町家で営まれている生活環境が現在も息づいている。 
神話の時代、神様たちが釣りをしに来られた湯浅湾は、今も豊かな自然環境に恵まれ、田、栖原、

湯浅の砂浜や海岸には、魚釣りや海水浴など海でのレジャーを楽しむ多くの人々が集まってくる。

白上の山から望む湯浅湾の景観は、万葉の人々が見た景観のまま、青い海に浮かぶ刈藻島や毛無島

と、船が行き交う湯浅湾と栖原の人々の生活を感じる集落という構図を現在に引き継いでいる。伝

昭和 51 年（1976）のシロウオ漁と現在のシロウオ漁 

江戸期の町家で営業する鮮魚店 

広川河口でシロウオ漁が行われる範囲 
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統ある漁業を続けてきた漁師たちの海に対する畏敬の

念は変わることなく、豊漁と海上安全を祈願する祭礼神

事が今もなお受け継がれており、水神を祀る神事や地域

固有の伝統漁法など、海辺の営みと密接な関わりを持つ

信仰や伝統が、良好な自然景観とともに人々に継承され

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古くからの市街地にある鮮魚店の分布図 

海辺の営みに見る歴史的風致の範囲 

恵美須神社 

恵美須神社 

北恵比須神社 

南恵比須神社 

弁財天神社 

田 

栖原 

湯浅 

弁財天堀と中波止 

幸神社 
(厳島神社) 

栖原角兵衛屋敷
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7)みかん・三宝柑・びわ栽培に見る歴史的風致 
湯浅町におけるみかん・三宝柑・びわ栽培 

湯浅町が属する有田地方は、「有田みかん」で有名な全国で

も有数のみかんの産地である。和歌山県は、平成 25 年（2013）

産の出荷量で国内シェアの 19％を占め、全国トップの出荷量

を誇っている。 

有田川筋には劣るものの、湯浅町においても海沿いの田、

栖原をはじめ、吉川、山田、青木、別所の山間部で盛んに栽

培が行われており、特に田で生産されている「田村みかん」

は、有田みかんのブランドとして著名である。また、栖原で

は、他所ではあまり見られない珍しい「三宝柑
さんぼうかん

」が栽培されて

おり、さらに田においては、「田村びわ」と称するびわもみか

んと並び古くから栽培されている主要な産物である。 

平地が少ない湯浅では、これらの果樹は、主に山の斜面を

利用した段々畑で栽培されている。この段々畑は、そのほとん

どが、近世にみかんが移植された当初から第二次大戦後に到来

した「みかんブーム」と位置づけられている昭和 35～41 年

（1960～66）頃までの間に開墾されたものである。昭和 38 年

（1963）に撮影された空中写真には、山の斜面に広がる段々畑がはっきりと写っている。また、昭

和 50 年（1975）の空中写真を見ると、山地の変化はあまり見られないが、平地にあった水田が柑

橘類の畑に転用されている様子がわかる。これ以降も山林や水田の畑化は緩やかな広がりを見せ、

現在もみかんなどの柑橘類やびわが植えられた石積みの段々畑が随所に見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柑橘（左）とびわ（右）の段々畑 

有田みかん 

栖原の上空から撮影した空中写真〈昭和 38 年（1963）〉 



 第 2 章 湯浅町の維持・向上すべき歴史的風致  

110 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 38 年（1963）までの段々畑と現在の広がり 

田 

栖原 

湯浅

吉川

別所 山田

青木

平地に水田が広がる田の集落〈昭和 38 年（1963）〉 

水田の畑化が進む田の集落〈昭和 50 年（1975）〉 
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有田みかんの沿革 

有田地方における柑橘栽培の始ま

りは、諸説あるが、『南紀徳川史』（明

治 34 年（1901））や『紀州蜜柑伝来記』

（享保 19 年（1734））の記述によると、

天正 2年（1574）に有田郡糸我
い と が

荘中番
なかばん

村

の伊藤孫右衛門が、肥後国八代
やつしろ

より苗

木を持ち帰ったことが始まりであると

されている。 

慶長年間（1596～1615）の頃には、

大坂や伏見といった大都市に向けて出

荷がされていたことが知られている。元

和 5 年（1619）に徳川頼宣
よりのぶ

が紀伊に入ると、国産奨励

を積極的に行い、有田郡においてはみかん栽培の奨励

保護を進めた。寛永 11 年（1634）には、宮原組滝川原
た き が は ら

村の藤兵衛が江戸に 400 籠を出荷、他の産地を圧倒し

栽培が拡大していった。 

この当時のみかんは、「紀州みかん（本みかん、小

みかん）」と呼ばれる品種で、今日、有田みかんとして

栽培される温州みかんより小ぶりで、種のある品種で

あった。武家社会の時代には、房ごとにある種

が子宝運を良くするとして人気があった。 

江戸での販路拡大に伴い、貞享 4 年（1687）

に紀州藩が地元の共同出荷の寄合いである組株

の数や問屋の指定を行って、価格の維持に乗り

出した。同時に、輸送する蜜柑船には藩旗を掲

げることを認め、代金を滞納する問屋には藩命

により処罰したため、スムーズな取引が行われ

たという。また、蜜柑御口銀を徴収して藩の財

政を支えた。正徳 4 年（1714）には 27 の蜜柑組

株があり、そのうち 1組は湯浅の組株であったこ

とが知られている。当時のみかんの積出港は北湊

（現在の有田市）であり、大いに賑わっていた。 

紀州藩の保護により、出荷と販売について優

位であったところが、明治の廃藩置県により、制

度化されていた出荷のバランスが崩れ、一時は混

乱が生じた。有田地方のみかん農家は、明治 9年

紀伊国名所図会〈郡中の山畑にて蜜柑をとる図〉 

紀州みかん 

紀伊国名所図会〈蜜柑乃図其三〉 

紀伊国名所図会〈蜜柑乃図其二〉 
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（1876）に蜜柑方と呼ばれる共同出荷体制の組織の改正、明治 14 年（1881）の蜜柑方会議の発足、

明治 17 年（1884）には組合への改組、さらには明治 38 年（1905）に重要物産同業組合法に基づい

て紀州有田柑橘同業組合を発足させるなど、近代的な組織作りを進めていった。他所の産地が江戸

や大阪へと販路を広げてきた結果、有田みかんは北海道や海外にまで進出することとなった。 

明治に入ると、これまでの紀州みかんから、温州みかん

への転換が起こる。温州みかんは、寛政年間（1789～1801）

に駿河国藤枝
ふじえだ

の田中城で、紀州から温州みかんの苗を取り寄

せ植えた、という記録があることから、その頃には既に紀州

で栽培されていたことがわかるが、子宝運を授かると喜ばれ

た紀州みかんに対して、種のない温州みかんは縁起が悪いと

して市場からは敬遠されていた。しかしながら明治維新以降

は、手軽に食べることができ、また品種改良によってより美

味となっていったことから、温州みかんの需要が高まってい

ったようである。明治 15 年（1882）の『紀州柑橘録』には、「新たに開園する者温州蜜柑を植えざ

る者なし、今後紀州の柑橘園の増加により温州の産出が増えること疑いなし」の記述があり、転換

の過渡期であったことがうかがえる。事実、これ以降は温州みかんの栽培が主となって、現在では

紀州みかんの生産は、正月飾りなど限られた用途のみとなっている。 

 

湯浅町のみかん栽培と三宝柑 

湯浅町におけるみかん栽培の黎明期がいかなるものであったかは、当時の文献等は残されていな

いが、『田栖川村郷土誌』には、「糸我村に最も近接せるを以て、早く移植せられしこと疑なし」と

の記述があることからも、有田へのみかん移入からそう遅れない時期には、町内でみかん栽培が行

われていたことが推測される。正徳 4 年（1714）の有田郡 27 蜜柑組株のうちに湯浅の名が有るた

め、少なくとも江戸中期には栽培がされていたことは疑いない。この時、湯浅組株は、同じ郡内の

船坂村、辻堂村、下中島村の組株とともに、江戸堀江町福島屋忠八という問屋と取引を行っている。

また、幕末から明治になると、大阪方面へのみかんの積み出しに湯浅港も利用されるようになって

いく。 

湯浅の柑橘栽培において特筆すべき点として、三宝柑の

主要産地であることがあげられる。三宝柑は、江戸時代に

和歌山城下の藩士の邸内に発生した変種であるといわれ、

紀州藩主徳川治宝
はるとみ

に献上したところ喜ばれ、それ以来門外

不出とされていた。明治になって、旧吉備町の大江城平（竜

眠）が有田へ、それを田栖川村長も勤めた豪農、栖原の千川
ち か わ

安松
やすまつ

が、明治 13 年（1880）に穂を貰い受けて栖原で栽培

を始めたのが、湯浅における三宝柑栽培の最初であるとい

われている。最盛期の昭和 40 年代では、2,000 トンを越える生産量があった。 

三宝柑は、200～300 グラムで、果こう部が高く盛り上がり、その基部にくびれがあるのが特徴

温州みかん 

三宝柑と石積みの段々畑 
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で、果皮は薄黄橙色をして表面に凸凹が有り、やや淡白な味ではあるが、さわやかな香りがあり優

れた風味を持つ柑橘類である。 

出荷の最盛期は 3～4 月で、栽培には冬季に温暖な気候で

あることが必要である。冬場に冷え込むと、す上がり果（果

実に水分が少なくスカスカになる）が発生しやすくなる。主

に生果として消費されるが、シャーベットやゼリーといった

加工品にもなる。果皮は厚いので、ゼリーや茶碗蒸しの器と

して利用されたり、お風呂に浮かべて香りの入浴剤としても

利用されたりする。最近では、生産量自体は減少し、年間 500

トンを下回っているが、希少で高級な商品として根強い人気

がある。 

 

びわ栽培の沿革 

田を中心に、びわの栽培も盛んである。大正（1912～26）

の初頭に編纂された『田栖川村郷土誌』では、「本村の特産と

も称すべき枇杷
び わ

は、世に田村枇杷と称し名声嘖々
めいせいさくさく

たり。」と表

現されている。湯浅におけるびわ栽培の歴史について、『田栖

川村郷土誌』では２つの説を紹介している。ひとつは、天正

年間（1573～92）の始め頃、中村某が、どこかは不明だが、

他所から持ち込んで田で栽培を始めたとする説、もうひとつ

は、元禄年間（1688～1704）に伊達宇兵衛が山中で野生のび

わを発見して栽培を始めたとする説である。いずれにしても、その歴史は古く、大坂を中心に販路

を広げて、明治の始め頃には隆盛を極めた。しかしながら、交通機関の発達により長崎をはじめと

する九州地方の産地が大阪市場に進出してくると、その需要は大きく落ち込んだ。栖原の千川安松

は、朝鮮
ちょうせん

枇杷
び わ

を取り寄せ品種改良を進めて、早晩二種の千川
ち か わ

枇杷
び わ

を生み出して、再び本場の名を

市場に響かせた。 

びわは、年平均気温 15 度以上で、冬場の気温がマ

イナス 5 度を下回らないことが栽培に必要な条件とい

われている。冬場に花が咲き、春先には摘果作業と同

時に実に袋を掛けてしまうため、木に橙色のびわの実

がなっている様子は観察できない。５～６月にかけて

収穫の時期をむかえる。 

和歌山県におけるびわの生産は、旧下津町仁義
に ん ぎ

地区

を中心に栽培が盛んな海南市に生産量の第一位を譲っ

ているが、甘くて上品な味わいの田村びわは、市場で

の高い評判を誇る。 

 

三宝柑 

びわ 

袋掛けされたびわ 
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石積みの段々畑でのみかん・三宝柑・びわ栽培の景観 

湯浅町は、周囲を山地に囲まれ平地が少ない地形である。その地形を活かし、山の斜面を利用し

て、石を積み上げて作られた段々畑が形成されていった。段々畑を作る石垣には、土留めの効果だ

けでなく、保温や排水、さらには光の反射効果などがある。みかんや三宝柑、びわの栽培には、十

分な日照量が必要で、不足すると栄養が蓄えられず、生育に悪影響を及ぼすが、石が積み上げられ

た段々畑では、太陽光が石垣に反射し、四方八方から作物に当ることになるので、多くの日照量を

確保することが出来るといわれている。また、日中に暖められた石垣は、夜になると保温効果を発

揮し、さらには石垣の排水性の良さは大雨が降っても余分な水がたまらない、といった効果をもた

らしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2次大戦後、いわゆる、みかんブームと呼ばれる全国的な増殖の流れの中で、湯浅町内におい

ても段々畑の増設と、平地の水田からの転換が進んでいった。あわせて、生産技術の革新的な発達

により、品種改良が進むとともに、スプリンクラー営農や単軌条運搬機（産業用モノレール）の導

入が、傾斜地での栽培を大きく進歩させた。 

「田村みかん」は、有田みかんの中でも屈指のブランド

として著名である。海に近くミネラル豊富な潮風と、温暖

な気候に恵まれた田村みかんは、甘味と酸味のバランスが

よく、最高品質であると、消費者から好評を得ている。 

江戸時代から続くみかん栽培は、土地の制約を乗り越

え、山々を切り開いて、工夫を重ねながら進歩させてきた

技術により伝えられてきたものである。今、湯浅町におけ

るみかんの栽培面積は 307 ヘクタールで、出荷量は 5,670

トン（栽培面積及び出荷量は平成 25 年（2013）産の値）

と、県全体からみると 3.67％にとどまっているが、県土全

体に占める湯浅町の面積の割合が 0.44％であることを考

えると、みかん栽培が盛んな地域であることは十分に理解

できよう。 

毎年 5 月初旬になると、みかんの木には白く可愛らし

い花が一斉に咲き誇り、みかん畑の一帯は爽やかな甘い香りに包まれる。夏を迎える前には青い実

傾斜地にある石積みのみかん畑 

田村みかん 

みかんの花 
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を付けはじめ、盛夏を乗り越え、涼しさが増す秋になると

極
ごく

早稲
わ せ

、早稲の収穫が始まり、年末には出荷のピークを迎

える。みかんが収穫できるようになるまでには、枝の剪定、

施肥
せ ひ

、除草、摘
てき

蕾
らい

、摘果
て き か

、潅水
かんすい

、薬剤の散布など、一年中

世話をしなければならず、繁忙期には収穫した後の選果作

業を不眠不休で行う。長い年月の間、こうした努力や工夫

を重ね、上質な柑橘類が栽培され続けてきた。 

石積みの段々畑で栽培されるのは、みかんだけではな

い。栖原では三宝柑が、田ではびわの木が、それぞれみか

んの木と隣り合わせで育てられ、季節ごとに違った表情を

見せる。特にこれらの地区では、石垣が積まれた段々畑と

湯浅湾とが同時に望める景観が特徴的である。また、近年

では、多様な柑橘類も数多く植えられている。先祖たちが

湯浅にそそぐ自然の恵みを最大限に利用して、一つ一つ文

字通り積み上げて造り上げた石積みの段々畑でのみかん、

三宝柑、そしてびわといった農作物栽培の姿は、地域の特

徴ある文化的景観として受け継がれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

みかんの収穫 

湯浅湾に臨む三宝柑畑 

湯浅町で栽培されている主な柑橘類とびわの出荷時期（実線は最盛期、点線はその前後の期間を表す） 

品　目

みかん

はっさく

清見

いよかん

ネーブル

ポンカン

不知火

セミノール

バレンシア

三宝柑

びわ

『和歌山の果樹　果樹農業のすがた』 和歌山県（平成27年7月）より抜粋・参照

出荷時期（月）

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6
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みかん・三宝柑・びわ栽培に見る歴史的風致の範囲 

沿岸部にある段々畑のエリア 
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第第 33 章章  歴歴史史的的風風致致のの維維持持向向上上にに関関すするる方方針針  
11..歴歴史史的的風風致致のの維維持持向向上上にに関関すするる課課題題  
1)伝統文化の継承・後継者育成に関する課題 

本町の維持向上すべき歴史的風致を構成する歴史と伝統を反映した人々の活動は、各種祭礼

といった民俗芸能や伝統行事のほか、醸造業や漁業、柑橘類の栽培といった日々の営みの中に

も存在し、情緒豊かな風情を醸し出している。 
しかし、近年では、社会環境の大きな変化により、従事者の高齢化、急激な過疎化によるコ

ミュニティの弱体化やこれら祭礼行事や農林水産を支えていた意識の希薄化が進み、後継者が

不足している状況にある。 
このような事例のみならず、町内すべての分野において同様の事情から技術継承が困難とな

ってきており、地域文化や伝統産業の衰退が危惧されるなど、地域の特色が喪失の危機に瀕し

ている。 
一方で、現状を打開するための技術継承、後継者育成の取組みが不十分であることから、本

町固有の歴史的資源である伝統文化の保全に務める各種団体への支援、受け継がれてきた活動

を次世代へ伝える使命感などを育むための取組み、空き家を活用した若者の定住促進がこれま

で以上に求められる。 
 

2)歴史・文化資源に関する課題 
本町で維持向上すべき歴史的風致を構成する建造物は、市街地はもちろんのこと漁業が盛ん

な沿岸部や農村集落にも存在しており、中でも重要伝統的建造物群保存地区や国から登録を受

けた湯浅小学校講堂など歴史上特に価値の高いものについては、保存のための施策を優先的に

講じてきたところである。 
また、文化財の指定や登録を受けていないが、高い価値を有する歴史的建造物や遺跡などは

町内に数多く残されている。 
しかし、所有者の高齢化や長引く不況による地域経済の疲弊など複合要因により、老朽化に

起因する不適切な改造、現代的な建物への建替え、取り壊しが進み、歴史的建造物を保存する

ための仕組みや史跡の調査といった取組みが充実しているとは言い難いほか、歴史的建造物が

多く存在する市街地において、貯水槽や消火栓の設置といった防災対策が十分とは言えない。 
その他、漁業や農業など古くから行われ、本町の産業の特色を色濃く現している活動におい

ても、農地の宅地化や担い手不足による耕作放棄、廃業などにより、歴史的風致が失われる事

態が発生している。 
 

3)歴史文化を活かした観光振興等に関する課題 
本町の維持向上すべき歴史的風致は、本町固有の観光資源でもある。重要伝統的建造物群保

存地区を有することから、本町を訪れる観光客は増加してきているものの、町内を周遊するの

に十分でないサイン等設備環境や大型バスを駐車できるスペースやトイレの不足などが要因

となり、短時間滞在になりやすく、観光振興による地域活性化には至っていない。 
歴史的風致の維持向上は、住民のみならず来訪者にも貴重な資源であることを認識されるこ

とによってなされるものであり、総じて町の活性化に寄与するものである。そのためには、本

町に数多く残されている歴史文化に関して、十分な情報発信を行うとともに、歴史的資源の保
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全活用を図る意識の啓発に加え、町の玄関口である駅周辺の観光客受入機能の強化などを通じ

てまちなか周遊性を確保する必要がある。これにより、本町が重要伝統的建造物群保存地区以

外にも質の高い歴史文化を有していたことに対する理解を深めることにつながることに加え、

観光客の滞在時間の増加に影響を及ぼすこととなる。 
これまで、歴史資料館の設置や休憩所の整備など散策を行う上で重要な拠点の整備を進めて

きたが、道路については、統一感のある舗装となっておらず、幅員矮小な区間が多数存在する。

重要伝統的建造物群保存地区内の観光スポットでもある大仙堀の環境整備など解決すべき問

題は多々ある。 
また、町内に点在する歴史文化資源をつなぐ案内板等が不足しているほか、周囲の景観に配

慮したデザインでないことや老朽化によりその機能を果たせていないことも大きな課題であ

る。 
 

4)景観形成に関する課題 
本町には、県内唯一の重要伝統的建造物群保存地区に代表される歴史的な町並みや石積みの

段々畑で栽培される柑橘類が広がる風景など良好な環境が残されている。 
一方で、歴史的価値のある建物の建替えや取り壊しが進んでいるほか、後継者不足から一部

畑の荒廃が見られる。市街地において、一部道路の美装化を行うなど、良好な景観の保全に努

めているが、「歴史的景観」「市街地景観」「自然景観」など周辺景観との調和をどのように図

るかを示す指針が存在しない。 
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22..既既存存計計画画ととのの関関連連性性  
本計画は、町が目指すべき姿を定めた最上位計画である長期総合計画に即したものである。 

将来像の実現に向け、各種施策を展開しているところであるが、重要伝統的建造物群保存

地区など豊かな歴史的資源を活用したまちづくりを重視しており、都市計画マスタープラン

などにも様々な取組みを掲げている。 

ここでは、歴史的風致の維持向上に関連する、上位・関連計画等について整理する。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜第三次湯浅町長期総合計画－まちの将来像－＞ 

 

湯浅町都市計画マスタープラン 湯浅町湯浅伝統的建造物群 

保存地区保存計画 

湯 浅 町 

歴史的風致維持向上計画 

協働・整合

湯浅町歴史的風致維持向上計画の位置づけ 

協働・整合
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1)第三次湯浅町長期総合計画 
  平成 23 年 （2011）3 月に策定した長期総合計画は、計画期間を平成 23 年（2011）度から

平成 32 年（2020）度までとし、本町の将来像を「誇れる郷土をともに創造 安心安全のまち 

湯浅」と位置付けている。次代を担う子供たちに本町の貴重な歴史や文化を継承し、生涯学習、

保健・医療・福祉の充実を一層推し進めるとともに、町並みや住環境の整備による住みよいま

ちづくりを目指している。これらの実現にむけ、3 つの基本姿勢と 5 つの大綱、それに連なる

政策、施策を展開していくこととしている。 

 その中で、「一人ひとりがともに輝き、温もりのあるひとづくり」内の教育の充実において、

小学校における伝統産業である醤油づくり体験や副読本の活用により、郷土に対する愛着を育

むため、ふるさとの自然や歴史に親しむ教育を推進している。 

 また、「活力に満ち、賑わいのあるまちづくり」では、住み良いまちづくりの推進において、

景観の保全・形成をはかり、本町独自の歴史遺産を正しく次世代に伝える取組を行い、伝統的

な町並みや熊野古道といった歴史的景観を有する本町の特性を活かした市街地整備を進める

こととしている。さらに、「歴史・文化・スポーツ活動の推進」においては、文化財保護とし

て、未指定の文化財は新たに指定をし、現在指定されている文化財はさらに上位の指定を目指

すなど、文化財の指定による保護を推進している。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◎未来を担うひとづくり    

◎将来に向け発展するまちづくり  

◎行財政運営の健全化 

まちづくりの基本姿勢 

町
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る 

 
 

 

行
財
政
運
営
の
健
全
化 

一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
輝
き
、 

温
も
り
の
あ
る
ひ
と
づ
く
り 

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

活
力
に
満
ち
、
賑
わ
い
の
あ
る 

 
 

 

ま
ち
づ
く
り 

地
場
産
業
を
活
か
し
、
持
続
的
発
展

を
図
る
ま
ち
づ
く
り 

《基本理念》 

誇れる郷土をともに創造 安心安全のまち 湯浅 

～これからも もっとずっとゆあさ～ 
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2)湯浅町都市計画マスタープラン 
      本計画は、平成 12 年（2000）度に策定され、目標年次を平成 32 年（2020）度とする 20 年

間の計画となっている。基本理念の下、将来都市像を「安らぎと賑わいの都市づくり」と定め、

3つの基本テーマを設定し、調和のとれた秩序あるまちづくりを掲げている。 

     基本理念の一つに、「豊かな自然・歴史資源を取り入れた市街地整備」を掲げており、古い

町並みの保存再生など町の特徴を活かした市街地整備や公園整備、河川環境整備等による環境

を配慮した水と緑の市街地整備を進めるとし、さらに将来の都市構造として中心市街地（既成

市街地）は、「古い町並み等の地域資源を活かしつつ、道路、下水道等の都市基盤を進めなが

ら、商業環境及び防災機能の向上を図り、安全かつ快適で活力のあるまちづくりを進めていく

必要がある」としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔基本理念〕 

◎市街地整備により都市魅力を創り出します 

 市街地整備により快適で安全な居住環境の整備を進め、都市魅力を

創りだすことにより、いつまでもすむことのできるまちづくりを目

指します。 

◎豊かな自然・歴史資源を取り入れた市街地整備を進めます 

 古い町並みの保存再生など、町の歴史を感じさせる市街地整備や公

園整備、河川環境整備等による環境を配慮した水と緑の市街地整備

を進めることで、町民が愛着をもち、うるおいを感じることができ

る豊かな居住環境の形成を目指します。 

◎海岸地域、田園地域、山間部と連携した市街地整備を進めます 

  都市計画地域に指定されている中心市街地等と一体的な整備や地

域間の連携を強化することで周辺地域の課題に対応して行くこと

とし、バランスのとれた市街地整備を目指します。 

《将来の都市像》 

        「安らぎと賑わいの都市づくり」 

● 都市的魅力と自然・歴史的魅力が調和したまち 

   地域特性を活用した市街地整備を進めることで、現在の自然的な魅力と 

都市的魅力が共存するまち 

● いつまでも住める便利で安全なまち 

   高齢者にやさしいまちなど、誰もが住み続けることができ、災害等の 

危険もない安全なまち 

● ひとと文化が交流するまち 

観光など町外との幅広い交流を通じて、人と文化が育つ条件を整えたまち 
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湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区保存計画許可基準 

 

3)湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区保存計画 
      湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区保存計画は、湯浅町伝統的建造物群保存地区保存条例

（平成 17 年湯浅町条例第 19 号）第 3条の規定に基づき定められたものである。湯浅の伝統的

な町並みと歴史的風致を形成する環境を後世に伝えるため、町民の総意と発意を尊重し、町民

と行政が誇りと愛着を持って互いに協力しながら保存整備を進め、町の文化的向上と生活化に

資することを目的として制定された。 

保存計画では、保存地区内の伝統的建造物及び環境物件の決定要件や、保存地区内の建築物

及び環境物件保存整備計画、助成措置等を定めている。さらに、保存のため必要な管理施設及

び設備並びに環境の整備計画についても制定し、また、保存地区と調和のとれた歴史的景観を

活かしたまちづくりの推進を図るため、周辺地域一帯の整備方針や町全体の文化的向上と活性

化を図るための人材育成に努めることについても定めている。 
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33..歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上のの基基本本方方針針  
本町の維持向上すべき歴史的風致における取組の状況及び課題を踏まえ、歴史的風致の維

持向上に関する基本方針を以下のとおり定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致に関する基本方針 
重要伝統的建造物群保存地区とその周辺には、産業の特色を現す醸造業が現在も営まれて

おり、伝統的な仕込蔵、室、詰場といった作業場や主屋の店舗において、昔ながらの製法が

脈々と受け継がれている。家庭での金山寺味噌作りなど人々の生活には醸造の薫りが漂って

おり、これらを後世に継承していくため、歴史的建造物の保存活用や道路などの歴史的景観

の保全整備など、良好な市街地環境全体の整備を図るほか、重要伝統的建造物群保存地区を

象徴する大仙堀の保存及び水辺環境の整備を通じて住環境整備と観光振興に一層取組む。 

来訪者が多く集まる重要伝統的建造物群保存地区とその周辺の市街地には住宅が密集し

ており、歴史的な町並みを守るため、耐震性貯水槽など有効な防災設備導入を検討し、住民

による防災訓練にも力を入れる。 

また、本町と同じく醸造文化継承に取組む団体等と連携し、醸造の歴史を学ぶ機会を確保

するため、歴史的建造物の公開や醸造用具等文化財の展示、講演会等の開催などを通じて住

民及び来訪者の関心と理解を高めるなど、意識の啓発に努める。 

 

2)熊野古道に見る歴史的風致に関する基本方針 
聖地熊野を目指した人々が織り成した交流活動は、長い年月が経過しても変わらずこの町

に息づいており、それらを絶やすことなく受け継ぐことは現代の私たちに課せられた使命で

ある。熊野古道は、復元、再生、町並みとの調和、利用者の利便性など整備手法を十分検証

した上で歴史的景観を保全整備するための美装化を進め、歴史的風致である人々の往来を活

発化させる。また、沿線の歴史的建造物の保存活用を促進することにより、活力あるまちづ

くり活動を推進する。 

これら本町に受け継がれている歴史的な魅力の普及・啓発に資するため、案内板や説明板

をはじめとする周遊性向上のための施設の整備に取組み、来訪者の利便性を確保するために

デザインの統一を図る。 

《歴史的風致維持向上に関する基本方針》 

 

１ 醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致に関する基本方針 

２ 熊野古道に見る歴史的風致に関する基本方針 

３ 明恵の足跡に見る歴史的風致に関する基本方針 

４ 顯國神社の祭礼に見る歴史的風致に関する基本方針 

５ 國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致に関する基本方針 

６ 海辺の営みに見る歴史的風致に関する基本方針 

７ みかん・三宝柑・びわ栽培に見る歴史的風致に関する基本方針 
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また、昭和 2年(1927)開業当時の紀伊湯浅駅の駅舎の文化財指定等による保存・整備を進

め、あわせて観光客受入機能の強化を主とした駅周辺整備を行い、賑わいを創出する。 

なお、故事に基づいて再開した聖護院門跡による護摩法要の継続や、町の成り立ちを語る

上で欠かすことのできない先人にちなんだ史跡等の文化財の調査や普及啓発などにも積極

的に取組むほか、熊野古道沿線に広がる歴史的景観を守るため、景観計画の策定を検討する。 

 

3)明恵の足跡に見る歴史的風致に関する基本方針 
湯浅氏の一族である鎌倉前期の高僧・明恵上人が修行の地として選んだ東西の白上遺跡や

刈藻島、明恵ゆかりの施無畏寺の保存に努める。 

また、施無畏寺で行われるシガサンニチの法要や刈藻島での法要、50 年に 1度の明恵上人

遠忌法要といった明恵を偲ぶ歴史的風致を構成する取組みの保存と継承に努めるため、歴史

講座で明恵上人を採り上げるなど普及啓発に取組む。 

 

4)顯國神社の祭礼に見る歴史的風致に関する基本方針 
有田地方随一といわれた顯國神社の祭礼を後世に伝えていくために、祭礼行事や民俗芸能伝

承のための用具の整備や後継者育成を支援し、特色ある食文化を広めるための情報発信に取組

み、住民の活動を活発化させることで、地域全体での保存・継承が図られるように努める。 
また、活動が行われる市街地にある歴史的建造物の保存活用や道路の美装化など、良好な市

街地環境の整備に努める。 
 

5)國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致に関する基本方針 
豊作・豊漁を祈願する地域固有の伝統文化を後世に継承していくために、祭礼行事や民俗芸

能伝承のための用具の整備や後継者育成を支援し、特色ある食文化を広めるための情報発信に

取組み、住民の活動を活発化させることで、地域全体での保存・継承が図られるように努める。 
また、御渡順路にある歴史的建造物の保存活用や、歴史的な活動が行われる環境を保つなど

良好な市街地環境の整備に努める。 
 

6)海辺の営みに見る歴史的風致に関する基本方針 
本町には、古くから盛んであった漁業のように、日々の生業として受け継がれてきた伝統的

な産業にも歴史的な活動が見られる。海との深い関わりを持つこれらの活動は、かつての本町

の漁民の活躍を伝える証であり、この歴史的風致を継承していくため、水産物のＰＲなどで生

産事業者の安定と拡大を図り、空き家の活用などで担い手の受け入れや育成の支援に努めるほ

か、活動が行われる歴史的建造物の保存に取組む。 

また、春の風物詩であるシロウオの四つ手網漁を存続させるため、シロウオが産卵のため溯

上する広川の環境保全活動や、伝統的なシロウオ漁を内外に広く発信するなど人々の関心を高

め、後継者の育成を支援する。 

 

7)みかん・三宝柑・びわ栽培に見る歴史的風致に関する基本方針 
本町の特産物として著名な柑橘類等については、それぞれが持つ歴史的要素をアピールする

ことで付加価値を持たせて商品価値の向上を図り、先人が築き上げてきた石積みの段々畑の歴
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史的環境における柑橘類等の栽培自体の継承を図る。 

また、農業従事者の高齢化が進んでいることから、農業体験や空き家の活用などを通じた新

規就労者の確保や後継者育成支援に取組むほか、湯浅湾の潮風が吹き渡る石積みの段々畑で栽

培するという本町の特徴的な歴史的景観の保全に努めるため、景観法に基づく景観保全に取組

むことを検討する。 

 



 第 3 章 歴史的風致の維持向上に関する方針  

128 

44..歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上にに向向けけたた連連携携及及びび推推進進体体制制  
 

本計画の実現、推進に向けて、まちづくり企画課、教育委員会及び産業観光課伝建推進室、

建設課が中心となり、国、県等関係機関との協議を行うとともに適切な支援を得る。 

また、歴史まちづくり法第 11 条の規定に基づき設置した推進協議会は、計画の実施に関

する連絡・調整を行う。 

     なお、必要に応じて、湯浅町都市計画審議会や湯浅町文化財保護審議委員会、湯浅町伝統

的建造物群保存地区保存審議会、文化財所有者等と連絡調整を行うものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

湯浅町歴史的風致維持 

  向上計画推進協議会 

 

・学識経験者 

・関連団体等の代表者 

・文化財等の関係者 

・行政（和歌山県、湯浅町）等 

まちづくり企画課 

教育委員会 

産業観光課（伝建推進室） 

建設課 

【湯浅町庁内体制】

連絡調整等

湯浅町歴史的風致維持向上計画の推進体制 

【法定協議会】 

湯浅町都市計画審議会 

湯浅町文化財保護審議委員会

湯浅町伝統的建造物群 

保存地区保存審議会 

文化財所有者等 

 

国（文部科学省・農林水産省・国土交通省）

支援 相談 

連絡調整等
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第第 44 章章  重重点点区区域域のの位位置置及及びび区区域域  
11..重重点点区区域域設設定定のの考考ええ方方  
    本計画における重点区域は、歴史上価値の高い文化財が存在し、かつ、歴史と伝統を反映し

た人々の活動が現在も受け継がれている良好な市街地環境の中で、町として特段の施策を講じ

ることにより、歴史的風致の維持及び向上が最大限に図られるものとする。設定にあたっては、

第2章「湯浅町の維持向上すべき歴史的風致」で記述した歴史的風致や第3章「歴史的風致維持

向上に関する方針」で記述した課題・方針、さらには、本町がこれまで歴史・文化を活かすた

めに実施してきたさまざまな取組みや施策、長期総合計画や都市計画マスタープランといった

各種計画における位置付けを踏まえることとする。 

   なお、本町においては、第2章に示したように、その地域特性や時代背景のもと醸成された「醤

油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致」「熊野古道に見る歴史的風致」「明恵の足跡に見る歴

史的風致」「顯國神社の祭礼に見る歴史的風致」「國津神社・幸神社の祭礼に見る歴史的風致」

「海辺の営みに見る歴史的風致」「みかん・三宝柑・びわ栽培に見る歴史的風致」など各地区

独自の歴史的風致が現在も息づいている。 

   しかしながら、これまで示したように本町では、少子高齢化の進展による人口減少や社会構

造の変遷によって、空き地・空き家の増加、経年劣化による老朽化や破損、建造物への新たな

改造が歴史的景観を変化させつつあるほか、第一次産業においては、後継者の確保という深刻

な課題を抱えるなど本町固有の歴史的風致が徐々に失われつつある。また、地域固有の風情、

情緒、佇まいについては、指定による管理や日頃の保存・管理が行き届いていないことに加え、

有効的な情報発信がなされておらず、人々の認識も低下してきており、それらが持つ価値や重

要性を十分に共有できていない。 

   以上のことから、これらの課題を解決するため、多様な歴史的風致の重なりが見られること

や、歴史的な町並みや湯浅湾の潮風が吹き渡る石積みの段々畑など良好な景観の保全に必要な

規制等を検討していく必要があり、歴史的風致の維持向上を重点的かつ一体的に推進していく

必要があると考えられる区域において、国、県、町指定の文化財その他の歴史的建造物が存在

し、そこで繰り広げられる人々の伝統的な活動が現在でも行われている良好な環境に対して効

果的な施策を展開することで、歴史的風致の維持向上を図り、この町に住む人々が湯浅の持つ

歴史文化の素晴らしさを再認識し、いつまでも暮らしてゆける町の実現につなげる必要がある。 

   なお、重点区域は、今後、本計画を推進することで、本町の歴史的風致の維持向上に効果的に

寄与する範囲が新たに生じた場合などに適宜見直すものとする。 

 

22..重重点点区区域域のの位位置置  
 

名称：湯浅町歴史的風致維持向上地区 

面積：約412ha 

     湯浅町歴史的風致維持向上地区には、核となる建造物、文化財として、重要伝統的建造物

群保存地区に選定された伝統的な町家や土蔵、地割りを残す歴史的な町並みが存在するほか、

第 2章で記述した「醤油・金山寺味噌醸造に薫る歴史的風致」「熊野古道に見る歴史的風致」

「明恵の足跡に見る歴史的風致」「顯國神社の祭礼に見る歴史的風致」「國津神社・幸神社の
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祭礼に見る歴史的風致」「海辺の営みに見る歴史的風致」「みかん・三宝柑・びわ栽培に見る

歴史的風致」の 7つの歴史的風致の中でも町として特段の施策を展開することで最大限効果

が発揮されると考えられる範囲を重点区域とする。重点区域は、國津神社から主要地方道有

田・湯浅線を南進し、施無畏寺及び白上遺跡、田栖川小学校を含んで再び主要地方道有田・

湯浅線に戻り、山田川右岸の住宅地の地番界を進んで町道吉川 3 号線を北上して熊野古道を

有田市との行政区域界の糸我峠までと、飛越橋の手前から山田川右岸を遡り湯浅城跡を含ん

で、都市計画区域線に沿って広川町との行政区域界まで南下し、稜線を西進してそこから広

川を下り、海岸線に沿って國津神社までを結ぶラインに囲まれた区域とする。 
 
■重点区域「湯浅町歴史的風致維持向上地区」と歴史的風致の分布図 
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■重点区域「湯浅町歴史的風致維持向上地区」と主な文化財の位置 
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■重点区域「湯浅町歴史的風致維持向上地区」境界図 
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33..重重点点区区域域ににおおけけるる歴歴史史的的風風致致のの維維持持向向上上にによよるる効効果果  
本計画における重点区域は、本町の7つの歴史的風致を網羅する区域となっている。 

この区域内において、歴史と伝統を反映した人々の活動と歴史上価値の高い建造物、その

周辺の環境について、一体的かつ重点的な整備に取組むことは、当該区域内の歴史的風致の

維持向上につながるだけでなく、歴史文化を活かした活力あるまちづくりとして効果的なシ

ティプロモーションとなり、町外からの歴史的風致の評価が高まることによって、本町の認

知度も向上し、観光などを目的とした交流人口の増加へとつながることで地域活性化が図ら

れることを期待する。 

    また、歴史的風致の維持向上による交流人口の増加により、本町固有の歴史的風致に対す

る住民の理解を一層深めることを通じ、湯浅の発展に尽くした先人に感謝の気持ちや敬意を

抱くことで、町民の「ふるさと湯浅」に対する愛着や誇りが育まれることを期待する。これ

により、祭礼行事など地域行事への積極的な参加につながり、次世代へ大切に受け継がれて

いくことも期待される。 

本重点区域において、本計画に基づく各種事業を推進することで、上記のような効果が得

られるとともに、重点区域外の歴史的風致や地域住民主体のまちづくり活動にも波及効果を

与え、ひいては、本町全体の歴史文化を活かしたまちづくりを強く推進することが可能とな

る。 

 

44..良良好好なな景景観観のの形形成成にに関関すするる施施策策ととのの連連携携  
１ 都市計画法 

（１）都市計画法 

本町（2,079ha）の都市計画区域は、大字山田・田・吉川地区を除く地域（638ha）が指定

されているが、都市計画区域内であっても、区域区分や用途地域は定めていない。 

本計画における重点区域は、一部を除き都市計画区域内に含まれており、都市計画マスタ

ープランにおいて、豊かな自然・歴史的資源を取り入れたまちづくりを推進する旨定めてい

る。平成 18 年（2006）8 月に湯浅伝統的建造物群保存地区を都市計画決定し、同年 12 月に

は、重要伝統的建造物群保存地区として国の選定を受けている。また、重要伝統的建造物群

保存地区における現状変更の規制及び保存のための措置を確保するため、平成 19 年（2007）

7 月に湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区における建築基準法の制限の緩和に関する条例

（平成 19 年湯浅町条例第 17 号）を制定し、建築基準法による制限の一定の緩和を行ってい

る。 

都市計画地域に指定されていない周辺地域においても、中心市街地等と一体的な整備や地

域間の連携を強化することで課題に対応し、バランスのとれた整備を進めることとする。 

県都市計画区域マスタープランを踏まえ、これからも都市活動と調和を図りつつ、歴史文

化を活かした活力あるまちづくりを進めていくため、住民等への都市計画の普及・啓発を図

りながら、地域の実情に応じた土地利用の規制導入に関する検討を行っていく。 

 

（２）都市計画道路及び特定避難路の整備方針 

   本町では、周辺地域の道路整備が進み、少子高齢化といった社会環境の変化により、町内
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にある都市計画道路全 8路線中 6路線を、将来のまちづくり計画と整合した都市計画道路網

となるよう都市計画道路の見直しを行っている。 

一方、重点区域のうち重要伝統的建造物群保存地区を含む旧市街地は、東海・東南海・南

海 3 連動地震では最大 4.8ｍ、南海トラフ巨大地震では最大 11ｍの浸水が想定されており、

津波避難に関する対策も重要となっている。このような中、地震によって倒壊した建築物等

が津波からの避難の際に避難路の通行を妨げることを防止するため、津波からの円滑な避難

に係る避難路沿いの建築物等の制限に関する条例（平成 24 年和歌山県条例第 45 号）に基づ

き重要な避難路を指定し、沿道建築物の耐震性の向上、適切な維持保全を求めていくことを

検討する。耐震改修・維持修繕にあたっては、歴史的な町並みに影響を及ぼすことがないよ

う配慮を行う。 

なお、見直し対象及び特定避難路の候補となる都市計画道路 6 路線すべてが重点区域内に

あることから、道路整備による道路評価の 1 つに、歴史的資源への影響を確認することが含

まれている。 

 

■都市計画図 
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２ 景観法 
本町の森林・丘陵地域は豊かな自然に囲まれた集落景観、湯浅駅をはじめとする中心市街地は

市街地景観が形成されており、引き続きこれらの景観を維持していく。 
特に、重点区域として設定されており、熊野古道が往来する旧市街地は、湯浅の伝統的な建築

様式による町家や土蔵、寺社が点在し、情緒ある風情と歴史的景観を形成しており、脈々と受け

継がれてきた固有の景観を後世に継承していくため、歴史文化を尊重した景観形成を図ることが

求められる。 
また、集落地域においても、柑橘類などを栽培する良好な景観が残されており、景観保全に取

組む必要がある。 
そのため、景観行政団体へ移行及び景観法（平成 16 年法律第 110 号）に基づく景観計画の策

定を計画期間内に検討する。 
これら歴史的価値の高いものは、文化財指定や登録有形文化財制度による保存を促進するとと

もに、良好な自然景観を守りつつ、保存地区と調和のとれた歴史的景観を活かしたまちづくりを

進めるため、新たな建築物や工作物等を建築する際は、歴史文化を尊重したものとすることやで

きる限り農地の転用を抑制するなどの誘導を図り、これらの構成要素を維持する景観法に基づく

景観計画の策定等を検討する。 
    なお、景観計画は、当該歴史的風致維持向上計画の内容を反映したものとし、歴史的風致の維

持向上にも資するものとする。 

３ 屋外広告物法 
本町では、和歌山県屋外広告物条例（昭和 59 年和歌山県条例第 10 号）に基づき屋外広告物の

規制が行われている。 

    町域には、適用除外として定められている場合を除き、基本的に屋外広告物などの掲出を禁止

している「禁止地域」と、許可を受けたものに限り掲出が認められる「許可区域」の 2 つの地域

が指定されている。 

    そして、町全域の許可区域内で一定規模以上の屋外広告物を新たに表示・掲出する場合や意匠

を変更する場合は、湯浅町長の許可が必要となっている。 

    屋外広告物は、景観に対する影響が大きく、また、景観形成上重要な要素であり、周辺環境の

特性に応じた誘導が求められていることから、主要幹線沿いなどの現状調査実施を検討している。 
    今後、景観計画策定にあたっては、屋外広告物に対する考え方を整理し、湯浅町らしい屋外広

告物についての施策を調査・研究することなどを検討していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※和歌山県屋外広告物条例の抜粋 

第 3 条 次に掲げる地域又は場所においては、広告物を表示し、又は広告物を掲出する物件(以

下「掲出物件」という。)を設置してはならない。 

(3) 景観法第 76 条第 3 項の地区計画等形態意匠条例により制限を受ける地域のうち知事指

定する区域 

(5) 文化財保護法(昭和25 年法律第214 号)第27 条又は第78 条第1 項の規定により指定さ

れた建造物及びその周囲で知事が指定する区域、同法第 109 条第 1 項若しくは第 2 項又は第

110 条第 1 項の規定により指定され、又は仮指定された地域並びに同法第 143 条第 2 項に規

定する条例の規定により市町村が定める地区 
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４ 湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区保存計画 

本町の重要伝統的建造物群保存地区は、通りと小路が織り成す特徴的な空間構造を備えた中世

末期以来の地割と、近世から近代にかけて積み重ねられた歴史を映し出す伝統的建造物群や環境

物件によって、特徴ある歴史的な景観を形成している。さらに中世の時代から受け継がれてきた

伝統的な醸造文化の薫りが加味されることで重層性が増し、町並みの歴史的価値をより一層高め

ている。 
    今後も引き続き、伝統的建造物が有する伝統様式及び諸特性の維持・復元のための「修理基準」

や伝統的建造物以外の建築物等の形状変更がなされる時に用いる「修景基準」、形状変更前の構

造、建築物等の主要用途、その他の理由により修景基準を満たせず、やむを得ないと認める場合

において、その歴史的な景観を著しく損なわないための「許可基準」に基づいた保存・整備を進

めることで、伝統的な町並みに配慮したものとする。
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第第 55 章章  文文化化財財のの保保存存・・活活用用にに関関すするる事事項項  
11..文文化化財財のの保保存存・・活活用用のの現現状状とと今今後後のの方方針針  

①湯浅町全体に関する方針 

町内には、国・県指定等文化財や町指定文化財として、国 13、県 18、町 46 の総数 77 件

が存在している。 

これら指定等文化財については、文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）、和歌山県文化

財保護条例（昭和 31 年和歌山県条例第 40 号）や湯浅町文化財保護条例（昭和 38 年湯浅町

条例第 9 号）、湯浅町伝統的建造物群保存地区保存条例に基づき、保護措置を講じるととも

に、所有者や管理者などに適切な保存や管理に関する指導、助言を行っている。 

有形文化財・有形民俗文化財のうち、文化財の指定などがなされているものは、勝楽寺、

施無畏寺、深専寺、興福寺といった宗教法人や町、個人で所有・管理されている。 

今後も上記の法令などに基づき適切な保存や管理を行い、所有者、管理者などと連携のも

と、保存や修理、旧状を踏まえた整備を推進する。 

建造物は、個人所有のものについても原則公開できるよう取組む。また、重要伝統的建造

物群保存地区については、引き続き伝統的建造物などの保存・活用を進める。 

その他の建造物についても、確実な保護のため、現状の調査を進め、所有者・管理者など

との協議のもと、計画的な保存修理を行っていくものとする。さらに、対象の文化財に適し

た活用方策などを所有者はじめ近隣住民などと協働して検討を進めていく。なお、本町では、

文化財の保存管理を進めるための計画のひとつとして湯浅町湯浅伝統的建造物群保存地区

保存計画を定めているが、これまで歴史ある町並みを町全体でどのように整備するかを示す

指針がなかったほか、国から過疎地域に指定されるほどの人口減少により、地域文化や伝統

芸能の担い手が不足している状況にある。今後は、湯浅町歴史的風致維持向上計画に基づき、

重要伝統的建造物群保存地区とその周辺の一体的な整備や町全体の文化的向上と活性化を

図るための人材育成などにも努める。 

記念物は、全てが史跡であり、公有化されているものは町や地元住民が保存や管理を行っ

ている。今後においても引き続き、史跡の適切な管理に努める。 

また、町内に点在する指定文化財以外の文化財などと有機的に連結し、散策路の整備や沿

道の案内板設置などの環境整備を推進することでネットワーク化を図る。 

顯國神社及び國津・幸神社の祭礼については、文化庁の平成 22 年（2010）度ふるさと文

化再興事業を活用し、映像記録などを作成した。作成した資料については、関係団体などに

配布し、後継者育成に活用されている。 

なお、無形の民俗文化財の中には、詳細な記録がなされていないものもあり、保存団体な

どと連携して記録作成を行い、後継者育成を図るほか、記録作成や町民に対する普及啓発を

推進するなど保存継承に努める。 

未指定の文化財は、文化財の現状を把握し、保護が必要なものや緊急を要するものから調

査を行い、必要に応じて文化財指定などの保護措置を講じる。指定に至らない文化財につい

ても、その所有者や管理者、また、行事などの実施団体や保存会などと緊密に連携し、適切

な支援を図る。 

文化財の調査については、町文化財保護審議委員などとともに総合的に把握、調査の活動

を展開していく。 
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今後も、引き続き、文化財の周辺環境も含めて保存活用の検討を行い、文化財指定の有無

を問わず、文化財の保存・活用を進めることが歴史を活かした地域活性化につながるという

町民意識の醸成を図る。 

 

②重点区域に関する計画 
   重点区域内の市街地は、通りと小路が織り成す特徴的な地割りと、近世から近代にかけて

積み重ねられた歴史を映し出す伝統的建造物群や環境物件によって、本町固有の風情を形成

しており、醤油発祥の地湯浅のイメージを最も顕著に示しているエリアである。さらに中世

の時代から受け継がれてきた醸造文化の薫りが加味されることで重層性が増しており、その

魅力を高めるための整備を検討している。そのため、引き続き、これら整備事業の適切な実

施による文化財の保存・活用を図る必要がある。 
   また、農漁村地域は、柑橘類等の段々畑が広がり、良好な景観が残されているほか、大漁

豊作などを祈願する人々の営みが続いているため、それらを後世に残していく取組みを進め

る。 
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22..文文化化財財のの保保存存修修理理等等にに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

文化財は、適切な保存が図られるよう、所有者、管理者が日常管理・点検を行うことで、

損傷の早期発見に努めることが重要である。 

文化財の保存のための修理、いわゆる保存修理が必要な場合は、文化財の価値を損なうこ

となく損傷箇所などの保存修理を行う必要があることから、詳細な調査を行うと同時に、文

化財の価値の所在を明らかにし、文献などに基づいた適切な保存修理による文化財の価値の

維持を図りつつ、計画的に実施する。 

文化財の修理や整備、現状を変更する事業などの実施にあたっては、文化財保護法、和歌

山県文化財保護条例、湯浅町文化財保護条例、湯浅町伝統的建造物群保存地区保存条例に基

づき、現状変更許可申請を行い、それぞれの許可権者の許可を受けて行う。その際には、文

化財の価値を損ねないよう所有者などに適切な指導・助言を行うとともに、保存修理のため

の必要な支援措置を図る。 

また、文化庁や和歌山県教育委員会などの関係機関と連携しつつ、必要に応じて有識者の

意見聴取を行い、調査に基づき、適切な手法による整備を行っていく。 

修理状況が公開できるものは、説明会や内覧会などの機会を設け積極的に公開し、保存技

術などの町民への普及啓発を図る。 

未指定文化財の修理は、必要に応じて調査などを実施し、価値を毀損することがないよう

所有者、管理者との連携を密にする。また湯浅町伝統的建造物群保存地区保存条例第 10 条

に定める経費の補助やまちなみ保存事業補助金などで支援することにより、所有者、管理者

の負担軽減に努める。 

 

②重点区域に関する計画 

   重点区域は、町内におけるほぼ全ての文化財が存在するエリアであり、指定文化財の整備

事業も絶えず行われており、その適切な実施を進める。伝統的建造物については、学識経験

者を含む委員で構成する委員会の指導・助言を得て整備を進めており、継続していく。また、

伝統的建造物以外の歴史的な町並みを構成する建造物等についても修景等適切な整備を促

進することとし、本計画の実施期間中に集中的に推進するため、助成の充実を図る。 
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33..文文化化財財のの保保存存・・活活用用をを行行ううたためめのの施施設設にに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

本町では、重要伝統的建造物群保存地区内に存在する歴史的な町並みについて、修理基準、

修景基準及び許可基準を定め、それらを適切に運用することで保存整備に取組んでいる。 

また、江戸末期から昭和 60 年（1985）まで営業し、個性的なデザインの塀が特徴で、重

要伝統的建造物群保存地区のランドマークとも言える「甚
じん

風呂
ぶ ろ

」においても、施設の公開に

加え、昔の生活用具などの展示を行っており、文化財の保存・活用の拠点施設として機能し

ている。 

その他、町内の展示施設としては、古民家を改修し、絵画や写真などを展示する「北町ふ

れあいギャラリー」、醤油醸造用具を展示している「職人蔵」、駅前に位置し、本町を訪れる

観光客が多く立ち寄る「駅前多目的広場」やまちなかに存在する「立石茶屋（湯浅町中心市

街地休憩所）」などがある。 

これらの施設を有効に活用し、企画の充実を図るとともに、一層の連携を深め、一体的な

情報発信に取組むこととする。 

一方で、上記の歴史・文化を発信する拠点となる施設は、多目的活用を図ることをコンセ

プトとして整備されたものが大半で、来訪者にとって親切な展示とは言い難く、理解の醸成

につながっていないことから、効果的な文化財の保存・活用を図るため施設の改修や整備な

ども進めていく。 

また、町内の歴史・文化資源は、住民などの憩いの場でもあり、散策する人々が滞在、休

憩できる場所ともなっているため、スムーズな周遊ができるよう、これらをつないだネット

ワークの強化を図る。 

今後は、これらを核として、沿道や最寄り駅、国道などの主要道路から、町民や来訪者が

より文化財の存在と価値を認識することができるよう、道路標柱の設置を行うとともに、統

一的でわかりやすい案内表示板やベンチ等便益施設などの整備を図っていく。 

 

②重点区域に関する計画 

   町の施設のうち、重点区域にある資料館やギャラリーなどは、湯浅町の歴史や文化財につ

いてわかりやすく紹介する情報拠点として今後も活用していく。庁内で保存している歴史的

風致に関連する資料を内外に広く発信していくため、来訪者にわかりよい施設となるよう整

備を進める。また、各種イベントにあわせて開館時間を延長するなど、周辺で行われる他の

事業との連携も図ることとする。 

   文化財案内表示板については、指定等文化財について未設置箇所への設置を進める。有形

の文化財だけでなく、無形の文化財についても、伝統芸能となる場所への設置等を検討する。 
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44..文文化化財財のの周周辺辺環環境境のの保保全全にに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

文化財の価値を保つためには、文化財単体の保存だけでなく、周辺環境と一体的に保存さ

れる必要がある。重要伝統的建造物群保存地区において、町並みの景観に影響を与える行為

（現状変更行為）を行う場合は、現状変更行為の許可申請を事前に行う必要があり、適切に

運用されているため、周辺環境の保全が図られている。 

一方で本町では、平成 27 年(2015)5 月に津波浸水想定区域外へと災害時において防災拠点

となる庁舎の高台移転が行われた。これにより、町内各所で新たな開発が進んでいくことや、

旧市街地において空き家の増加や取り壊しが進むことが予想される。 

今後、重要伝統的建造物群保存地区をはじめとした地域の貴重な文化財を守り、育み、活

かしていくため、これまでの取組みを継続するとともに、さらに都市としての風格を高め、

湯浅町らしい景観を形成、保全する総合的な指針として、景観法に基づく「湯浅町景観計画

（仮称）」の策定を検討しているところである。 

 

②重点区域に関する計画 

   醤油醸造業が盛んであった一帯は、国から重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けてお

り、良好な景観の保存・保全に努めてきた。引き続き、現行制度に基づく規制や誘導を適切

に運用していくこととする。 

   他にも熊野古道沿いに存在する良好な町並みや海に面した畑で営まれている柑橘類等の

栽培など本町の特色ある文化的な景観を守るため、景観法に基づく規制を検討し、より一層

の規制・誘導を推進していくこととする。特に、建造物の形態、意匠、色彩についての規制・

誘導にあたっては、必要に応じて、景観地区や都市計画法に基づく風致地区の指定、建築協

定や景観協定の締結などといった手法の活用について検討していくこととする。 

 

55..文文化化財財のの防防災災・・防防犯犯にに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

文化財を含め、古い建築物などは、火災や地震、盗難などにより滅失毀損すれば再び回復

することが不可能になる場合が多い。 

本町では、毎年 1 月 26 日の文化財防火デーに合わせ、重要文化財などを所有する法人な

どに対し、教育委員会と連携し、文化財の管理状況について注意喚起を行っている。また、

定期的に自主防災組織による消防訓練を実施している。 

今後もこれらを継続し、所有者、管理者の防災意識を高めるとともに、盗難などに対する

情報共有など、所有者・管理者と関係機関、教育委員会との連絡を密に図る。 

火災に関しては、日頃から定期的な見回りや火の元の確認などの管理を徹底するよう、所

有者や管理者などと連携を図る。万が一、火災が発生した場合でも、迅速な対応ができるよ

う、自動火災報知機や消火設備などの設置状況を確認し、新設や更新を行うことを基本とす

る。 

なお、町内の建造物で指定等文化財については、自動火災警報・報知設備の設置を進めて

きたが、引き続き、文化財の火災などからの被害を少なくするため、消防法で義務化された
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自動火災報知設備や消火器具の定期点検などの維持管理、機器の更新を図る。 

その他の文化財建造物については、上記に準じ、機器の新設や更新を促す。 

また、湯浅広川消防組合や消防団と連携し、定期的に施設や機器などを巡回・点検し、非

常時における防火設備の適切な使用や避難誘導ができるよう定期的な防災訓練の実施など

の取組みを通じて日常の防災意識の向上を促進する。 

地震災害に対する対応は、文化財の耐震状況を把握し、耐震対策などを検討する。また、

豪雨や台風その他の自然災害に対する対応については基盤整備を進めることとする。 

盗難や意図的な毀損などの行為に対する対応は、防犯対策を警察署などと連携し、巡回、

点検の強化や地域との情報の共有化を推進し、防犯性能の高い錠への付け替えを薦めるなど

の対策を促進する。 

 

②重点区域に関する計画 

   指定等文化財については、自動火災警報・報知設備の設置を進めてきた。自動火災報知設

備や消火器具の定期点検などの維持管理、機器の更新を図るよう所有者等に働きかけていく。 

   地域防災計画の文化財災害予防計画において、県教育委員会、消防機関及び文化財の所有

者又は管理者と連携し、火災対策をはじめとする施設等整備や文化財保護指導委員による現

地指導、文化財保護思想の普及及び訓練について、具体的な事業計画をたて、災害防止対策

を実施することが定められている。未指定の文化財を含む一般の建物の耐震対策も重要であ

り、地域防災計画等に基づき、その促進を図る。 
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66..文文化化財財のの保保存存・・活活用用のの普普及及・・啓啓発発にに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

本町における文化財の普及啓発に関しては、町民歴史講座による各種講座や講演会、住民

が自発的に開催する勉強会などにより普及・啓発活動が展開されている。 

今後もこうした取組みを継続するため、住民の取組みを支援するとともに、教育委員会と

連携し、共同で展示会や講座、子ども向け文化財教室などを開催することにより、文化財に

関する普及・啓発を推進する。   

甚風呂をはじめとした拠点となる施設、場所においては、町民や来訪者の学習、文化、憩

い、観光レクリエーションなどの場としての整備活用につなげていくことを検討していく。 

さらに、伝統的建造物修理・修景現場の公開を積極的に実施し、町民が文化財に対して理

解を深める機会の創出に努める。 

加えて、地域に根付く行事や伝統文化の継承者を育成するために、子どもの頃から本町の

伝統文化を身近に感じ、愛着を育む取組みを推進するとともに、これらの伝統の保存継承に

取組む活動に対して適切な支援を講じるための仕組みを検討する。 

町民の活動としては、湯浅伝建地区保存協議会を中心に、町並み保存に資する取組みなど

について機運の高まりが見られることから、今後も町民と協調し、事業を継続するとともに、

より多くの人々の参加を促す取組みを行っていく。 

歴史・文化資源の保全に関する取組みを推進し、文化財を大切に守り育てるという認識が

町民に共有されることを目指す。 

 

②重点区域に関する計画 

   重点区域は、町内ほぼ全ての文化財が集中し、多くの人が訪れるため、以前から文化財の

普及・啓発に係る各種取組みが重点的に行われてきたエリアであり、引き続き、取組みの充

実を図る。 

   また、文化財と関連施設を有機的につなぐ観光案内板の設置、周遊マップ等と連動したル

ートの整備等、観光振興施策において、文化財の普及・啓発の視点を取り入れることで観光

振興と文化財保護の相乗効果が生まれるような取組みについても検討することとする。 

 

77..埋埋蔵蔵文文化化財財のの取取扱扱いいにに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

文化財保護法に規定される周知の埋蔵文化財包蔵地は、町内に 23 ヶ所存在している。 

土地の開発などにあたっては、文化財部局と開発部局が緊密に連携するとともに、和歌山

県教育委員会や（公財）和歌山県文化財センターなどの関係機関とも連携を図る。また、事

業者などとの事前協議を十分に行い、可能な限り現地保存ができるよう調整を図るが、やむ

を得ず現地保存ができない場合には、適切な発掘調査、調査成果の公開、報告書の刊行等の

記録保存調査を確実に行う。さらに、発掘調査によって歴史上又は学術上価値の高い埋蔵文

化財が発見され、保存すべき埋蔵文化財と判断される場合は、事業計画の変更や文化財指定、

土地の公有地化によって保存を図り、整備公開することに努める。また、文化財指定地での

保存目的の発掘調査では、その目的、計画を明確にし、現状変更行為など法令を遵守し実施
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する。 

 

②重点区域に関する計画 

   町全体と同じく、周知の埋蔵文化財包蔵地において土木工事等を行おうとする際の届出や、

それ以外の場所における歴史を理解する上で重要な遺構が発見された場合の届出等につい

て、その義務を徹底することにより保存を図る。 

特に重点区域内においては、優先的に埋蔵文化財包蔵地把握のための確認調査を進め、早

急な埋蔵文化財包蔵地の内容把握に努める。 

 

88..文文化化財財のの保保存存・・活活用用にに係係るる体体制制にに関関すするる方方針針  
本町における文化財の保護・活用については、文化財保護行政とまちづくり・観光行政の

連携強化を目的とし、湯浅町教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則（平成

21 年湯浅町教育委員会規則第 1号）に基づき、産業観光課伝建推進室（室長 1名、係員 1名）

が教育委員会事務のうち「伝統的建造物群保存地区の保存に関すること」と「文化財の保護

に関すること」を補助執行している。 

今後、本計画の策定を契機に、まちづくり企画課、建設課などの関係部署と連携を取りな

がら、文化財の保護・活用に取組んでいくこととする。 

湯浅町文化財保護審議委員会は、教育委員会の諮問に応じて文化財の評価と、それらの保

存と活用に関する事項について調査審議し、答申する。委員の定数は 10 人以内で、郷土史

を研究する退職教職員や社寺等の文化財管理者などの学識経験を有する者で構成（平成 27

年度は委員 7 名で、委員の専門分野の内訳は美術工芸品：1 名、民俗：1 名、郷土史：3 名、

歴史・地理：2名）し、必要に応じ、（公財）和歌山県文化財センターや和歌山県立博物館な

どの学芸員の協力を得ながら事務を遂行している。今後も湯浅町文化財保護審議委員会の調

査審議を踏まえ、適切な文化財の保存・活用を図る。 

また、文化財や史跡などの整備については、適正な計画と事業の実施を促進するため、今

後も、事業内容に応じて、地元との連携を図りながら、整備と活用の促進を進めていく。 

 

99..文文化化財財のの保保存存・・活活用用にに関関わわるる住住民民、、各各種種団団体体にに関関すするる方方針針  
①湯浅町全体に関する方針 

本町には、重要伝統的建造物群保存地区において町並み保存に取組む湯浅伝建地区保存協

議会や、「顯國神社の三面獅子」を継承する顯國神社三面保存会、「國津神社三面獅子舞」を

継承する國津神社三面獅子保存会などの文化財の保存・活用に関わる団体などが存在し、そ

れぞれ積極的に活動を展開している。今後も、各活動団体が歴史文化の保存と活用に主体的

に関わっていけるよう、必要な情報提供などの支援を行うとともに、団体間の交流を深める

行事などを計画し、各団体と行政・関係機関などが緊密に連携した体制を構築し活動の活性

化を図り、活動団体の交流、ネットワーク化を推進する。 

特に祭礼などにまつわるものやシロウオ漁などの伝統文化については、保存会以外の団体

や住民組織が活動しており、これらの活動については、後継者育成を図るための保存団体の

組織強化や保存会の設立を促す。 

また、史跡や建造物などの保存・活用について、日常的な維持管理をおこなう住民組織の
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立ち上げを促進するなど、町全体で文化財を支えていく体制の構築に努める。 

 
②重点区域に関する計画 
   重点区域において指定等文化財の保存管理や継承を担っている団体として、甚風呂の指定管

理者として重要伝統的建造物群保存地区の施設の公開活用なども行う湯浅伝建地区保存協議

会、町内に伝わる三面獅子舞の保存・継承に取組む顯國神社三面保存会、國津神社三面獅子保

存会などがあり、今後とも必要に応じて補助金等を交付することも含めて支援を行う。 
 
■湯浅町における文化財の保存・活用に関わる団体の一覧 

 
 

名称 主な活動エリア 活動概要 
湯浅伝建地区保存協

議会 

重要伝統的建造物群

保存地区 

伝統的な町並みの保存活用に関する協議 

顯國神社三面保存会 湯浅 
三面獅子舞の継承、毎年 7月 18 日（若宮祭本宮）と前

日の宵宮、10 月 18 日（秋季礼祭本宮）に奉納 

國津神社三面獅子保

存会 

田 三面獅子舞の継承、毎年 10 月 15 日に奉納 





   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第6 章 歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項   
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第第 66 章章  歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上施施設設のの整整備備及及びび管管理理にに関関すするる
事事項項  

11..歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上施施設設のの整整備備及及びび管管理理にに関関すするる基基本本的的なな考考ええ方方  
歴史的風致維持向上施設とは、本町における歴史的風致の維持・向上に必要な公共施設な

どである。歴史的風致維持向上施設の整備にあたっては、町民の活動の場や憩いの場となる

よう、関係機関と連携して実施する。また、その整備は、歴史的風致を構成し、かつ、その

保全に寄与し、本計画の期間内に実施されるものを対象とする。 

歴史的風致維持向上施設に対しては、歴史的建造物の保存・活用、良好な市街地環境や景

観形成、まちなか周遊性の向上などに寄与する整備を行うが、その施設や地域の歴史的背景

を十分に調査し、周辺の歴史的風致の維持・向上を図るため、必要に応じて関係団体と連携

をとるようにする。 

歴史的風致維持向上施設の管理にあたっては、文化財部局やまちづくり部局といった行政

の関係部局が連携し、所有者などに対しても適切な助言・指導を行うなど、住民と行政との

適切な役割分担のもとで維持管理を行い、歴史的風致の維持向上に努めることとする。 

さらに、生活環境や住民・来訪者の交流環境向上、歴史的風致の普及・啓発に取組むこと

により、文化財の保存などに対する理解を深め、より効果的な施設の維持管理に取組む。 

なお、事業実施にあたっては、国や県からの支援が得られるよう検討を進めることとする。 
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22..歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上施施設設のの整整備備及及びび管管理理にに関関すするる事事業業  
 

 

 
事業名称 １．重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助 

 

 

 
事業期間 平成 19 年（2007）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 事業概要 

重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物に特定してい

る歴史的建造物の保存修理と、その他の建築物等の修景による整備を

進める。 
   
 
 
 

     
          伝統的建造物の修理 
  
 
 
 

     
       伝統的建造物以外の建築物等の修景 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

当該地区は全国初の醤油の醸造町として重要伝統的建造物群保存

地区に選定され、重点区域の核となる町並みを形成している。 
伝統的建造物の修理や修景を行うことで、歴史的景観の保全整備が

図られ、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 

 

 

【重要伝統的建造物群保存地区】 
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事業名称 ２．重要伝統的建造物群保存地区拠点施設整備活用事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 

町単独事業 

文化財建造物等を活用した地域活性化事業 
 

 

 
事業期間 平成 19 年（2007）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

歴史的風致を活かしたまちづくりの拠点施設として必要な歴史的

建造物を保存・整備し、重要伝統的建造物群保存地区の公開活用を促

進する。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 

整備・活用の例（湯浅まちなみ交流館） 
 
 
 
 
 
 
 

（甚風呂） 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

重要伝統的建造物群保存地区の公開活用を促進させる拠点施設を

整備することで歴史的建造物の保存活用が図られるとともに、より多

くの人々の歴史的風致に関する関心と理解が高められ、歴史的風致の

維持及び向上に寄与する。 

 

【重要伝統的建造物群保存地区】 
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事業名称 ３．大仙堀環境整備事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 29 年（2017）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

重要伝統的建造物群保存地区の象徴である大仙堀の保存と水辺環境

の整備を行い、住環境整備と観光振興を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

大仙堀 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

大仙堀に現役の醤油醸造蔵が建ち並ぶ景観は、醤油醸造業と海運・漁

業で栄えた港町湯浅の歴史を色濃く伝えている。 
重要伝統的建造物群保存地区にある大仙堀の保存と環境整備を行うこ

とで、重要伝統的建造物群保存地区の歴史的景観の保全整備が図られ、

歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 
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事業名称 ４．歴史的風致形成建造物修理活用事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 29 年（2017）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

歴史的風致の活動が行われる建造物及び良好な市街地環境を構成す

る建造物の歴史的風致形成建造物への指定を検討し、それらを保存活用

するための取組みを進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史的な市街地環境を構成する建造物の例 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

重点区域の歴史的町並みを形成する上で特に重要な建造物を「歴史的

風致形成建造物」として指定し、適正な保存と活用を図ることで、良好

な市街地環境の保全整備と活力あるまちづくり活動の推進につながり、

歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業名称 ５．熊野古道及び重要伝統的建造物群保存地区周辺道路美装化事業  

 事業主体 湯浅町  

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 事業期間 平成 29 年（2017）度～平成 37 年（2025）度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

熊野古道や重要伝統的建造物群保存地区とその周辺の街路につい

て、良好な市街地環境の保全整備と来訪者の周遊性を高めるために、

復元、再生、町並みとの調和、歩行者の利便性など整備手法を十分検

証し、美装化を進める。 
 
 
 
 
 

熊野古道（糸我峠）    熊野古道（山田川沿い） 
 
 
 
 
 
 

熊野古道（道町）   重要伝統的建造物群保存地区 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

歴史的な経過を検証した上での道路美装化により、歴史的風致継承

の意識が向上する。歴史的景観の保全整備が図られ周遊性が高まるこ

とで人々の往来が活発になり、歴史的風致の維持及び向上に寄与す

る。 
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事業名称 ６．案内板等整備事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 28 年（2016）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

熊野古道や重要伝統的建造物群保存地区とその周辺における案内

板や主要な文化財などの説明板の多言語化・統一デザインを検討し設

置するほか、来訪者の周遊性と利便性の向上のため必要な場所には、

オープンスペースを活用した広場、駐車場、トイレなど、周遊性向上

のための施設の整備を進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 

既設熊野古道案内板     説明板、広場、トイレの整備例 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

統一案内板など周遊性向上のための施設を整備することより、本町

を訪れる多くの来訪者に本町の歴史的風致の魅力を発信することが

でき、町民との交流などで賑わいが生まれることで、歴史的風致の維

持及び向上に寄与する。 
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事業名称 ７．防災施設整備事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 29 年（2017）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 事業概要 

重要伝統的建造物群保存地区において、初期消火活動等に有効となる

歴史的景観に配慮した防災設備を検討し、設置を進めるとともに、地域

住民による防災訓練に取組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      整備イメージ 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

耐震性防火水槽や易操作性消火栓などの整備を進め、住民による防

災訓練を実施することで、歴史的な町並みを守ることにつながり、歴

史的風致の維持及び向上に寄与する。 

 

【重要伝統的建造物群保存地区】 
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事業名称 ８．街路灯整備事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 14 年（2002）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

重要伝統的建造物群保存地区とその周辺や熊野古道において、良好

な市街地環境にふさわしい街路灯などを整備し、歴史的景観の向上を

図る。 
 
 
 
 
 
                 吊り行灯（北町通り） 
 
 
 
 

ライトアップ（立石） 
 

行灯型街路灯（寺前通り） 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

良好な市街地環境にふさわしい街路灯などを整備することにより、歴

史的景観の保全整備が図られ、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。
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事業名称 ９．湯浅駅周辺整備事業 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 
事業期間 平成 28 年（2016）度～平成 34 年（2022）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

 

 

 

 

 

 

 

 
事業概要 

昭和 2 年(1927)開業当時の駅舎の文化財指定等による保存･整備をは

じめ、町の玄関口である湯浅駅とその周辺において、歴史的な魅力

の発信や観光客受入機能の強化を目的とした総合的な駅周辺整備を進

める。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＲ湯浅駅 
 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

湯浅町の玄関口である駅周辺において、歴史的な魅力の発信や観

光客受入機能の強化を目的とした整備を行うことによって、来訪者

の周遊性と利便性が向上するとともに賑わいを創出し、歴史的風致

の維持向上に寄与する。 

 



 第 6 章 歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項  

163 

 

 

 
事業名称 １０．文化財等調査事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 28 年（2016）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

町内にある建造物、史跡、民俗文化財などの文化財の調査を実施し、

学術的価値を確認すると共に、未指定文化財の指定等や、既指定等文

化財の上位指定を進める。 
また、醍醐寺金堂の湯浅での所在地の研究や、歴史資源のリストア

ップとアーカイブ化を進める。 
 
 
 
 
 
 
 
    湯浅城跡などの史跡     醤油醸造関連の建造物等 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

歴史的風致を構成する文化財等の確認や価値付けによって、適切な

文化財保護を推進することにより、歴史的風致の維持向上に寄与す

る。 
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事業名称 １１．空き家利活用事業 

 

 事業主体 湯浅町  

 支援事業名 町単独事業  

 事業期間 平成 19 年（2007）度～平成 37 年（2025）度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

重点区域を中心とする町内の空き家において、まちづくりと連携し

た様々な活用提案の支援を行う。また、ＵＩターン移住の希望者や農

業・漁業の新規就労者の住まいなど、定住促進のための利活用の促進

を図る。 
 
 
 
 
 
 
 

イベント会場や交流拠点、店舗としての活用 
 
 
 
 
 

 
 

修理により建物の魅力を取り戻し定住者を確保 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

空き家の利活用を促進することによって良好な市街地環境が保全

される。また、空き家バンクを活用して移住希望者を呼び込み、地場

産業への就労者や祭礼などの担い手を確保することで、農業・漁業を

営む良好な環境の保全と伝統行事等の継承が図られ、歴史的風致の維

持向上に寄与する。 
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事業名称 １２．文化財公開等普及啓発事業 

 

 事業主体 湯浅町  

 
支援事業名 

町単独事業 

文化遺産を活かした地域活性化事業 
 

 事業期間 平成 19 年（2007）度～平成 37 年（2025）度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

本町固有の歴史的風致に関する文化財の公開・展示や講演会、ワー

クショップ、見学会の開催、パンフレット等の作成など、さまざまな

形での情報発信や普及啓発のための取組みを進める。 
 
 
 
 
 
 
 
     歴史資料館 甚風呂の公開と文化財展示 

 
 
 
 
 
 
 

  町民歴史講座        多言語版パンフレット  

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に寄

与する理由 

本町に受け継がれてきた地域固有の歴史的風致や、全国に広がって

いる本町との歴史的なつながりを伝えることで、町民のふるさと湯浅

を愛する心を育み、また海外を含む町外からの来訪者に対応するため

のコンテンツを充実させることにより、歴史的風致に関する理解が深

められ、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 
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事業名称 １３．伝統行事等継承支援事業 

 

 事業主体 湯浅町  

 

 
支援事業名 

町単独事業 

文化遺産を活かした地域活性化事業 
 

 事業期間 平成 23 年（2011）度～平成 37 年（2025）度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

町内各所にある社寺等で継承されている祭礼などの伝統行事や民俗

芸能、町内に伝わる風習や食文化など、幅広い伝統文化を継承するため

の記録・用具等整備・後継者育成・情報発信など総合的な支援に取組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

神社等の歴史的建造物や良好な市街地・集落で行われている祭礼や、

風習・食文化などの伝統行事等を継承していくことで地域の活力が向上

し、歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 
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事業名称 １４．特産物等ＰＲ総合支援事業 

 

 

 
事業主体 湯浅町 

 

 

 
支援事業名 町単独事業 

 

 

 
事業期間 平成 14 年（2002）度～平成 37 年（2025）度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 

醤油・金山寺味噌、シラスをはじめとする水産物、柑橘類などのＰ

Ｒや情報発信において、歴史的価値付けをプラスし、地域ブランドの

確立を目指してＰＲ等を推進する。同じく、特産物を生産する歴史的

環境保全のため、湯浅湾とその周辺に広がる段々畑の歴史的景観の保

全整備等に努め、担い手育成など生産事業者に対する支援に取組む。 
 
 
 
 
 

お魚まつりの様子 
 
 
                耕作放棄地の対策や段々畑の保全 
 
 

シロウオ漁 河川清掃 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

維持及び向上に 

寄与する理由 

歴史的風致により生み出される特産物ＰＲのための総合的な取組み

によって、本町の特産物の商品価値を上げることで、生産事業者の安

定と拡大につながり、特徴ある段々畑などの良好な環境が保全され、

歴史的風致の維持及び向上に寄与する。 
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 第 7 章 歴史的風致形成建造物に関する事項   

171 

第第 77 章章  歴歴史史的的風風致致形形成成建建造造物物にに関関すするる事事項項  
11..歴歴史史的的風風致致形形成成建建造造物物のの指指定定のの方方針針  

１ 歴史的風致形成建造物の指定の基本的な考え方 

本町においては、これまで歴史的建造物について、文化財保護法を始めとして県並びに町

の文化財保護条例に基づく指定等を行い保存、活用に取組んできた。 

今後、湯浅町固有の歴史的風致の維持向上を図るために、重点区域内において歴史的風致

を形成している未指定等の歴史的建造物で、その価値を認められるものについて「歴史的風

致形成建造物」に指定することとする。 

町の指定文化財や国の登録有形文化財（建造物）については、特に積極的な指定を検討し、

歴史的風致の維持向上に努めるものとする。民間所有の建造物については、所有者などの合

意を得られた上で指定を検討する。 

なお、重点区域において、引き続き歴史的建造物の調査を行い、歴史的風致形成建造物の

指定基準及び指定方針に合致するものについては、随時追加指定を行う。 

 

２ 歴史的風致形成建造物の指定基準 

  本町の歴史的風致形成建造物の指定基準は、以下のいずれかに該当するものを指定すること

ができる。 

 

  ア 意匠、形態、技術性が優れているもの 

  イ 地域の固有性、歴史性、希少性などの観点から保存が必要なもの 

  ウ 歴史的なまちなみの構成要素として重要なもの 

   ただし、指定にあたっては、以下の条件を満たすことが前提となる。 

   ・ 概ね築 50 年経過しているもの 

   ・ 所有者又は管理者などにより、今後、当該建造物の適切な維持管理が見込まれるもの

であること 

   ・ 所有者の同意が得られるもの 

 

３ 歴史的風致形成建造物の指定対象 

  本町の歴史的風致形成建造物の指定対象は、以下のいずれかに該当するものとする。 

  ア 文化財保護法に基づく選定・登録有形文化財 

  イ 和歌山県文化財保護条例に基づく指定等文化財 

  ウ 湯浅町文化財保護条例に基づく指定文化財（建造物） 

  エ 湯浅町伝統的建造物群保存地区保存条例に基づく伝統的建造物 

  オ 本町の歴史的風致の維持向上を図る上で特に町長が必要と認めたもの 
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22..歴歴史史的的風風致致形形成成建建造造物物のの管管理理のの方方針針  
１ 歴史的風致形成建造物の管理の指針 

①外観に関する指針 

歴史的風致形成建造物の外観については、歴史的風致を形成する特に重要な要素となるた

め、その変更については、十分な検討と配慮が必要である。 

また、歴史的風致形成建造物の保存と復元に努めることとあわせて、それが有効に活用さ

れるよう、パンフレット・ホームページなどを通じての広報活動や町民歴史講座などによる

啓発活動を継続的に実施していくこととする。 

 

②内部に関する指針 

歴史的風致形成建造物の内部については、個々の建造物の価値や用途に応じて適正な維

持・管理に努める。また、そこで営まれている生活などへの配慮や毀損の防止などに留意し

ながら、可能であるものについて一般公開や諸活動が行われるよう取組む。ただし、公開・

活用にあたっては、建造物の耐震性などの防災的見地からの配慮や文化財的価値が損なわれ

ることがないよう十分配慮するものとする。 

 

２ 歴史的風致形成建造物の維持・管理の指針 

  歴史的風致形成建造物の維持・管理は、指定対象となった個々の文化財などの保護の指針に

従うことを基本とする。 

   ア 国選定・登録有形文化財 

     選定・登録有形文化財については、現状の維持又は調査に基づく修理を基本とし、通

常望見できる範囲への変更行為は、できる限り行わないものとする。 

     公開・活用に際して、人々の活動の場としての継続性に配慮するとともに、必要な防

災上の措置などを行うものとする。 

   イ 県指定等・町指定文化財 

     指定文化財については、条例により、現状維持、または保存修理、復元を基本とし、

増改築などに関しては、当該建造物の保存上、やむを得ない場合を除き、原則認めない。 

     また、公開・活用のために必要な防災上の措置などについて、価値の保存に支障を与

えない範囲で実施するものとする。 

   ウ 歴史的建造物で町長が必要と認めたもの 

     適切な文化財指定・登録などに取組み、それぞれに対応する法令や条例に基づく保存

に努める。 

     外観については、本来の建造物の意匠を尊重した範囲で実施する小規模な改変のみ認

めるものとする。 

 

３ 歴史的風致形成建造物の指定に伴う義務など 

   ア 所有者の管理義務 

     指定を受けた建築物の所有者及び管理者は、建造物の保存に支障をきたさないよう、

適切に管理する義務が生じる。 

   イ 増築などの制限と届出 
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     建造物の増築、改築、移転又は除却を行う場合には、着手する 30 日前までに、町長

に届出が必要である。 

    ウ 町長は、建造物の保全に支障をきたすものであると認めた場合には、設計の変更な

どの措置を構ずることを勧告することができる。 

    エ 指定を受けた建造物が、重要文化財、重要有形民俗文化財又は史跡名勝天然記念物

として指定された場合、又は滅失、毀損その他の事由により指定の理由が消滅した場

合は、指定を解除する。 

    オ 建造物の所有者に異動などがあった場合は、新しい所有者は、町長に届出が必要で

ある。 

 

４ 届出不要の行為 

   歴史的風致形成建造物の増築などの届出が不要の行為は、歴史まちづくり法第 15 条第 1

項第 1 号及び同法施行例第 3 条第 1 項に基づき、届出が不要な行為については、以下の場

合とする。 

    ・文化財保護法第 57 条第 1項に基づく登録有形文化財について、同法第 64 条第 1項の

規定に基づく現状変更の届出を行った場合。 

    ・和歌山県文化財保護条例第 2条第 1項に基づく和歌山県指定有形文化財（建造物）に

ついて、同条例第 11 条第 7項の規定に基づく修理の届出及び同条例第 12 条第 1項に

基づく現状変更などの許可申請を行った場合。 

    ・湯浅町文化財保護条例第 2条第 1項に基づく湯浅町指定有形文化財（建造物）につい

て、同条例第 6条第 7項の規定に基づく修理の届出及び条例第 7条に基づく現状変更

などの許可申請を行った場合。 
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33..歴歴史史的的風風致致形形成成建建造造物物のの候候補補  
歴史的風致形成建造物の指定が考えられる建造物を列挙する。 

このほか、歴史的風致を形成していると認められるもので、その維持向上のために保存を

図る必要がある建造物については、随時、指定していく。 

その他については、必要に応じて所有者のご協力を得て調査を進め、今回の候補には記述

せず、調査が終了した後追加するものとする。 

 
 

 名称 写真 所在地 所有者 備 考 

1 弁財天堀の中波止 

 

 

 

 

 

 

湯浅町湯浅 和歌山県  

2 立石茶屋 

 

 

 

 

 

 

湯浅町湯浅 湯浅町  

3 逆川王子 

 

 

 

 

 

 

湯浅町吉川 吉川区  

4 JR 湯浅駅 

 

 

 

 

 

 

 

湯浅町湯浅 ＪＲ西日本  
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11..主主なな参参考考文文献献  
 

□『湯浅町誌』 湯浅町誌編纂委員会編 昭和 42 年（1967） 

□『有田地方文化財目録』 有田地方文化財保護審議委員連絡協議会 平成 9年（1997） 

□『和歌山県文化財ガイドブック下巻』 和歌山県教育委員会 平成 11 年（1999） 

□『和歌山県中世城館跡詳細分布調査報告書』 和歌山県教育委員会 平成 10 年（1998） 

□『日本城郭大系第 10 巻 三重・奈良・和歌山』 新人物往来社 昭和 55 年（1980） 

□『定本・和歌山県の城』 「定本・和歌山県の城」刊行会編 平成 7年（1995） 

□『みんなの町 湯浅』 湯浅町教育委員会 平成 22 年（2010） 

□『湯浅の街見聞日記』 和田 堅一 平成 10 年（1998） 

□『紀伊続風土記』 仁井田 好古等編 天保 10 年（1839） 

□『紀伊国名所図会後編』 加納 諸平・神野 易興編 嘉永 4年（1851） 

□『紀州湯浅の町並み 伝統的建造物群保存対策調査報告書』 湯浅町教育委員会 平成 13 年

（2001） 

□『湯浅・広川の熊野古道考』 垣内 貞 平成 11 年（1999） 

□『湯浅荘別所勝楽寺考 ―地方寺院と在地領主―』 高橋 修 平成 15 年（2003） 

□『熊野古道と吉川遺蹟の考察』 冨上 譽秀 平成 17 年（2005） 

□『湯浅氏と湯浅町』 垣内 貞 平成 20 年（2008） 

□『明恵 故郷でみた夢』 和歌山県立博物館編（特別展図録） 平成 8年（1996） 

□『明恵上人』 垣内 貞 平成 21 年（2009） 

□『有田南部地域の獅子・田楽の芸能』 湯浅広川民俗文化財記録作成実行委員会 平成 23 年

（2011） 

□『開拓の群像』 「開拓の群像」刊行委員会 平成 25 年（2013） 

□『田栖川村郷土誌』 田栖川村 編纂年不詳 

□『和歌山のかんきつ』 和歌山県果樹研究会 昭和 58 年（1983） 

□『紀州有田みかんの起源と発達史』 御前 明良 平成 11 年（1999） 

□『和歌山の三宝柑』（『果実日本』2003 年 12 月号） 金岡 晃司 平成 15 年（2003） 

□『和歌山の果樹 果樹農業の姿』 和歌山県 平成 27 年（2015） 
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22..湯湯浅浅町町内内指指定定等等文文化化財財一一覧覧  
※平成 27 年（2015）4 月 1日現在 

■国指定文化財 

区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
指定年月日

有 形 
文化財 

彫  刻 木造阿弥陀如来坐像   1 躯 湯浅町別所 

勝楽寺 

T6.4.5 

木造薬師如来坐像 1 躯 湯浅町別所 

勝楽寺 

T6.4.5 

木造釈迦如来坐像 1 躯 湯浅町別所 

勝楽寺 

T6.4.5 

木造地蔵菩薩坐像 1 躯 湯浅町別所 

勝楽寺 

T6.4.5 

木造四天王立像 4 躯 湯浅町別所 

勝楽寺 

T6.4.5 

古 文 書 紙本墨書施入状 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 

M37.8.29 

紙本墨書置文 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 

M37.8.29 

記念物 史  跡 明恵紀州遺跡率都婆 

（西白上遺跡・東白上遺跡） 

 湯浅町栖原 

施無畏寺 

S6.6.3 

 
 
■国選定文化財 

区  分 名称及び面積 区  域 選定年月日

重要伝統的建造物

群保存地区 
湯浅町湯浅伝統的建造物群 

保存地区 

約6.3ha 湯浅町大字湯浅字北

町、字濱町、字中町及

び字鍛冶町の各一部 

H18.12.19 

 
 

■国登録文化財 

区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
登録年月日

有 形 
文化財 

建 造 物 湯浅小学校講堂 1 棟 湯浅町湯浅 
湯浅町 

H15.3.18 

栖原角兵衛屋敷主屋 1 棟 湯浅町栖原 
個人 

H16.11.8 

栖原角兵衛屋敷土蔵 1 棟 湯浅町栖原 
個人 

H16.11.8 

栖原角兵衛屋敷土塀 1 棟 湯浅町栖原 
個人 

H16.11.8 
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■県指定文化財 

区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
指定年月日

有 形 
文化財 

建 造 物 石造宝篋印塔 1 基 湯浅町栖原 
施無畏寺 

S53.8.18 

施無畏寺 

本堂 

開山堂 

鐘楼 

鎮守社 

 

4 棟 

(1 棟)

(1 棟)

(1 棟)

(1 棟)

湯浅町栖原 
施無畏寺 

H9.4.23 

深専寺本堂 1 棟 湯浅町湯浅 
深専寺 

H10.4.15 

深専寺 

 惣門 

 庫裡及び玄関 

 書院 

 

3 棟 

(1 棟)

(1 棟)

(1 棟)

湯浅町湯浅 
深専寺 

H21.3.17 

木造明恵上人坐像 1 躯 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H17.5.31 

木造阿弥陀如来坐像 1 躯 湯浅町青木 

興福寺 
H17.5.31 

貞元華厳経 4 帖 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H27.1.15 

彫  刻 紙本淡彩施無畏寺境内絵図 1 幅 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H14.5.21 

崎山家文書 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H14.5.21 

典  籍 施無畏寺文書 37 通 湯浅町栖原 

施無畏寺 

S53.8.18 

歴史資料 高山寺明恵上人行状 4 冊 湯浅町栖原 

施無畏寺 

S53.8.18 

古 文 書 深専寺「大地震津波心得の記」碑   湯浅町湯浅 

深専寺 

S49.12.9 

久米崎王子跡   湯浅町別所 

顯國神社 

S34.1.8 

書  跡 明恵上人遺跡 刈藻島   湯浅町栖原 

湯浅町 

S49.12.9 

記念物 史  跡 逆川王子   湯浅町吉川 

吉川区 

H21.3.17 

糸我峠   湯浅町吉川 

湯浅町 

H23.3.15 
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区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
指定年月日

記念物 史  跡 勝楽寺境内   湯浅町別所 

勝楽寺 

H24.7.20 

民 俗 
文化財 

無形民俗 
文 化 財 

顯國神社の三面獅子   湯浅町湯浅

顯國神社三面

保存会 

H21.3.17 

 
 
■町指定文化財 

区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
指定年月日

有 形 
文化財 

建 造 物 本勝寺本堂 1 棟 湯浅町湯浅 

本勝寺 

H8.3.29 

石造宝篋印塔 1 基 湯浅町吉川 

弥勒寺 

H8.3.29 

深専寺鐘楼 1 棟 湯浅町湯浅 

深専寺 

H11.1.22 

深専寺観音堂 1 棟 湯浅町湯浅 

深専寺 

H11.1.22 

深専寺地蔵堂 1 棟 湯浅町湯浅 

深専寺 

H11.1.22 

深専寺鎮守堂 1 棟 湯浅町湯浅 

深専寺 

H11.1.22 

真楽寺本堂 1 棟 湯浅町湯浅 

真楽寺 

H20.6.5 

極楽寺本堂 1 棟 湯浅町栖原 

極楽寺 

H20.6.5 

極楽寺表門 1 棟 湯浅町栖原 

極楽寺 

H20.6.5 

顯國神社 

 本殿 

 祝詞殿 

 拝殿 

3 棟 

(1 棟)

(1 棟)

(1 棟)

湯浅町湯浅 

顯國神社 

H21.6.9 

彫  刻 大日如来坐像 1 躯 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H10.4.17 

愛染明王坐像 1 躯 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 
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区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
指定年月日

  誕生釈迦仏 1 躯 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

春日明神立像 1 躯 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

住吉明神立像 1 躯 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

顯國神社手水鉢 1 躯 湯浅町湯浅 
顯國神社 

H10.7.17 

絵  画 文殊菩薩像 1 幅 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

典  籍 紺紙金銀泥阿曇五法行経 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H8.3.29 

紙本墨書春日明神託宣記 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H8.3.29 

如来遺跡講式 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

十六羅漢講式 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

紀州所々遺跡 1 巻 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

歴史資料 明恵上人五百五十回遠忌開帳絵図 1 枚 湯浅町栖原 

施無畏寺 
H10.4.17 

白樫氏関係資料 2 点 湯浅町湯浅 
深専寺 

H27.2.19 

工 芸 品 五鈷杵 1 基 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H10.4.17 

剣 1 口 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H10.4.17 

古 文 書 明恵上人書状写 5 通 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H10.4.17 

考古資料 石造板碑 1 基 湯浅町山田 

證大寺 

H8.3.29 

宝篋印塔 1 基 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H10.4.17 

御墓堂跡中世墓石群 3 基 湯浅町栖原 

施無畏寺 

H10.4.17 
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区  分 名称及び員数 
所在地及び 

所有者 
指定年月日

記念物 史  跡 熊野街道道標 1 基 湯浅町湯浅 

湯浅町 

H8.3.29 

民 俗 
文化財 

有形民俗 
文 化 財 

醤油醸造用具 甑 1 点 湯浅町湯浅 

個人 

H15.9.5 

醤油醸造用具 平釜 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 ぶんじ 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 足踏式小麦割砕機 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 麹蓋 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 仕込み樽 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 櫂 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 すくい 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 ならし棒 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 締木 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 三州釜 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 半役 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 本かすり（桶型） 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

醤油醸造用具 平かすり（角型） 1 点 湯浅町湯浅 

個人 
H15.9.5 

無形民俗 
文 化 財 

國津神社三面獅子舞  湯浅町田 

國津神社三面

獅子保存会 

H13.3.16 
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33..湯湯浅浅町町歴歴史史的的風風致致維維持持向向上上計計画画推推進進協協議議会会条条例例  
 

平成２７年湯浅町条例第１号 

 

（設置） 

第１条 地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（平成20年法律第40号。以

下「法」という。）第５条の規定に基づく、湯浅町歴史的風致維持向上計画（以下「計画」

という。）の作成及び変更に関する協議並びに計画の円滑な実施に係る連絡調整を行う機

関として、法第11条の規定に基づき湯浅町歴史的風致維持向上計画推進協議会（以下「協

議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 協議会の所掌事務は、次のとおりとする。 

(１) 法第５条に規定する計画の作成及び変更に関する協議を行うこと。 

(２) 歴史的風致の維持向上に資する取組に関すること。 

(３) 計画の実施に係る連絡調整を行うこと。 

(４) その他歴史的風致の維持又は向上に関し、町長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 協議会は、20人以内をもって組織する。 

２ 委員は、法第11条第２項に掲げる者のうち、町長が委嘱し、又は任命する委員をもっ

て構成する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とし、再任は妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、その

前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を統括する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 協議会は、委員の半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

４ 議長は、必要があると認めた場合は、委員以外の者に出席を求め、その意見を聴くこ

とができる。 

（委員の報酬等） 

第７条 委員に対し支給する報酬等の額は、湯浅町特別職の職員の給与並びに旅費及び費

用弁償に関する条例（昭和61年条例第１号。以下「条例」という。）によるものとする。 

（庶務） 

第８条 協議会の庶務は、まちづくり企画課が所掌する。 
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（その他） 

第９条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成27年４月１日から施行する。 
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